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第一章








「桃もも子こ……着替えてから寝ないと」

　夫である悠ゆう大だいが私の身体を揺すってくる。

　私たち夫婦は、都内にある分譲マンションに二人で暮らしている。多少駅からは離れているものの、周辺での買い物に困ることはなく暮らしやすい街だ。３ＬＤＫのこの部屋は、一応将来のことも考えている、と購入する時彼が言っていた。

　十畳ある寝室の中央に置かれたダブルベッドに、私はうつ伏せになっていた。どうやら、ベッドで横になっているうちに眠ってしまったらしい。

　起きなければいけないとわかっているが、眠くて眠くてどうしようもない。風呂も着替えもしていないし、夕食後にシンクに置いた皿は洗ってもいない。取り込んだ一週間分の洗濯物が山のように寝室に置いてある。悠大のワイシャツと私のブラウスにアイロンをかけなければ明日着るシャツがない。

　しかし、寝室に着替えに来てベッドを見たら横になりたくなって、気づいたらこの状態。時刻はすでに深夜零時を過ぎている。仕事で疲れた身体が睡眠を求めるのも当然といえば当然なんだけど。

　明日でもいいよね。仕事に行く前、朝早く起きてやろう。風呂も朝入ろう。そう思ったら、とても起きる気になれなくなった。

　まだ週の真ん中だ。木曜、金曜、ついでに土曜日は出張で仕事が入っている。代休を取れば来週は休めるが今週はとても忙しく、帰ってくるのはほとんど深夜に近かった。ここに来て疲れがピークに達してしまったのだろう。

　悠大は私を起こすのを諦めたようだ。彼も寝ることにしたのか、身体を引き寄せられ一つにまとめていた髪を解かれた。うつらうつらしながらも、ブラウスのボタンがいくつか外されたのが彼の手の動きでわかった。

　私はほぅっと息をつき、悠大の胸元に顔を寄せた。彼の匂いを嗅いでいると幸せで、ますます眠りは深くなっていく。

　だが、彼の手が私の腰へと下ろされていき、落ちそうになっていた意識が浮上する。臀部や際どい部分を撫でられて落ち着かない。私は身体を捩り、彼の手を拒んだ。すると、悠大の手がピタリと止まり、諦め混じりの吐息が聞こえてきた。

（したいのかな……でも、明日も仕事だし……）

　先週は悠大が出張で忙しく、今週は私が出張で忙しい。つまり、二週間ほど夫婦生活はなかった。彼に求められているのはわかるけれど、一度下ろしてしまったまぶたはなかなか持ち上がってはくれない。起きたら求められるとわかっているからなおさら。

　私たちはまだ新婚だ。十月に結婚してから二ヶ月しか経っていない。それにまだ二人とも二十七歳。毎日のようにいちゃいちゃしていてもおかしくはないのかもしれない。普通の夫婦がどの程度夜を共にするのか私にはわからないけれど、自分たちがだいぶすれ違っているとは感じていた。

　私だってしたくないわけじゃない。

　なんといっても、悠大は平々凡々な私にはもったいないくらい素敵な旦那様だ。

　私たちは同じ会社で働く同期で、頭一つ抜きんでて優秀な彼は、新人の頃から非常に目立つ存在だった。頼られることが多く、面倒な仕事にも嫌な顔一つしない。私は当時から、どこか手の届かない存在だと思っていたものだ。

　それに、背が高く非常に整った顔立ちをしている彼に憧れている女性は、今でもたくさんいる。左手の薬指にお揃いの指輪をつけていても、別部署の女性から呼びだされて告白されているところを見たことだってあった。

　私はそこまで可愛くも美人でもない。特筆すべきところのない平凡な顔つきに、肩の下まで伸ばした真っ黒の髪。身長だって平均より少し上、という程度だ。アピールポイントといえば、目がまぁまぁ大きいところと、胸が大きいところくらいだが、それだけでスタイルがいいとは決して言えない。太っているとまではいかなくとも、お腹はわりとぷよぷよだ。自分に自信……あるわけない。

　悠大は、そんな私のことをなにより大事にしてくれている。愛されていると日々感じる。だが、どうして私を好きになってくれたのかは謎だ。

　もちろん、そんな彼に抱かれることに躊躇いはない。行為は恥ずかしいけれど、幸せで満たされた気分になる。

　ただ、疲れた身体は限界で、正直、性欲よりも睡眠欲が勝ってしまっているのだ。

「疲れてるもんなぁ。おやすみ、桃子」

　しばらくすると、背中や臀部を撫でていた悠大の手が離れていき、額に口づけが贈られる。そして温もりが離れていった。どうやら悠大がベッドから下りたようだ。

　ドアを開ける音、続いて水道の水が流れる音が聞こえる。たぶん、シンクに溜まった食器を洗ってくれているのだろう。

　申し訳ないと思いながらも、起き上がることはできなかった。

　私が彼と肩を並べるようになるためには、もっと仕事を頑張らないといけない。だからといって負担ばかりかけたくはない。悠大は私より多い仕事を抱えているのだ。

（朝、ちゃんと早く起きてアイロンかけなきゃ。悠大の方が、忙しいんだし）

　眠りに落ちながら、ふと彼と出会った時のことを脳裏に思い浮かべる。

　私たちが働くフカザワコーポレーションは家具メーカーだ。

　悠大は現在の社長の一人息子であり、いわゆる後継者。

　私がそれを知ったのは彼と婚約した時だった。

　

　

　二十二歳、春──。

『辞令　原はら桃子　令和◯年四月一日より、東京本社営業部勤務を命ずる』

　入社式を終え、辞令を手渡された会議室で、私はあまりのショックに手渡された辞令を落としてしまった。

　目の奥が熱くなって涙が滲みそうになるが、さすがにここで泣くわけにはいかず、私は薄い唇を噛みしめ俯いた。

　大手企業であるフカザワコーポレーションは、全国に自社のショールームを持ち、家具業界におけるシェアナンバーワンの実績を誇る大企業である。内定をもらえたのは、単純に運が良かったのだろう。まさか三次選考まで通るなんて夢にも思っていなかったため、手応えなんてあったものじゃない。ただただ素直にこの会社に入りたいという思いを述べただけ。しかも大勢の役員に囲まれて緊張していたので、とても営業向きには思われなかったはずである。

　私のそんなおどおどした態度を見ていた役員、はたまた人事部は、どうして明らかに向いていないとわかる部署に配属しようなどと思ったのか。てっきり事務職への配属だとばかり思っていたのに。まさに天から地へと突き落とされた気分だ。

　あぁ、もしかして『営業部で鍛えてきてね』という社の方針なのだろうか。それならなにも全国トップクラスの営業成績を誇り、なぜか高学歴エリートばかりが集まる『東京本社営業部』じゃなくてもいいだろう。寮だってあるし、実家からなら神奈川、千葉、埼玉あたりであれば頑張れば通える範囲だ。

「大丈夫か？　ほら」

　そんなことをつらつらと考えていると、隣で同じように辞令を受け取っていた深ふか澤ざわ悠大が、落とした辞令を拾い私の顔を心配そうに覗き込んできた。

「あ……ごめん、ありがとう」

　決まってしまった配属先に異を唱えることなど私にはできない。新人がなにを言っているんだという目で見られたらこれから先働きにくくなるし、社長や専務といった執行役員が勢揃いしている会議室で声を上げる勇気などとてもなかった。

（営業部だけはないだろうって思ってたのに……内勤ならどこでだって頑張りますから！　って心の中で叫んだところでどうにもならないけど……はぁ）

　役員たちの前で肩を落とすわけにはいかず、ため息を無理やり呑み込み、なんともなしに深澤くんの手にしていた辞令を見た。

　決して盗み見ようと思ったわけじゃない。ちょっと気になっただけだ。だって高学歴エリートって言うなら、彼こそがまさにそうだから。そして目に入った彼の配属先に驚き私は目を丸くする。ますます暗澹としてしまうのは致し方ないだろう。

（深澤くんも東京本社営業部！　そりゃ納得だよ。それでなんで私もなの……？　バランスを取ろうとでもしてるの？）

　彼は同期の中でも、抜きんでて優秀で非常に目立つ存在だ。

　私は研修の時に少し話したことがあるだけだが、努力家で頭の良さを鼻にかけないところが素敵だと同期の女性たちの注目の的だった。

　それに、人好きのする話し方をする彼は、研修担当である人事部の社員の覚えも良かった。心を掴むのがうまいというか、彼が話をするとつい耳を傾けてしまうというか。

　しかも彼は百人以上いる同期の顔と名前をすべて覚えているらしい。彼と仲がいい同期の山やま本もとくんが、いかに深澤くんがすごいかを吹聴して回っていた。

　いくらなんでもそれは……と信じられずにいたが、研修で偶然隣に座った時、なんと深澤くんから私に話しかけてきたのだ。

「原さんって、どの辺りに住んでるの？」

「え……？」

　一瞬、自分に話しかけられていることがわからず、ぽかんと口を開けて固まってしまう。

「いや、ほかの奴らとは朝電車で会うけど、原さんのこと見かけたことないから、べつの路線なのかって思ってたんだ」

（わ……本当に、全員の名前覚えてるんだ。すごい）

　私とは一度だって話したことがないのに。

　私は自慢じゃないが、顔と名前が一致するのは同期の中でも十人程度だ。

「あ、えっと私、埼京線なんだけど……」

「へぇ、じゃあ一緒だ。来る時間が違うのかな」

「私、朝コンビニ寄ってるから、ちょっと早い電車で来てるんだ」

「そっか。じゃあもう少し早く来れば会えるかもな」

　深澤くんはそう言って少年みたいな顔をくしゃくしゃにして笑った。 

　それだけではない。

　研修中にわからないことがあっても、私は社員に聞くタイミングがなかなか掴めず、いつも困っていた。

「すみません、ちょっといいですか？」

　そんな時、近くに座っていた深澤くんが手を挙げた。深澤くんが研修担当の社員に質問を終えると、彼に肘で軽く小突かれる。どうやら深澤くんは、私が手を挙げやすくなるだろうと、先に質問してくれたらしい。

　もちろんその優しさは、私にだけ向けられているわけじゃない。

　彼は、誰に対しても平等で優しい、気遣いの塊みたいな人だ。

　深澤くんが目立つのは、なにも頭の良さという理由だけではない。彼はその外見もかなり目立つ部類に入る。身長は一六〇センチの私より頭一つ分は高いから、おそらく一八〇はあるだろう。そして誰もが一度は立ち止まって振り返るほどの美貌。目鼻立ちはどのパーツを取っても完璧としか言えない、それがまた完璧な配置で並んでいる。

　艶のある黒髪を自然に横に流すだけのヘアスタイルで、前髪は目のすぐ横までの長さがある。よく手で前髪をかき上げていたからおそらく邪魔だったのだろうが、その仕草にときめいていた女性たちは数多くいた。

　そういえば、以前に同期の女性がピンを貸しているのを見たことがあった。キラキラのビーズがついたピンを貸す彼女も彼女だが、それで恥ずかしげもなく前髪を留めて見せた後「大事なものだろ？　失くしたら悪いから」って空気を読んでさりげなく返す彼の手腕に脱帽した。コミュ力も高い。モテるわけだ。

　派手ではあるがチャラさはまったくない。だから上司からも同期からも、そして同性からも慕われるのだと思う。笑った顔はどこか少年っぽくもあり女性の母性本能をくすぐる……らしい。というのも、深澤くんに関しては次元が違いすぎて、間近で顔を見たことが数回しかない私は、どこか芸能人を語るような気分になってしまうからだ。

　大学を卒業したばかりという立ち位置は同じはずなのに、彼が着ているスーツは私のリクルートスーツとは生地からして違って見えるのだから相当だ。新卒の新入社員がオーダーメイドスーツなんて着るわけがない。顔がいいから、なにを着てもかっこよく見えてしまうだけだろう。

　そんな彼が、同じ東京本社営業部に配属になる。

　深澤くんと比べられたら、月とスッポン。同期としてよろしくね、という仲でもないし。

　山本くんは埼玉支店に配属になるらしい。ほかの百人ほどの同期が本社の他部署や関東の支店に散り散りに配属される。どうやら東京本社営業部に配属になったのは、私たちだけのようだ。

　この後の予定を説明され、会議室から移動を始める。

　なんとなく皆、研修を終えた安心感と、いよいよ本格的に始まる社会人生活に浮き足立っている様子だった。肩を落とし俯きがちにとぼとぼと歩いているのは私くらいだ。

　エレベーターへと乗り込み、私と深澤くんは東京本社営業部のある五階で降りた。

　先を歩く深澤くんに憂いはないようだ。彼の表情は自信に溢れ、これから先の未来に心を躍らせているように見えた。

「はぁ～」

　呑み込みきれない重苦しいため息が、今度こそ声になって私の口から漏れた。

　

　一ヶ月後──。

　やはり現実は甘くはなかった。

　私は毎朝電車の中で、異動願いを出すか出さないかを考えている。やはり人には向き不向きがあるのだと悟り、いつでも出せるように鞄の中に忍ばせているのだ。

「この注文書はオーダー商品専用です。オーダーは、ソファーやダイニングチェアーが多いのですが、想像と違ったと後々問題になるのを防ぐために、こういうシミュレーションシステムがあります。まずお客様に主材や張地を選んでもらって、ここに入力していくと下に価格が出てきます。慣れるために適当にいじってみてください。はい、どうぞ」

　営業部の男性社員である矢や野の先輩は、眼鏡の奥の目を細めて私にタブレットを渡してきた。矢野先輩は三十代前半くらいの、吊り目に眼鏡というやや神経質そうな外見をしている。怖いという意識が先立って、失敗すると怒られるのではないかと私はいつも萎縮してしまう。

　怒られたことはないけれど、呆れられているのではないか。役立たずが来たと思われているのではないかと常に不安でいっぱいだ。

「あ、ありがとうございます……適当に、いじる……」

　私は顔を引き攣らせながらも、礼を言ってタブレットを受け取った。実のところ、なにを言われているのかちんぷんかんぷんなのだ。

　これに入力してオーダーをタップしたら本当に注文されてしまわないのだろうか。シミュレーションと言っていたから、練習用ということだろうか。

　適当にいじれと言われても、なにをどうしたらいいのだろう。なにを覚えればいいのか、なにをどう質問していいのかが、私にはわからない。

　もう入社して一ヶ月が経つのに、研修を必死に受けたはずなのに。

　電話対応一つまともにできないのだ。先輩とショールームに行くことも多いが、私の仕事はお茶出しをして横で話を聞くくらいだ。

　ちらっと斜め向かいに座る深澤くんに視線を向けると、彼は別の先輩からもらった注文書を見ながらパソコンに向かっていた。聞こえてくる話から推測するに、実際に工場への発注作業をしているらしい。

（どうしよう……私、全然ついていけない。もう一ヶ月経つのに……）

　朝から矢野先輩についてショールームへ行き、午後に帰ってきてからは矢野先輩が作成した注文書を見ながら、システムの説明を受けた。もうすぐ定時を回る時間だ。私は、今日一日なにをしていたかと聞かれたら「矢野先輩の隣にいた」としか答えられない。

　しばらくすると先輩は、タブレットを手にしたまま動けないでいた私に、書類整理の仕事を渡してきた。量はあるが書式ごとにファイルにしまうという単調な仕事だ。

　事務仕事ならなんとかなりそうだと思った。だが結局、私はその書類整理すら定時までに終えられなかった。期限を先輩に聞けばよかったのだ。でも、この程度の仕事もすぐに終わらせられないのかと言われるのが怖くて聞けなかった。

　なにをやってもうまくできないことが歯痒くて仕方がない。

　デスクを挟んだ向かい側にばかり視線がいってしまう。同じ年に入社したはずなのに、同じ研修を受けたはずなのに、どうしてこうまで違うのだろう。

（深澤くんは……やっぱりすごいな）

　深澤くんと比べてもどうしようもないとわかってはいても、あまりに自分が不甲斐なくて泣きそうだ。

「原さん。少し休憩してきなさい。疲れた顔をしていますから」

　矢野先輩にそう言われて、私は涙をこらえて頷いた。おそらく泣きそうな私を気遣ってくれたのだろう。先輩は悪くないのに、優しくされるとどうしようもなく惨めな気分なる。

先輩だって、私のような後輩じゃなくて、深澤くんの担当だったらよかったと思っているかもしれない。一度教えたらなんでもすぐできるようになる、優秀な後輩の方が良いだろう。そんな風に卑屈な考えばかりが脳裏に浮かんでくる。

「はい、すみません」

　嗚咽が漏れそうで、ハンカチで口元を隠しながら席を立った。

　一人になれる場所を探して、給湯室を覗く。

　誰もいないのを確認して中へと入ると、一気に脱力感に襲われる。

　堪えきれない嗚咽が漏れて滲んだ涙がこぼれ落ちた。

「ふっ……ぅ」

　なんで私はこんなに仕事ができないんだろう。悔しい。人を妬んでしまう自分が嫌だ。

泣き顔で席に戻るわけにはいかない。矢野先輩にばれてしまう。必死に泣かないように歯を食いしばったが、折れてしまった心はそう簡単に立て直せなかった。その時──。

「原さん？」

　ハンカチを口元に押し当てたまま、疲れた身体を壁にもたれかからせていると、後ろから声をかけられた。声で誰かはわかったが肩を震わせてしまったのは、今、彼に会うのは少しばかり辛かったからだ。

「深澤くん……お疲れ様」

　私は慌てて目元の涙を拭い、振り返った。泣いていたのはわかるだろうが、彼はそれを指摘するような人ではないだろう。

「お疲れ」

「あ、お茶？　ごめん、すぐに退くね」

　私が給湯器の前から退くと、中へと入ってきた深澤くんは私を気遣うような表情を見せる。

「いや、なんとなく……さっき泣きそうに見えたから追いかけてきた。どうかしたのか？　ここのところずっと元気ないよな」

　私は思わずあからさまなため息をついてしまった。知らない振りをしてくれればよかったのにと。

　心配しての言葉だとわかってはいるが、今の私には辛い。きっと彼からの言葉なんて素直に受け止められない。「なんでもできるあなたにはわからない」と思ってしまう。放っておいてくれてよかった。正直今は、関わらないでほしかった。

　空気を読むことに長けている彼なら、それくらいわかりそうなものだ。どうしてわざわざ私を追いかけてきたのだろう。

　私はなんとか笑みを浮かべると、深澤くんの質問には答えず聞き返す。

「深澤くん、仕事終わったんでしょ？　もう定時過ぎてるよ」

「それはお前もだ。書類整理は明日終われば良い仕事だろ？　もう帰ろうぜ」

　そうか書類整理は明日でもよかったのか。それすらも知らない、気づけない自分に嫌気が差してくる。もう帰るよ、そう返すつもりだったのに、自分の口から出てきたのは思ってもみなかった言葉だった。

「深澤くんは、なんでも知っててすごいね……本当。私は、全然だめだ」

　つい、皮肉とも取れる言い方になってしまった。同期だからって彼にあたるなんて最低だ。私の仕事がうまくいかないのは、べつに深澤くんのせいじゃない。彼は心配してわざわざ追いかけてきてくれたのだから。

（余裕ないな……ほんと）

　私はあまりのいたたまれなさに俯いた。深澤くんからどう返されるかと気が気じゃなかった。嫌われたかもしれない。失望されたかもしれない。同じ東京本社営業部で働く同期なのに、気まずくなったらどうしよう。

「俺も、同じだよ」

　そんな私の懸念は、大袈裟なほど深いため息と共に霧散した。

　呆れられたのかと一瞬思ったが、彼の顔を見てそうではないと気づいた。深澤くんもまた、どことなく落ち込んでいるような雰囲気に思えたのだ。

「どうしたの？」

「原さんはそう言ってくれるけど、全然すごくなんてないよ。実際現場に出てみると戸惑うことが多いし。恥ずかしいけど、なんつうか研修中はさ……みんなに頼られて思い上がってたんだなって気づかされた。変なプライドってか自信があったんだけど……俺、なにも知らないただのペーペーだったわ」

「そんなこと」

　あるはずない、と私が言おうとすると、深澤くんは苦笑しながら首を横に振った。要領よくこなしていると思えた深澤くんも、実際は私と同じように感じていたのだろうか。

　私よりもずいぶん早く、注文書の入力や電話対応などをしているように見えたのに。

「そんなことあるの。だからお前も、落ち込む必要なんてない」

　くしゃくしゃと髪を撫でられて、ふっと肩から力が抜けた。勝手に比べて自分だけ置いていかれるような気がしていたけれど、実はそうじゃなかった。彼だって同じ新入社員だ。仕事で悩むこともわからないと思うこともあるだろう。

（同じ、だったのかな……）

　深澤くんの弱音を聞いたからだろうか。

　私も、彼に打ち明けてみようかという気持ちになった。

「あのね……私、先輩の説明聞いても、なにを説明してくれてるのかもわからなくて……」

「あぁ～たしかに矢野先輩見て覚えろってタイプだもんなぁ。うん、それで？」

「あと……」

　自分がどこに引っかかっているのかを深澤くんに伝えると、彼はわかるよと頷いた。否定されなかったことだけでも、救われた気分だ。

「矢野先輩、あれで意外に面倒見いいらしいぞ？　本当だったら主任クラスなのに、課長にどうしてもって頼み込まれて、毎年新人教育担当してるんだってさ。説明がわからないって言っても怒るような人じゃないよ。それにどこに躓いてるのか言わなきゃ伝わらないし、矢野先輩はわかってると思って仕事を振ってきてるんだろ？　こうして付きっきりで説明してくれるのは一年だけだ。来年から一人で現場に出るって考えたら、ガンガン聞いておいた方がいいんじゃないか？」

「一年だけ……そうだよね」

　私は深澤くんに言われたことに真っ青になる。来年から一人でなんて、とても私にできるとは思えない。

　新人のうちならミスをする前にフォローしてくれる先輩がいる。だが、一人で担当をすることになったら、お客様相手に「わかりません」「知りません」で困るのはほかでもない私だ。書類整理一つにしても、いつまでに終わらせればいいのかくらい聞けたはずだ。

「もっと周りを頼っていいんじゃないか？　わからないことあったら、俺も一緒に聞けるし」

「うん……そうだよね」

「なぁ、これ見て」

　深澤くんがスマートフォンを手に取り、ブックマークの登録からなにかを開いた。

「これ、うちのカタログ？」

「そ。俺の勉強方法。スマホじゃ見づらいから、資料室から紙のカタログもらって家ではそれを読んでる。これを端から端までとにかく読み込んだな。そうしたらやっと課長の話が半分くらい理解できるようになった。それにこのカタログに載ってるどの家具にもさ、一つ一つ職人のこだわりが見えて、読んでてかなり楽しいんだ。素人にはどっちの木でも同じだろって思うようなわずかな違いでも、出来上がりが別物になる」

　彼の話に、心臓を鷲掴みにされたみたいに胸が高鳴った。

　スマートフォンの画面を見ながら楽しげに声を弾ませる深澤くんから目が離せない。

（慰めて……くれたんだ……私、嫌味っぽいこと言っちゃったのに）

　彼は私を慰めるためだけに嘘をついたのだ。私がこれ以上自信をなくさないように、さりげなく助けてくれようとしたのだろう。なにも知らないただのペーペーだなんてよく言ったものだ。

　ここに来る前に感じていたわだかまりは、すっかり失せていた。彼に感じるのは尊敬の念だけだ。敵わないのは当たり前。彼と私じゃ心構えからして違う。

　努力家だと聞いてはいたけれど、それを目の当たりにしてしまったら、泣き言など言っていられない。異動願いを書く前に、私にもやれることがあるはずだ。

「私ね……自分では高い家具買えないけど、ショールームとか見に行くの好きで、この会社で働けたらいいなってずっと思ってたの。私も、商品知識深めるところから始めてみる」

「じゃあ、今度一緒に行ってみるか？　お互い意見交換しながらの方が覚えられるだろ？　俺も勉強になるし」

「いいのっ？　嬉しい！」

　今までは同期として話はしていたものの、個人的な付き合いはなかった。

　私はなんだか初めて仲間ができたような心地で、深澤くんと一緒にショールームを見学に行く約束をした。

　当日私は、真新しい家具を前にしてはしゃぎまくってしまった。〝あの〟深澤くんと二人だけで出かけているというのに、私は部屋にはとても入らない大きなソファーや、某有名ホテルのエグゼクティブルームに置かれているというダイニングテーブルにばかり目を向けていた。

「ねぇねぇ、見て！　私も自分の部屋にこのテーブル置きたい！」

「ちょっと待て。このテーブル置くんじゃ、リビング三十畳くらいないとだめだろ。八人掛けだぞ」

「そうかな……六畳一間のワンルームじゃ無理？　ギリいけない？」

　そこまで大きくないと感じていたけれど、広いショールームで見るのと、実際に家に置いたのを見るのでは印象がまったく違うに決まっている。テンションが上がってしまって考えていなかったが、八人掛けのテーブルは一人暮らしには必要ない。

「絶対無理」

　深澤くんは笑いながら「原さんの部屋ならあっちじゃないか」と指をさした。そこには多少低価格の、一人暮らし向けの家具が置いてあった。低価格といっても新卒の新入社員がおいそれと手が出せる額ではない。実際に買えなくとも夢だからいいのだ。

　カタログを手に歩きながら、あっちの家具にはこのカーペットを合わせたいとか、もし自分で家具をオーダーするならどういうのがいいかなど、話は仕事のことばかりだ。

　客の立場になって考えると、部屋に合わせた家具を一緒に選び、価格や部屋のコーディネートにアドバイスしてくれる人がいるのは心強い。

　周囲を見回すと、自宅の図面を見ながら、実際に家具を置いた時のサイズ感を確かめている男女の客がいた。おそらく新婚夫婦だろう。二人に対応しているスタッフは、図面を見ながら部屋のコーディネートを考え、オーダー家具の説明をしている。男女の客は目を輝かせてその説明を聞いていた。

（いいなぁ……楽しそう）

　営業部に向いていないと考えるのは時期尚早なのかもしれない。私もいつか、あんな風に頼ってもらえる日が来るだろうか。

「私、営業部で頑張れるかな」

「当たり前だろ。お前は頑張れる奴だよ」

「深澤くんの奮闘っぷりにはとても叶わないよ。でも、私も頑張ろうって思えたのは、深澤くんのおかげ。ありがとう」

「俺、お前のそういう真っ直ぐなとこ好きだよ」

　突然言われた好きという言葉に胸が弾む。だが、私たちの間に色恋はない。彼は誰に対しても同じくらい親切だ。

　ショールームを出て一緒に食事をしながらも話は続いた。彼は聞き上手で話し上手だった。帰る時間になって、もう少し一緒にいられたらと後ろ髪を引かれる思いだった。

　深澤くんも同じ気持ちでいてくれたのかはわからない。でも帰り際に、また今度一緒に行こうと次の約束をくれた。

　それからというもの、度々他社のショールームや工場にも見学に行った。会社帰りはよく食事に行った。

　深澤くんは自分が知っている商品知識を惜しみなく私に教えてくれる。私も負けてはいられないと競うようにして勉強をした。

　そして、配属されてから三ヶ月ほど経った頃。

「最近、おどおどした感じがなくなってきましたね」

「本当ですかっ？」

　矢野先輩に言われて、私は目を輝かせた。お客様に家具の説明をする矢野先輩の隣に座っているだけなのは変わらないが、お客様が決めかねている時にシミュレーション画面で説明ができるようになった。なにを言われているのかさっぱりわからなかった電話対応も、わからないことはわからないと矢野先輩に聞けるようになった。

　それに、深澤くんと何度かショールームの見学に行ったのがよかったのか、以前よりもはるかに商品知識が深まったように感じる。

　深澤くんと過ごす時間は心地よかった。仕事の話ばかりだったのが、プライベートの会話が増えていき、彼のお酒や食事の好みを知るようになった。

　そんな私が彼に惹かれるのは時間の問題で──。

　私にとって彼は信頼できる同期から友人へ。友人から片想いの相手へと変化した。

　だが、告白はできなかった。彼に恋人がいるかどうかも知らなかったし、その手の話をしたことはなかった。

　私は深澤くんを悠大と名前で呼び、彼も私を桃子と呼んだ。期待をしては、告白のタイミングを窺った。チャンスはあった。でも、できなかった。

　いつのまにか仕事がすごく楽しくなっていて、なにかあって彼とギクシャクするのは嫌だったのだ。

　そんな友達以上恋人未満のあやふやな関係のまま、気づけば二十六歳になっていた。

　私は、新入社員の教育担当になった。私を厳しくも優しく教育してくれた矢野先輩は、今や東京本社営業部の課長だ。

「わからないことがあったらすぐに聞いてね。来年は一人でお客様の対応することになるんだから。午後は集中力も低下するし、営業部にいる時はちょっと気を抜いていいわよ。あ、時間になったら途中でも帰っていいから、はい」

　あまり疲れさせても仕方がないからと、簡単な書類仕事を手渡しながら言った。

「俺、大丈夫ですかね……こんなんで。全然わかんないんすけど。お茶出しくらいしかできないし」

　大学卒業したばかりの新入社員の男の子は、自信なさげに眉を下げて項垂れていた。私も彼と同じだったな、と感慨深い思いで言葉を紡ぐ。

「大丈夫、大丈夫。私なんて入社したばかりの頃、書類仕事すらできなくてね、仕事に自信なくして給湯室でめそめそ泣いてたんだから」

「えぇっ？　ほんとですか？」

　声を潜めて話したつもりだったのに、なぜか背後から笑い声が聞こえてくる。

「ほんとほんと。俺、原が泣いてる時に給湯室でそりゃもう必死に慰めたからな」

「深澤くんっ！」

　まさか聞かれていたとは思わなかった。私は顔を赤らめつつも「本当よ」と肯定するしかない。

「原先輩にもそんな時代があったんすねぇ」

「や……なんかそう言われると、歳を感じる。まだ二十六歳なのに」

「新人の頃から変わってなさそうっすけど？」

「写真見るか？　同期会で撮ったやつ」

　見せなくていいのに、悠大はスマートフォンからわざわざ数年前の写真を出して後輩に見せている。

「あっ、原先輩、超可愛い！　やっぱり今とあんま変わってない！」

「だろ？　可愛いよな」

　彼はこの手のことをしょっちゅう言ってくるから期待しそうになって困るのだ。

　ただドキドキしてしまうから、仕事中はやめてほしい。顔が赤くなりそうで、誤魔化すのに必死だ。

「は、恥ずかしいからやめて！　深澤くん、忙しいんじゃないの？」

　なんといっても悠大は、すでに東京本社営業部の主任なのだ。矢野先輩と営業部のワンツートップである。暇なはずがない。

　慌てて言い繕うと、悠大はスマートフォンをスーツのポケットにしまって、ちょいちょいと私を手招いた。

「あ、そうそう、原のことちょっと借りていい？　もうすぐ仕事終わるよな？」

「どうぞどうぞ！　もうちょっとしたらお先に上がらせてもらいます」

　どうやら悠大は私に用があったらしい。

　人気のない資料室へと入ってドアが閉められる。

「なぁ、明日の約束、平気か？」

「うん、もちろん大丈夫だよ。なんで？」

　悠大がわざわざ予定を確認してくるのは珍しい。それも職場で。いつもなら帰った後に連絡してくるのに。今日は残業で遅くなるのだろうか。

「豪華なディナーにしようと思ってレストラン予約してあるからさ。ちょっと話があって」

「話？」

「明日話すよ」

　いつもと違う誘いに、私はなにかが起こりそうな予感を抱き胸を弾ませた。

　まだ仕事があるという悠大に先に帰る旨を伝え、近くのデパートに寄った。

　今まで、彼に会う時はなるべく頑張りすぎない服装を心掛けていた。自分の気持ちがばれるのが怖かったからだ。

（これ、可愛い……買っちゃおうかな）

　全体に刺繍が施されたグレーのタイトワンピースは、私の年齢だと大人向けすぎるだろうか。張り切ったと思われないだろうか。場所柄に合わせたと言えば気取られないかもしれない。

（話があるなんて言うから、期待しちゃう。そういう話じゃないかもしれないのに）

　一度くらいおしゃれして悠大とデートっぽいことをしてみたかった、なんて本人には言えないけれど。

（うん、買おう）

　私はグレーのワンピースを手に取り、レジへと向かう。その足取りは軽い。

　だって、二人で会うのも話すのも珍しいことじゃないのに、わざわざレストランを予約してまで伝えたいなにかがある。そんなの期待するに決まっている。

（告白……されるのかな）

　翌日の夜、私の住むマンションまで車で迎えに来てくれた悠大は、休日にもかかわらずスーツに身を包んでいた。見慣れた姿であるはずなのに、妙に緊張してしまって落ち着かなくなる。

「な、なんか今日暑いねっ」

「そうか？　エアコンつけるにはまだ早いぞ。窓開けるか」

　私がぱたぱたと顔を仰ぐ仕草をすると、助手席側の窓が開けられた。爽やかな風が車内に入り込み、私の火照った肌を冷ましてくれる。

　悠大に連れて来られたのは、都内にある有名ホテルの展望レストランだ。

　天井からは豪奢なシャンデリアが吊り下がり、放物線状に壁一面がガラスになっている。夜景が臨めるように窓に向かって真四角のテーブルが置かれ、隣りあった席に案内された。

　悠大はこういう場所に慣れている様子で、ワインメニューからシャンパンを頼む。私はコースの最後に出されるデザートを選んだくらいで、あとはすべて悠大にお任せだ。

「こういうとこ、よく来るの？」

「いや、まさか。初めて入った。ここさ、うちの両親が結婚記念日によく食事に来てるんだ。うまいって言ってたから、桃子と来てみたかったんだよ」

　嬉しくて、口元が緩むのを抑えられない。彼は、初めて来る相手に私を選んでくれた。カップルや夫婦が多いこの店に、私を連れてきたいと思ってくれたのだ。

「桃子、顔赤い。もう酔った？」

　シャンパンはさっぱりと軽い飲み心地で美味しい。だがまだ一杯しか飲んでおらず、私の顔の赤さはそれが理由ではない。

「悠大がそういうこと言うから」

「そういうことって？」

「な、なんでもないっ」

　ここで彼の気持ちをはっきりと聞ければいいのに、どうしても私は尻込みしてしまう。私が好きだと言っても、好きだと返してくれる可能性は高い。そう思うのに、もし違っていたら来週から仕事で顔を合わせられないと、保身に走ってしまう。

「今日って、なにかのお祝いだったの？　話があるって言ってたけど」

　私は結局気まずさから話題を変えることにした。

「お祝いになるかどうかは、まだわからないけどな。お前次第」

　そんな思わせぶりなことばかり言うから、美味しいはずの食事の味が感じられなくなる。

　なにかが起こりそうな予感に期待と緊張がないまぜになって、ギクシャクしてしまう。話す内容は仕事のことだったり、昨日見たテレビのことだったりといつもと同じなのに、私たちの空気はいつもとはどこか違っていた。

（告白されるかもなんて、やっぱり、気のせいだったのかな）

　シャンパンのボトルはすでに空で食事は終わりに近づいている。悠大は珍しく多少酒に酔っているのか、いつもより口数が多かった。

デザートが運ばれてきて、私はことさらゆっくりとスプーンを口に運んだ。

　結局今日はなんだったのだろう。グラスに残ったシャンパンの最後の一口を飲むと、沈黙を恐れるように話していた彼が急に話すのを止めた。

　私はグラスをテーブルに置き、悠大を見つめる。彼も私をじっと見ていた。

　互いに無言の時間が続いた。沈黙を破ったのは彼の方だ。

「あのさ……たぶん、もう気づいてると思うけど、お前のことずっと好きだった。俺と……付きあってほしい。できたら、俺との結婚も考えてほしいんだ」

　私は息を呑んだ。胸が弾んで泣きたいくらい嬉しい。

　もしかしたらと期待はあった。それでも、違うかもしれないと不安だった。自分から気持ちを伝えればよかったのに、勇気が出なかった。

　ずっとずっと好きだった。悠大も同じ気持ちでいてくれた。

　気持ちが舞い上がって、身体中から溢れだしそうになる。

　彼は落ち着かない様子で私の答えを待っているのだから、早くなにか言わなければ、そう思うのに唇が震えてうまく開けられない。なんとか発した言葉はあまりにも短い。

「は、い……っ」

　たった一言でも伝わったみたいだ。安堵するように微笑んだ悠大の表情にしばし見蕩れて、頬が熱くなっていく。

　その夜、初めて手を繋いで帰った。急に恋人同士っぽい雰囲気になどなれるはずもなく互いにぎこちなさはあったが、この日からようやく私と悠大は付きあい始めたのだ。

　それから一年後。

　悠大が営業部トップの成績を収めたお祝いにと、同じホテルを訪れ、レストランの同じ席で私は彼からプロポーズを受けた。

　彼の両親のところへ挨拶に行き、その場にフカザワコーポレーションの社長が現れた時は、開いた口が塞がらなかった。ドッキリ大成功みたいな顔をするお茶目な両親だと知り、思わず笑ってしまったが。

　ただ、彼の立場を知り、怖気づいたのも確かだ。

　悠大は後継者として、フカザワコーポレーションを背負って立つつもりらしい。私は、彼の隣に立つのにふさわしくなれるだろうか。平々凡々な私で本当にいいのだろうか。

　何度も悩んだが答えは出なかった。

　ますます仕事を頑張るくらいしか、私にできることはない。営業成績で悠大と並べるくらいになれたら、少しは自分で自分を認めてあげられるかもしれない。

　とにかく彼の足を引っ張らないようにしなければ。

　結婚式や結婚生活の準備は本当に大変で、料理の勉強だって始めたかったのに、仕事も忙しく時間はまったく足りなかった。

　私は一つのことにしか集中できないタイプなのか、社会人になってから仕事ばかりで、ろくに家事をしていない。一人暮らしの部屋はなんとか清潔に保ってはいたものの、食事は毎日コンビニ弁当で、栄養もなにもあったものじゃない。

　自分がコンビニ弁当を食べる分にはなんとも思わないのに、大事な人に今の自分と同じ生活をさせることには抵抗があった。

（一緒に暮らす前に、ちょこちょこ料理の勉強もしていこう）

　毎日忙しかったが、悠大との未来を想像するだけで楽しかった。

　朝起きて、夜寝る前も彼がいる。土曜日も日曜日も一緒に過ごせる。

　この先、家族が増えることだってあるだろう。子どもは一人？　二人？　そんな想像が膨らむ。悠大と家族になれるのが、堪らなく嬉しい。

（家族かぁ。どうしよう……嬉しいかも）

　まだ入籍すらしていないのに、頭の中に悠大と小さな子どもと過ごす未来を想像して、いてもたってもいられなくなる。

　義父母も私の両親も「孫の顔が早く見たい」なんて言っていたし。私も彼との子どもができるだけ早く欲しい。

　フカザワコーポレーションは社員で産休育休制度を利用している人が多い。子育てをしながら働いている人たちはたくさんいる。

　仕事だって営業は無理だとあれだけ思っていたのに、今はとても楽しい。きっと家事も育児も頑張ればなんとかなるはずだ。

　そして同じ年の十月に入籍し、新生活が始まった。

　二人で暮らすマンションに置いた家具は、彼の両親からの結婚祝いだ。自分たちではとても手が出ないフカザワブランドである。ソファーやダイニングテーブルにチェア、食器棚にベッド。すべてを揃えるとかなりの額だが、私の両親も一部負担してくれていると聞き甘えてしまうことにした。しかもデザインは自分たちで選んでいいと言ってくれたので、あれやこれやと家具を選ぶのはかなり楽しかった。

　二週間ほどで引っ越しの段ボールを片付け終えた頃には、新しい生活に少しずつなじんできた。

　仕事から帰った私は、外に干した洗濯物を室内に入れて、まとめて寝室に置いておいた。風呂を軽く洗って、湯を張っておく。

　料理の本を見ながらだと準備に時間はかかるが、あとは圧力鍋をセットするだけだ。圧力鍋で作る煮込み料理は時短にぴったりだ。それにシステムキッチンは広く、手際の悪い私でも使いやすい。

「ただいま」

「おかえり。ごめん、ご飯もうちょっとかかる」

「あんま無理しなくていいからな。これ、ご飯炊けてる？」

　一時間ほど遅れて帰ってきた悠大は手を洗って、炊き上がったご飯を茶碗によそって準備を手伝ってくれた。

「うん、炊けてる。でも無理はしてないよ。悠大に美味しいご飯食べさせてあげたいだけ。もうちょっと手際よくできるように頑張るね」

「いや、それは嬉しいけど……」

「ほら食べよ。今日はビーフシチューです」

「お、うまそう」

　私にはルーを溶かすビーフシチューしか作れないし、彼もそれを知っている。味は想像がつくはずだ。でも皿に盛りつけたビーフシチューを前に、悠大が笑みを深める。彼が喜んでくれるからいいのだ。

　悠大は私がシチューをよそっている間に、シンクに溜まった洗い物を片付けてくれた。

　仕事から帰って夕飯を作って、という生活はなかなか忙しい。今は悠大が手伝ってくれてなんとかなっている状態だ。

「桃子。先に風呂入って。片付けは俺がやっておくから」

　食事を終えた後、キッチンに立とうとする私を制して悠大が言った。彼は、シンクの前でワイシャツの袖を捲っている。

　さすがに食べ終えた食器まで洗ってもらうのは申し訳なさ過ぎる。

「ううん、いいよ。悠大疲れてるでしょ？」

　手伝ってくれるのはありがたいが、仕事量も担当する顧客の数も悠大の方がずっと多い。彼の方が忙しいのに、こうやって気を使わせてしまうのはいささか心苦しかった。

「お前、ちょっと頑張りすぎ」

　頭にポンと手を置かれて撫でられる。

　頑張りすぎ、なのだろうか。仕事だって必死にやってきたおかげで今がある。家事も同じように頑張れば、彼の手を借りなくても済むようになるはずだ。

「なにもかも、一人でやろうとしなくていいんだ。二人とも働いてるんだから、少しは俺にもわけて」

「一人で……そっか、ごめん」

　ふわりと抱きしめられて、強張っていた肩から力が抜ける。一人だけで頑張っていたつもりはなかった。彼に負担をかけたくないだけで。

「謝ってほしいわけじゃない。二人でやればその分、早く終わるだろ。そうしたら、二人の時間が増える」

「うん、そうだね」

　幸せだ。好きな人にこれほど大事にしてもらえるのは。

　だからこそ、私はそれに応えられるようになりたい。仕事も家事も、頼ってもらえるくらいに。

「ほら、入ってこい」

「ありがと」

　洗面所に着替えを用意してバスルームに入る。

　入浴剤のラベンダーの香りがふわりと鼻を擽る。はぁと深く息を吐きだしながら目を瞑ると、うとうとと眠気に誘われた。

（寝ちゃいそう……もう上がろ）

　パジャマに着替えてリビングに戻ると、キッチンは綺麗に片付けられていた。

「悠大、片付けありがとう」

「あぁ。俺も風呂入ってくる。寝室で寝ないで待ってろよ？」

　それがどういう意味かわからないはずがない。私は顔を赤らめて頷き、寝室のベッドの上で一人身悶えた。

（する、よね？）

　実は身体を重ねるのは久しぶりだ。というか、一緒に暮らしてから初めてである。ここのところ、仕事に引っ越し準備にと本当に忙しかったのだ。

　結婚式が終わるまでのデートは式場の見学だったし、やることが多すぎて互いの部屋に行き来している暇がなかった。

　楽しみなような、恥ずかしいような。

　もう何度となく身体を重ねたけれど、羞恥心はなくならない。悠大の艶めいた表情や荒く吐きだされる呼吸を思い出して、火照りそうになる身体をなんとか深呼吸で抑えこんだ。

　そんなことを考えながらベッドの上で毛布にくるまっているうちに、私はうつらうつらとしてしまった。そして、次に目を開けた時、すでに部屋の中には朝日が射し込んでいた。

「え、うそ……何時っ？」

　思わず声を上げて飛び起きる。しまったと手で口を塞ぎながら、目覚まし時計をチェックするともう七時を過ぎている。

（はぁ～寝ちゃった……待ってるつもりだったのに）

　アラームをセットするのを忘れていたようだ。早く朝食の準備をしなければ。私は盛大なため息をつきつつ、ベッドから下りた。

　隣で眠る悠大に申し訳なくなってくる。これでは、夫に比べて妻が不出来すぎるではないか。

（やっぱり、こんなんじゃだめだ……）

　彼の妻として恥ずかしくないように、これからもっと頑張らないと。

　仕事も家事も。もし赤ちゃんができたら子育ても。

　そんな決意を胸に秘めた。

　

　

　結局、結婚し二ヶ月経っても、私は少しも成長できていない。

「ん……まぶし……」

　うっすらと目を開けて、窓の外の明るさに飛び起きる。

「アイロンかけなきゃ！」

　一気に頭が覚醒する。早く起きてやろうと思っていたことが次々と浮かんできて、ガバッと布団を捲った。やっぱり寝るんじゃなかった。昨夜のうちにやっておけばよかったと後悔しても、時間は戻ってはくれない。

　しかも、とっくに七時を回っているじゃないか。

「食器洗いも！　あぁ、どうしよ。今日着るブラウスがない……」

　慌ててベッドから下りる。隣にはすでに悠大の姿はなかった。シーツも冷たく、彼がずいぶん前に起きていることが窺える。

　急いで身支度を整え、私はリビングへと行った。

「おはよう、桃子」

「おはよ……起こしてくれてよかったのに」

　私は、自分のワイシャツと私のブラウスにアイロンをかけている悠大に焦ったように告げる。シンクに置いてあった食器は昨日の分ではない。おそらく彼が朝食を作った後の洗い物だ。

「最近仕事遅くて疲れてただろ？　ゆっくり寝かせてやりたかったんだよ。ほら、ブラウス」

「ごめんね……」

　ありがたいと思うよりただひたすらに申し訳なくて、私は顔を洗うこともせずにシンクにある洗い物を始めた。寝室に置いてあった洗濯物もすでに片付けてあった。

　アイロン掛けも掃除も洗濯も、女だけの仕事だとは思わない。でも、私より遅く帰ってきた彼にすべてやってほしかったわけじゃない。うまく家事と仕事の両立ができない自分が悔しい。

　私は、後継者という立場で相当プレッシャーを抱えているだろう悠大を、仕事でもプライベートでも支えたかった。結婚しても今まで通り仕事はする。でも、悠大が少しでも楽になれるように家事も頑張ろうと思っていた。

　一緒に暮らせば互いに協力しあえると思っていた。

　帰ってきたらご飯を作ってお風呂を沸かして、悠大の帰りを待つ。土日には付きあっていた頃みたいにデートができる。そのうち家族が増えて……なんて。今の現実には程遠い。

　むしろ楽になったのは私の方じゃないか。私と結婚しても、悠大には負担にしかなっていない。

「お互い様だろ。先週は俺の方が忙しかったし、なにもできなくてごめんな」

「そんなことないよ！　私と悠大じゃ立場だって違うもの」

　そうだ、立場が違う。私は、彼がいずれは会社を継ぐのだと知り、仕事で彼に並び立てるようにならなきゃいけないと勝手に意気込んでいた。悠大は私にそうなってほしいなんて、一言だって言ってないのに。

（結婚して、私はどうしたかったんだっけ……）

　仕事で成果を上げたかった？

　そうじゃない、違う。私は──。

「桃子？」

　急に黙った私を心配してか、悠大が訝しげに声をかけてくる。

「ねぇ、悠大」

「なに？」

　悠大はアイロン掛けを終えてワイシャツを着ると、手元に用意していたネクタイを締めた。

（やっぱり、かっこいいなぁ……）

　彼のスーツ姿が大好きだ。仕事をしている姿も大好きだ。

　ほかの誰が同じ格好をしていてもまったくときめかないのに、家でも仕事中でも、私は彼ばかり目で追ってしまう。悠大がワイシャツを着て、ネクタイを締めているところを毎朝こっそり盗み見ているくらいだ。

　一緒に働くのは楽しい。さすがだって思えることの毎日で、悠大の営業成績を抜くなんて到底無理なのはわかっていたから、せめて少しでも彼の役に立ちたかった。どうしてこんな女を選んだのかって周囲に思われないように、恥ずかしくない自分でありたかった。

　それはなんのためだったのだろう。今考えれば、自分のためとしか思えない。

　私には、ほかに私じゃなきゃできないことがあるのではないか。

「どうした？」

「あのね……私さ、仕事辞めてもいいかな？」

　悠大が目を丸くして私を見る。

　出勤前の慌ただしい時間にこんなことを言われても困るだろう。けれど、彼は真面目に私に向きあってくれた。

「車の中で話そうか」

「うん」

　朝食を摂り終え、出勤途中の車の中で話をすることになった。

「で、辞めたいっていうのはどうして？　お前、仕事好きだよな」

「うん、好き」

　私がどんなことを言っても、彼は決して頭ごなしに否定しない。入社した当時から、私は彼のこういうところが大好きだ。

　悠大が理解してくれたことが嬉しくて、微笑みながら頷いた。

　最初は自分には向いていないと思っていた営業の仕事だったが、悠大とショールームに足を運んだり、実際に触れてみたりするうちに商品知識が深まり、お客様と話すのが楽しくなってきた。

　最初はカタログを読み上げるだけだった説明が、自分で使用した体感なども伝えられるようになった。たまに興奮しすぎて悠大に呆れられてしまうことがあるが、悠大だって自社家具が大好きでしょっちゅう工場見学の担当者に進んでなっているのを知っている。

　だからこそ、私が仕事を辞めると言ったことに驚きを隠せないのだろう。

「家事なら今まで通り、二人でやればいいだろ」

　やはり私が落ち込んでいた理由にも気づいていたようだ。悠大の言葉は嬉しい。

　ただでさえ営業の仕事は時間が読めない。出張で地方のショールームに行くこともある。そうなると、二、三日家に帰って来られないのもザラだ。ここ最近は、なかなかゆっくり話す時間も取れていなかった。そういう時は、なるべく私の負担にならないように彼が家事を受け持ってくれていた。

　私が辞めたら、会社で彼の姿を見られない。それは寂しい。案外、私って恋愛脳なんだなと驚くほどだ。だって、仕事をしている時の悠大はかっこいい。顔が、立ち姿が、その姿勢が、私は大好きなのだ。

　でも私の本当の思いは。

　ただ、パートナーとして彼の隣に立ちたい。支えられるようになりたい。ちゃんと家族になりたい。彼との子どもが欲しい。仕事も家のことも頑張らないと、そう思っていたのはそんな考えからだ。でもこのままじゃ、互いに負担ばかりが増えていく。

「もっとちゃんと、悠大を支えられるようになりたいの。でもね、それだけじゃなくて」

　私は自分を落ち着かせるように息を吐く。

「私ね、悠大との、赤ちゃんが欲しい。今のままじゃ……たぶん、その……難しいよね？」

　私がそう告げると、彼はなにかに思い当たったような顔をした。

　仕事を辞めずとも妊娠は可能かもしれない。だが私は要領が悪い。仕事をしていると、悠大との結婚生活が疎かになる。

　彼がなにも言わないでいてくれるから、甘えていられたのだ。

　私が疲れた顔をしていると遠慮するのか、セックスは運よく定時に帰れた時と休日だけ。それでも、彼は不満一つ漏らすことはなかったが。

「赤ちゃん……そっか」

　もし彼と出会っていなかったら、こんな気持ちにはならなかっただろう。

　働いて子育てしている女性だってたくさんいる。自分だってそうできるはずだと思っていた。

　ただ、私はそこまで器用なタイプではなかったらしい。

　悠大は訥々と語る私の話を、相槌を打ちながら聞いていた。

「そうか。わかった。桃子が無理をしてるんじゃなければいいよ、俺は」

　彼が理解を示してくれたことに安堵する。

　そして、正月明けから引き継ぎを始め、私は三月末に会社を退社することになった。

	





第二章








　悠大と結婚して半年が過ぎた三月末。

　今日は、私の最終出勤日だった。

　私が指導していた後輩は四月の自信なさげな態度が嘘だったように嬉々として働いていて、お客様の反応は上々だ。まだ覚えなければならないことは山ほどあるが、それはもう同僚たちに任せるしかない。

『原さんがいなくなってしまうのは、寂しいですね』

　花束を手渡しながらそんな風に言ってくれたのは矢野課長だ。私は旧姓で働いていたから、会社を辞めたらもうその名字で呼ばれることはなくなる。自分で決めたことに後悔はないが、これから先彼らとは進む道が違うのだと思うと、やはり寂しさがこみ上げてきた。

　泣かないようにしていたが「お疲れ様」とでも言うように、悠大に背中をぽんと叩かれてしまうともうだめだった。礼を言いながら泣きじゃくる私に、矢野課長まで目を潤ませていて周囲の笑いを誘った。冷たそうに見えて案外情に厚い人なのだ。

　そういえば、退職を決意した時も、要職にはなれずともサポートという形で働くこともできるのではないかと勧めてくれたのは矢野課長だった。お世話になりっぱなしのままで、せっかくの申し出を辞退するのは心苦しくはあったが、悠大の立場を知っているからか最後には理解を示してくれた。

　仕事を終え、マンションの部屋に着くと、気が抜けたみたいに座り込んでしまった。楽しいばかりじゃなかった。辞めたいと思うこともそれなりにはあった。でも必死で頑張ってきたから、今はなんだか胸にぽっかりと穴が空いたような気分になってしまう。

「ご飯の支度しよ」

　自分がなんのために仕事を辞めたのか。明日から暇になるわけではない。今までできなかったことをすればいいのだ。気持ちを切り替えて立ち上がる。営業部のみんなからもらった花束やプレゼントを片付けて、夕食の準備を始めた。

　一時間も経たないうちに、玄関から鍵を開ける音が聞こえる。

　料理をする手を止めて、玄関へと向かう。靴を脱いでいた悠大の手には、会社近くにあるケーキ屋の紙袋があった。

「桃子、今日までお疲れ様」

　紙袋を掲げて悠大が言う。どうやら私のために買ってきてくれたらしい。

「ありがとう」

　夕飯の後に二人でホールケーキを食べて、後片付けを終える。満腹度がかなり高く、すぐには動けそうにない。私がお腹を休めるためにソファーに座っていると、悠大がキッチンでコーヒーを淹れてくれた。

「さすがに俺も食べ過ぎた。調子に乗って大きいの買っちゃったからな」

「残ったの明日の朝に食べよ」

　手渡されたコーヒーを口に含むと、甘ったるかった口の中がさっぱりする。

　ほっと息をついてからテレビを消した。

　私はコーヒーをテーブルに置き、隣に腰かけた悠大に向き直る。

「あのね……話があるんだけど」

　私がそう切りだすと、真面目な話だと悟ったのか、悠大もコーヒーを置いて身体を私に向けてくる。

「なに？」

「仕事辞めて、子どものこと考えたいって言ってたでしょ？　覚えてる？」

「ああ、もちろん」

　私は自分なりに調べた、妊娠するための時期や方法について話をする。

　結婚してからは、子どものことは自然に任せようと避妊はしていなかった。だが結局、結婚して半年経ってもその兆候はない。

　いろいろと調べてみてわかったのは、私と悠大が子どもを授かるのはかなり難しかったということ。覚えている限りで身体を重ねた日を計算してみたけれど、どの日も妊娠の確率が低い時ばかりだったのだ。

　過去の排卵日を予測しスケジュール帳を照らしあわせてみたが、ことごとくどちらかが出張中だったり、繁忙期だったりでその間のセックスは一度もなかった。

　今まで排卵日なんて調べたことはないし、生理予定日だってなんとなくしか管理していない。自然に妊娠──それがいかに難しいか、考えてもみなかったのだ。

「タイミングもあるのか。俺たち、どっちも出張多かったしな。正直俺、そのうち自然にできるだろって思ってた」

　悠大は相槌を打ちながら、真面目な顔で聞いている。

「私もだよ」

「で、桃子はどうしたいんだ？　考えてることあるんだろ？」

「うん。あのね。赤ちゃんが欲しいっていうのはもちろんなんだけど。うちの家系ってなんでか女ばっかりなんだよね」

「そういえば、そんなこと言ってたな」

「女の子も可愛いと思うんだけど、男の子も可愛くない？」

「そうだな。俺は、どっちがいいってのは特にないけど」

　悠大は頷いて話の続きを促してくる。

　私の親族はなぜか男児に恵まれず、見事に女ばかりだ。

　母の姉妹や従姉妹は全員女。楽しくはあるが、法事の集まりで男性親族は居場所がなさそうにしていてちょっとかわいそうになる。

　だから、いつか自分が子どもを産んだとしても、女の子だろうなと漠然と思っていたのだが。

（悠大に似た男の子が生まれたら、なんて考えちゃったんだよね……）

「この間お正月に実家に帰ったじゃない？　その時、お義母さんと子どもの話になってね」

「あぁ、そういえば俺も孫の顔が見たいとか言われたな」

「うちの家系が女ばっかりって話をしたら『今は産み分けっていうのがあるんでしょう？』って言ってたんだよね。それでちょっと調べてみたの」

「産み分け？　病院にでも行くのか？」

「病院とか本格的なのじゃなくて。見て、こういうのあるみたい。これくらいならできそうじゃない？　赤ちゃん欲しいし、やれるだけのことはやってみたいの」

「どれ？」

　スマートフォンで産み分けについて書かれた個人ブログを開き、悠大に見えるように肩を寄せると、彼も興味を示したのか顔を近づけてくる。

　サイトによると──子どもの性別は男性の精子で決まる。男の子ができる確率を上げるには、シェトルズ法（タイミング法）で排卵日当日に何度かセックスするなどが有効だ。そのようなことがつらつらと書いてあった。

「へぇ。何度もするといいんだ」

「確実に男の子ができるって感じじゃないみたいだけど」

　精子の量を調整するため、排卵日前五日間、男性は精子を溜めておかなければならない。

　ただ、信憑性は不確かで、実際に個人ブログを書いていたその人が男児を産んだかどうかまではわからない。私がこれを試してみようと思ったのは、簡単にできる方法だったからだ。

　どちらにしても二分の一。病院に行くほどの勇気はないが、少しでも可能性が上がるなら試してみたかった。

「どう、かな？　悠大が嫌だったら、私は今まで通りでもいいんだけど。あの……ほら、仕事ですれ違い多くて、あんまりそういう時間、取れなかったじゃない……？　疲れて先に寝ちゃうようなこと、これからはあまりないと思うから」

　結婚して半年経っているが、真面目にセックスの話をするのは照れくさくて、私は目を逸らしながらそう言った。しかし、隣から伸びてきた手に顎を掴まれて、彼の方を向かされる。

　真正面から見た悠大の表情は心底楽しげだ。ふっと彼の吐息がかかるほど顔が近づけられて、胸の鼓動が速くなる。

「それは、俺ともっとしたいってこと？」

　悠大に真っ直ぐ見つめられて、顔が熱くなっていく。

　彼が私を愛してくれているのは日々感じるけれど『もっとエッチしたい』なんて、女性から言うのはどうなのだろうか。そう思っているのが自分だけだったらどうしようと今さら不安になってきた。赤くなったり、青くなったり、私の顔色は忙しい。

「えっと……あの……悠大が疲れてたら、もちろんしなくていいんだけど……あ、あっ！　でもね、男の子が欲しいなら、排卵日の五日前から出しちゃダメなんだって！」

　ソファーに押し倒されかけて、私は慌ててスマートフォンの画面を彼の前に翳す。その気になってくれたのなら嬉しいが、残念ながら排卵日が近い今日はできない日だ。

「出すって？」

「ここに書いてあるでしょ？」

　精子を溜めておかなければならないなんて、あまりに赤裸々すぎて口には出せない。

「出さなきゃいいんだろ？」

　ギシッとソファーが軋み、悠大が私に覆い被さってくる。出さなきゃいい──たしかにその通りなのだが、彼はなにを考えているのだろう。今の彼は、なぜかショールームへ見学に行った時のような嬉々とした顔をしているのだ。

「今までだって、忙しくて五日くらい空いてたことあったから……大丈夫、だよね？」

「うん？　桃子が気づいてないだけで、それなりにちゃんと処理してたけどな」

「そうなの……？」

「好きな女が隣で寝てるんだ。ムラムラするだろ、そりゃ。でも一日中外回りして帰ってきた後だし……お前、体力ないからな、いつもベッドに入って十秒くらいで寝落ちしてた。疲れた顔して寝てる桃子を起こすのは忍びなかったんだよ」

　思わず彼が一人で……と想像してしまって、申し訳なさと恥ずかしさで二の句が継げなくなる。だって、忙しさで言ったら悠大の方がよほどだ。残業だって彼の方が多かった。

　平日に求められても、私に応じるだけの体力が残っていないことは多々あった。気にしてない風だったから、その時彼がどんな思いでいたかなど気づかなかった。

「これからは、あの……もうちょっと頑張れると思う……でも、たぶん今度の日曜日あたりが、排卵日の予定だから……その」

　さすがに我慢してほしいとは言いにくく口籠ると、察した悠大はなぜか笑みを崩さずに悪戯でも思いついたような顔をして眉を上げた。

「わかってる。俺は出しちゃダメなんだよな？　桃子、さっきのブログ見せて」

「え……あ、うん」

　悠大にスマートフォンを手渡すと、彼はなにやら操作をしながらブログを読み上げてくる。

「男の子の確率を上げるには、女性がオーガズムを感じるといいんだって。桃子、どういうことかわかる？」

　オーガズム、と言われて顔に熱が集まってくる。話をしながら、悠大の手によってブラウスのボタンが上から一つ二つと外されていく。

「オーガズムって」

　知ってはいる。知ってはいるが。

　ホームページのそのあたりは、彼に言うのは憚られるため、あえて見ないようにしていたのに。

「まぁつまり、いっぱい感じればいいってこと。上手にイク練習してみよう。やれるだけのことはやるんだろ？」

　楽しそうな悠大に困惑したが、とりあえず頷く。

　赤ちゃんが欲しい、できるなら男の子がいい、そう言ったのは私なのだから。

　でも、いっぱい感じると言われて、私はどうしても及び腰になってしまう。いつも悠大と身体を重ねていると、途中から訳がわからなくなるのだ。あまりにも深く達してしまいそうで怖くなる。狂おしいくらいの快感に流されまいとなんとか耐えて、彼が達すると終わったのだとほっとするのが常だ。

（するのは……好きなんだけど……）

　肌と肌を触れ合わせるのは好き。キスも好き。でも、気持ち良すぎて変な声が止まらなくなって、自分がとてつもなくはしたなくなってしまったような気がしてくる。そんな私を悠大がどんな目で見ているのか知るのも怖い。引かれていたらどうしようと、いつもはギリギリまで声を上げるのを我慢しているくらいなのに。

「疲れてるお前に無理はさせたくない。でも、これからはもうちょっと頑張れるんだよな？」

　私があからさまに逃げ腰だったからか、悠大が言葉を重ねてくる。

「う、うん……でも、悠大は明日も仕事でしょ……あんまり遅くなったら」

　これからなにが起こるのかと未知の恐怖に苛まれて、私は自信なさげに言葉を紡ぐ。

「それくらいの時間はある。だっていっぱい感じたら、男の子が産まれる確率が上がるんだろ？　桃子、いつも一回でぐったりしてるから、練習しておいた方がいいんじゃないか？」

「練習って」

「大丈夫。俺はちゃんと我慢する。だから触らせて？」

　腕を引かれてソファーに座り直すと、すでにボタンの外されたブラウスが肩からずり落ちた。

　唇を重ねられぬめった舌が口腔内に入り込んでくる。ちゅっちゅっと音を立てて舌先が啜られると、甘い疼きが全身に広がっていく。キスの合間に、タイトスカートのホックが外された。

「はっ……ふ、ん」

　私の肌に触れてくる彼の手はすでに熱い。もしかしたら、今まで我慢ばかりさせていたのではないだろうか。

　私はいつだって自分を優先させてくれる悠大に甘えきっていたのかもしれない。新婚なのに、セックスが多い時で一週間に一回、少なければ二、三週間触れあわないこともあった。

そのことで文句を言われたり、ケンカになったりすることはなかったから、気がつかなかった。

　無理強いをされたことなど一度もない。私が疲れていると言えば、同じベッドに二人で並んで眠るだけだった。平日、彼からの誘いを何度疲れていると断っただろう。

　明日からは仕事で遅くなることもない。ようやく仕事を辞めたのだと実感した。求められるままに応えられる。私だって、悠大ともっとしたい気持ちは少なからずあるのだ。

　タイトスカートが足下に落ちる。わざとなのかそうでないのかはわからないが、服に手をかけるたびに悠大の手が肌を掠めて、くすぐられているような感覚に息が上がってくる。

「んっ、はぁ……っ」

　ブラジャーのホックを外されキャミソールと一緒に脱がされる時も、胸元の突起を指先で撫で上げてくるから、つい堪えきれずに甘やかな声が漏れてしまう。

　ストッキングを脱がしながらも太ももの内側に触れられ、声を上げるまいと足の間に力が入ってしまう。

　そういえばシャワーを浴びていないと考える間もなく、ショーツが取り払われていた。

　背後から抱きしめられて、布地の感触が肌に伝わってくる。彼はワイシャツにスラックスのままだ。明かりのついたリビングで私だけ裸のままでいることが恥ずかしくてならない。

「悠大は、脱がないの？　それか、あの……寝室とか」

「脱いだら、挿れるの我慢できなくなるだろ。今日は、お前を気持ちよくするだけだから」

　悠大はそう言って、肩から腕に触れてくる。先ほどのキスだけで疼き始めた身体は、ただ撫でられるだけの行為に堪らない心地よさをもたらしてくる。

　彼の手が二の腕から肘へと下ろされる。愛撫とはいえない軽い触れあいにもかかわらず、私は艶めかしげな吐息を漏らしてしまう。

「ん……っ」

　下腹部の奥の方がきゅんと疼いて、中がしっとりと濡れてくる。時折、そんな自分の淫らさが怖くなる。

　不安げな表情に気づいたのか、悠大は私を宥めるように髪に触れて、後ろから頬へと口づけてきた。私は彼の唇にキスを返し、大丈夫だと告げる。

　悠大に背中を預けて寄りかかると、キスはすぐに深まっていく。彼の少しだけ乾いた唇が私の唾液で濡れていく。互いに舌を絡ませあいながら、吐く息は徐々に荒くなっていった。

「はぁ……っ」

　私の頭の中に、ぴちゃぴちゃと舌が奏でる水音が響く。悠大とのキスは大好きで、唇が離されると、つい自分から足りないとばかりに唇を押しつけてしまう。

　彼が初めての恋人というわけではない。昔は、恋人とのキスはさほど好きではなかった。潔癖とまではいかなくとも、他人の体液が自分のものと混ざるのを僅かに不快に感じていたのだと思う。

　けれど、悠大と付きあってからはキスや触れあいに忌避感を覚えたことは一度もない。

　それがすごく不思議だ。悠大とのキスは、どうしてこんなにも気持ちいいと思うのだろう。やめてほしくない、ずっとしてほしいと自分からねだってしまうほどに。

「ゆ……っ、だい……もっと」

「桃子、キス、好きだよな」

　ぬめる舌が口腔内に差し入れられる。ちゅっと音を立て舌先が吸われると、服を脱いでいたことで冷たくなっていた肌が、燃え立つように熱くなってくる。

　首や肩に彼の手が這う。甘い痺れが腰から湧き上がってきて、無意識に足を閉じてしまう。

　舌を絡めるキスが気持ちよくて堪らない。自分からも舌を差しだして深く口づける。

「ん、ん……好き」

　普通に喋ったつもりだったのに、唇と唇の隙間から漏れる声は自分でも驚くほどに甘さを孕んでいた。頭がぼうっとしてきて思考がまとまらない。

　悠大はわかっていない。私は彼とキスをするだけでこんなにも気持ちよくなってしまうのだと。今まで以上に感じたら、自分がどうなってしまうかわからない。彼に幻滅されるのは嫌だ。

　尖らせた舌先で頬裏を舐め回されて、開いた口の端から唾液がたらりとこぼれ落ちる。私はそれを拭うことすら忘れて、キスに夢中になる。

　泣きたいわけでもないのに目には涙が滲んできて、下肢からは覚えのあるもどかしさが迫り上がってきた。

「はぁ、っ……んん」

　裸だからこそわかってしまう。ぴたりと閉じた足の間からはすでに蜜が溢れだしている。革張りのソファーに臀部と太ももが張りついて、それが汗なのか自分の膣部が濡れているせいなのか判断できない。

　唇が離されて、もじもじと太ももを擦りあわせ上下に揺らしていると、肩が震えるほどの強烈な刺激が胸から湧き起こり声を抑えることができなくなった。

「ふっ……あっ、ん……」

　肩を撫でていた彼の手が胸元を這い、乳首が引っ張り上げられる。

　私は思わず彼にもたれかかり天を仰いだ。手のひらにあまるほど肉付きのいい乳房が上下に揺らされる。中央に寄せたり揺らしたりして豊満な乳房の感触を楽しんでいるかのように彼の手が動かされた。

　さらに胸の先端を掠めるように指で爪弾かれて、柔らかかった乳嘴があっという間に硬く尖っていく。

「やぁっ、はっ、それ……やぁ」

　決して強く弄られているわけじゃないのに、怖いくらいに感じてしまう。

　くすぐるように敏感な乳首を爪弾かれているだけで、びくびくと背中を震わせる自分がとてつもなく恥ずかしい。

「もっと、弱いのがいい？　それとも、強くするのが好き？」

　悠大は愛撫とはいえない指使いで撫でるように乳嘴に触れてくる。けれど、私はそんな微弱な刺激にすら腰を揺らして、声を我慢することができなくなる。思わず自分の手のひらで口元を塞いで、声を上げるのを必死に耐えた。

「ん……っ！」

　するとやんわりと悠大に手を外されて、また宥めるような口づけが贈られる。

「いつも言ってるのに。声我慢したら、お前がちゃんと感じてるかどうかわからないだろ？」

「そんなこと言われても……恥ずかしい」

「聞きたい。聞かせて」

　そう言って今度は乳首を弄る指の力を強くする。

　いつもよりやや強引な彼に、私はなすすべもなく身悶える。

「あぁぁっ」

　私は耐えきれずにあられもない声を上げて、背中を仰け反らせた。

　乳嘴を強く引っ張られて、ちりっとした痛みを感じるのに、撫でたり引っ張ったりと緩急をつけて触れられているうちに、強過ぎる刺激さえも心地よく感じてしまいそうで怖くなる。隘路はますます濡れて、疼くような感覚は先ほどよりもずっとひどい。

「やっ、それ……やだぁ」

　頭を振り乱して悶えていると、彼は指の力を弱めて、硬く凝った乳首をゆるゆると撫でてくる。

「じゃあ、どうやって弄ってほしい？　指でこうするのがいい？　それとも舐めてほしい？」

　ぴたりと動きを止めた悠大に、私は潤みきった目を向ける。いつもはそんなこと聞かないのに、どうして今日に限って。こうして触れられているだけでも十分に気持ちがいい、これ以上どうしてほしいなどという希望などない。

「強く擦るのがよかったか？」

　私が黙っていると、ふたたび指の腹で乳首を強く擦ってくる。

「ひぁぁっ」

　悲鳴のような嬌声が止められず恥ずかしくて仕方がない。

「つ、強いの、やだ。優しくして。ゆ、指と……舌がいい」

「わかった」

　悠大は良くできましたと言わんばかりに、私の首筋へ口づけてくる。私の肌以上に熱を持った唇が触れて、そこから全身に甘い痺れが広がっていくような感覚がする。

　そして私が望んだ通りに、両方の手のひらで優しく乳房を押し上げて、すでに硬く勃ち上がった乳嘴をくすぐるように捏ねてくる。

「あぁっ」

　優しい指使いにほっとする。それでも敏感な乳頭を指の腹で捏ね、爪弾かれると、どうしようもなく昂ってしまう。

　私が思わず頭を仰け反らせると、悠大のやや荒くなった息遣いがすぐそばで聞こえて、耳を舌で舐められる。耳の裏側を舐められ、首筋までねっとりと熱い舌が這う。

「ん、あぁっ、それ……だめっ、あっ」

　舌が動くたびにぴちゃぴちゃと水音が響き、頭の中を直接舐められているかのような錯覚に陥る。恥ずかしくて堪らないのにあられもない声が抑えられない。

　悠大の舌が肩へと滑り、腕を通る。片手で指を絡め取られて、一本一本を丁寧に舐められる。指と指の間までねっとりと熱い舌が這う感触に、甘やかな痺れが下肢から広がっていく。

「はっ、あ……なんで……指、なんか」

「桃子の感じるところを知りたいから。これ、気持ちよくないか？」

「わかんな……っ」

　どこに触れられても気持ちがいいのだとは言えない。そんなはしたない女だと知られるのは嫌だ。

　くちゅっと唾液が絡まる音が立ち、口腔内に指が含まれる。人差し指の第一関節まで呑み込まれて、丁寧に爪や関節までもをしゃぶられる。身体から力抜けて、中心の熱い疼きはもはや抑えようもない。

「んぁっ、はぁっ」

　ついには堪えきれず甲高い声が漏れでてしまう。

「良さそう」

　ふっと息を吐くように笑われて、顔が熱くなる。

　ただ指を舐められているだけなのに、とろとろと溢れだす愛液はすでにぐっしょりと太ももまでもを濡らしている。腰を揺らすたびに、下肢から愛液が泡立つ淫音が聞こえてきそうで私は顔を真っ赤にして俯いた。

「もっと教えて」

　ふいに身体が揺れて、気がつけばソファーに押し倒されていた。

　顔を隠そうとしても両腕を取られてしまい叶わない。恐々と目を合わせると、私を見る悠大の目は熱に浮かされ、劣情の炎を宿していた。私は息を呑み、彼の表情に魅入られる。

「もっと、知りたいんだ……桃子の気持ちいいところ」

　親指と人差し指で優しく乳首を引っ張られる。首筋に吐息がかかりくすぐったさに身を捩ると、舌が動かされ首から鎖骨を舐められる。彼の舌が動くたびに、びくびくと肌を震わせて感じてしまう。

「どこを触っても、気持ちよさそう」

「ん、や、そこ、だめ、あぁっ」

　鎖骨から敏感な脇に舌が動かされると、くすぐったいどころではない。あまりの刺激に平静でなどいられず、身をくねらせてよがり声を上げる。

「じゃあ、ここ。お腹の周りは？」

「ひゃ……っ、あ」

　へその周りをなぞるように舌がくるくると動かされる。堪らずに身悶えるが、乳首を弄られているせいで口から漏れる声はどこまでもみだりがましい。

「はぁっ、ん、あ、くすぐったい……ってば、も……胸、弄るから……っ」

　へそや腰の周りを舌が這う。くすぐったいだけのはずなのに、舌が動かされると淫らな蜜がとめどなく溢れてくる。

　腰を捩るたびにはしたない音が立ちそうで、あまりの羞恥に胸がばくばくと激しい音を立てる。

　隠しても無駄なのはわかっている。今まで指摘されなかったが、私がキスだけで濡れてしまうことなど悠大はとっくに知っているはずだ。

　それでも気取られないように、なんとなく足を閉じた。すると、そんな行動すらお見通しだとでもいうように、悠大は私のつま先を持ち上げて足の甲を舐めてくる。

「やっ、そんなとこ……汚いってば」

「汚くないから平気」

「だめ、やだ……シャワー入ってないのにっ」

　私が足をばたつかせても、簡単に足首を捉えられてしまう。

「俺、お前の汗の匂い、けっこう好き」

　どうあってもやめるつもりはないらしい悠大の言い様に二の句が継げなくなる。

　それに、悠大の頭が下肢にあるのが落ち着かない。

「やぁっ、だめだって、ば……あっ」

　私の焦った声をものともせず、彼の舌は足の甲を通り、脛へと移動した。ことさら丁寧にふくらはぎを撫でながら、舌を這わせてくる。それは胸への愛撫よりもずっと弱い刺激だ。それなのに、悠大に触れられているだけで私の身体は敏感に反応してしまう。

「ん、足……やっ、だ……くすぐった」

　荒く息を漏らした悠大が私の膝上を舐め上げる。飢えた目で鋭く見つめられて、心臓がますます早鐘を打った。

「くすぐったいだけ？　ここ、濡れてるけど」

　ぐいっと足を開かされて、濡れた膣部をあらわにされる。私の恥部はすでにソファーにしみを作るほどぐっしょりと濡れそぼっていた。

　いたたまれなさにかっと頬に熱が集まる。どうして今日はそんな意地悪なことを言うのだろう。まじまじと足の間を見られて、力を入れて閉じようとしても押さえられていては叶わない。

「だって……」

　胸を弄るからだと言おうとして、すでに彼の手が私の胸元にないことに気づく。足に触られているだけで感じてしまったのだと気づくと、もう消え入りたいほど恥ずかしい。思わず目を逸らして、拗ねたように唇を尖らせる。

「俺に触られて、感じてくれてるんだよな」

　私が小さく頷くと、悠大の手のひらが足から胸元へと移動した。

「あっ、ん」

　きゅっと先ほどよりも強い力で乳首を引っ張られる。じんと心地よい痺れが走って、腰が浮き上がった。

「やっぱりこっち弄ってる時の方が反応がいいな。じゃあ、ここはどう？」

　悠大は開いた足の間に身体を潜り込ませてきた。太ももが引き攣るくらいに拡げられて、羞恥に気が遠くなりそうだ。

「え……やぁぁっ、待って、あ、はぁ、んっ……」

　開いた足の間に悠大の顔がある。膝から太ももへと舌を滑らせて、上へ上へと動いていく。足の甲を舐められていた時よりずっと強烈な快感が腰を重くする。太ももの内側にちゅっと強く吸いつかれて腰が跳ねると、新たな蜜が噴きだすようにこぼれてくる。

　自分で足に触れたところでなんとも思わないのに、どうしてか彼の手で膝頭を撫でられるだけで、まるで秘所を弄られているかのような快感が脳裏を突き抜ける。

「あぁっ、や、ん……そこ、だめっ」

　気持ちよさを堪えきれず、悠大の髪に手を差し入れてくしゃくしゃに乱した。

　くすぐったいだけではなく、凄絶な喜悦が頭の芯さえも痺れさせて訳がわからなくなる。彼の舌は膝裏を辿り、太ももの裏側、足の付け根を舐めたかと思えば、また膝裏へと戻される。

　悠大の眼前に晒している膣部は、すでに下生えすらもぐっしょりと濡らすほどに愛液を迸らせている。それなのに、肝心の場所には触れてもらえずに、もどかしさで頭がおかしくなりそうだ。

「も……っ、ん……いいからぁ」

　気づけば私は、知らず知らずのうちに腰をくねらせ、誘うように揺らしていた。

「いいってなにが？」

　楽しそうに聞き返してくる悠大は、私が言いたいことをわかっていて、試すような物言いをしてくる。私は恥ずかしいのを押し殺して口を開いた。

「だ、から……もう、挿れてって……」

「今日は、出したらダメなんだろ？」

「……っ」

　そうだった。それを忘れるなんて──。彼の昂りはすでに欲情を示し、スラックスの中で勃ち上がっている。だからもう前戯はいいだろうと、ついいつもと同じように口に出してしまった。

「今日は、俺の代わりに桃子がたくさん感じる日だろ。俺のことは気にしなくていいから」

　悠大はそう言うと、私の太ももに歯を当ててキツく吸い上げてきた。かすかな痛みの後に、じんと熱が広がる。

「はぁ……っ」

　私が荒い息を吐きだすと、ふたたび指の腹で乳首を捏ねられる。そしてもう片方の手で膝から太ももを撫で上げられた。

　もう足の間はぐっしょりと蜜を滴らせていて隠しようもないほどだ。

　腰を浮き上がらせるたびにくちくちとはしたない音が響き、彼に触れられるのを待っている。それなのに、悠大は私の太ももを撫でるばかりで先には進んでくれない。

「もう……っ、お願い……だから」

　堪えきれず、彼の手に自分の手を重ねて太ももの内側へと誘った。だが、今度はしとどに濡れた秘裂の外側ばかりを焦らすようにくすぐられる。

「んっ、あぁっ……も、そこ……触ってっ」

「こんなに濡れて。まだ触ってもいないのにな。ほら」

　溢れた愛液をすくい取られて、目の前に翳される。てらてらと光る悠大の指が視界に入ると、かっと頬が熱くなり目を逸らさずにはいられなかった。

　イク練習をすると彼は言ったが、焦らされるばかりで頭がおかしくなりそうだ。

「手が足りないから、口でしようか」

　覆い被さってきた悠大に乳頭ごと口に食まれて、ふたたび太ももをさわさわと撫でられた。

「はぁ……はっ、あ、あっ……もぅ、やだぁっ」

　また焦らされるのかとすすり泣くような声で懇願するが、尖った乳嘴に歯を押し当てられさらに追い詰められる。きゅっと下肢が痛いほどに疼いて耐えられない。

　早くどうにかしてほしいという懇願が伝わったのか、ついに敏感な花芽を指でくすぐられる。突然与えられた強烈な刺激に、頭を仰け反らせて感じ入ってしまう。

「あぁぁぁっ」

　早く欲しいと思っていたはずなのに、深すぎる快感が怖い。でも気持ちがよくて、訳がわからなくなる。

　いつも彼に触れられていると、最終的にはこうなってしまう。声を抑えることもできず、ただただ凄絶な愉悦に呑まれて喘ぐしかない。

「はぁっ、あぁあっ、くりくりしちゃ、やぁっ」

　愛液をぬりたくるように指で擦られて、包皮に隠れた淫芽が徐々に硬さを増してくる。ぷつりと顔を出した芽は真っ赤に腫れて、存在を主張している。

　指の腹で転がすように撫でまわされ、ぬるぬると擦られる。指を動かされるたびに卑猥な音が響く。激しく責められているわけではないのに、膣口がひくつき次から次へと愛液が溢れだす。

「だめっ、んっ……や、それ、もうっ」

　もう達したくて堪らない。我慢できずに悠大の手に触れた。四肢がびくびくと震え、つま先がぴんと張る。

　頭を振り乱しながら待ち侘びた絶頂を期待するが、達しそうになるたびに彼は指の動きを止めてしまう。

「やっ、あ……ど、して？」

「もっと深く、感じて」

　痛いほどに乳頭を強く吸われると、じゅっと淫らな音が立った。

　彼の口腔内で乳首が舐め回され、上と下の唇で挟み上げ引っ張られる。同時に指の先で硬く勃ち上がる芽を抓まれると、隘路が痛いほどに疼き溢れた愛液が彼の指をぐっしょりと濡らす。

「ひぁっ……あぁ、んんっ、そ、れ……だめぇっ」

　自らが上げる艶めかしい声にさえ感じてしまう。私の声に煽られたかのように悠大の舌と指の動きが激しさを増していく。ぬるついた淫芽を指の先で転がされる。同時に乳首を舌先で舐められて、狂おしいほどの快感に頭がおかしくなりそうだ。

「あぁぁっ、あぁあっ、んも……い、っちゃ……っ」

　下肢からは引っ切りなしに淫音が響き、凄絶な愉悦が幾度となく押し寄せてくる。

待ち侘びた絶頂がすぐそこまでやってきて、私は甲高い声を上げながら背中を仰け反らせた。だが、彼はあともう少しというところで愛撫をぴたりとやめてしまう。

「やだぁっ……！　な、んで……」

　しとどに濡れそぼった秘所から指が離され、焦らすように乳首の周りをくるくると舐められる。

「おねが……っ、もう……変になりそ、だから」

　身体中が発熱しているかのように熱い。

　頭の先からつま先までもが敏感になって、悠大のシャツが肌に触れるだけで身体が跳ね上がる。達したくて、頭がおかしくなりそうだ。

　私は涙に滲んだ目を向けて悠大を見つめた。すると、乳頭を口に含んだまま視線だけをこちらに向けてくる彼と目が合った。わざとらしく舌先を出して、ちろちろと先端を舐められる。あまりに淫らな光景に息を呑むが、それでも私は彼の口元から目が離せなかった。

「はっ、あ、あっ、あ……んぅっ！」

　ぴんと淫芽を爪弾かれた瞬間、私は緩く長い絶頂に達し、身体を震わせた。膣部から愛液が弾け飛び、隘路の奥がきゅうきゅうと蠢く。目の前が真っ白になり、熱い奔流に意識が攫われそうになる。

「あ────っ」

　あまりに激しい絶頂に余韻はなかなか引いてくれない。敏感に肌を震わせながらも、ようやく達することができた充足感に満たされて、全身から力が抜けていく。

「はぁ……はぁっ」

　まどろみの中で視界に入ってきた悠大の表情は、いまだ熱に浮かされている。そして快感の名残にたゆたう私の意識は、悠大によって急激に引っ張り上げられた。

「まだだよ」

「ま、待って！　やっ」

　私が達したことをわかっているはずなのに、彼の手は止まらない。手のひらに包まれた乳房がさらに強く揉みしだかれる。左右の乳首を交互に舐めしゃぶられ、私は悲鳴じみた嬌声を上げるしかない。

「ひぁ、あぁっあっ！　やっ、だめ、んん、今、弄っちゃ……あぁぁっ」

　必死に訴えてもやめてはもらえない。それどころか、さらにしとどに濡れた淫芽を捏ねられて、頭がおかしくなりそうだ。

「大丈夫……ほら、すぐにまた気持ちよくなる」

　低くぞくぞくするような甘い声が耳の近くで聞こえた。私を労るように優しく髪が撫でられて、愛おしむかのような目を向けられると抗えなくなる。

　爪の先で花芽の周りをくるくると撫でられ、蜜口からは新たな愛液が噴きだしてきた。まるで暗示にでもかかってしまったかのように、私の身体はふたたび快感を拾い始める。

「入口がひくひくしてる。エロいな」

　指の先端で膣口に軽く触れられるだけで、お腹の奥の方がきゅうっと切なく疼く。膣壁が蠢いて彼を欲しているのがわかる。

　中に彼のものを挿れて、たくさん擦って突き上げられたらどれほど気持ちいいだろう。頭の中がいかがわしいことでいっぱいになる。こんなに淫らな気持ちになったなど一度もない。感じすぎて、怖い。

「奥、がむずむずして……っ。んっ、変に……なっちゃ」

　つんと蜜口を突かれるたびに、全身が燃えるように熱くなり汗が噴きだしてくる。背中を浮き上がらせながら腰を捩り、より〝いい〟部分を自分で擦ってしまう。与えられる快感のままに口から漏れる喘ぎ声が止められない。

「もっと……奥っ、おねが……擦って、我慢できな……っ」

　悠大の頭に触れ、なんとかして、耐えられないと髪を乱す。私は開きっぱなしの口から唾液がこぼれそうになるのも構わずに、嬌声を上げ続けるしかない。

「あとで、中もいっぱい触ってやるから」

　宥めるように言われて、私はやだやだと首を振る。埋められないもどかしさで訳がわからなくなる。

　真っ赤に腫れた花芽を指の腹で転がされて、強い刺激に腰がびくびくと跳ねた。敏感な芽への刺激はとてつもなく気持ちがいいのに、それでも満たされない。意識が遠くなり、また強い愛撫で引き戻される。いっそのこと気を失ってしまえたらとさえ思う。

「やぁっ、あぁんっあ！　んっ、はぁっ……」

「桃子は感じやすいから、気持ちよすぎるの苦手なんだよな。知ってたよ。でも、今日はやめてあげない。いっぱい気持ちよくなって。ほら、中、擦るともっと気持ちいいだろ？」

　びくびくと震える空っぽの柔襞に、悠大の長く骨張った指が挿れられる。

　息が詰まり声さえ上げられない。きゅうっと隘路が収縮し、痛みにも似た感覚が湧き起こる。

　ぐちゅっと卑猥な音を立てて呑み込んだ膣口は、まるで悦んでいるかのように彼の指を締めつけた。待ち望んだ行為に、凄まじいまでの愉悦が頭の芯まで突き抜ける。

「ゆ、びっ……あ、ぅ……っ」

　ゆっくりと指が抜き差しされて、狭い膣壁が拡げられていく。指で柔らかい媚肉を解し、ぬるぬると動かされるのが堪らなく心地いい。時折、親指が花芯に触れて、愛液を絡めながらこりこりと転がされる。

「はぁ……あっ、あ」

　くちゅくちゅと粘ついた音を立てながらリズミカルに指が動かされる。同時に舌で乳首を舐め回されて、またもやじりじりと追い詰められていく。

　蠢く濡れ襞を指の腹で擦られると、自然と腰が浮き上がる。抑えようと思ってもどうにもならず、私は淫らに腰をくねらせて、めまいがするほどの陶酔に呑まれた。

「もうイケるだろ」

　私の弱い部分を指で擦り上げられ、同時に親指で花芽を刮げるように動かされる。

「ひっ、あ、あっ、だめ……そこっ」

　耳元で聞こえる低い声に全身を震わせる。

　荒い呼吸の中で囁かれて、いつも私を抱く時と同じように熱のこもった瞳で見つめられると、今日はだめだとわかっているのに彼が欲しくて堪らなくなる。

「あぁぁぁっ……やだぁっ、ん、それ、もっ」

　ぐちゅぐちゅと中をかき回す指のスピードが速くなっていく。四肢が蕩けてしまいそうだ。なにも考えられず頭を仰け反らせ腰を震わせる。自分がなにを口走っているのかさえわからず、私はただただ本能のままに喘いだ。

「あぁ────っ!!」

　そして、呆気なく二度目の絶頂に達する。

　重苦しい快感がさざなみのようにやってきて、息を吸うのも吐くのも苦しい。

　四肢から力が抜けて、だらしなくソファーに身体を沈める。いまだ蠕動する膣から指を引き抜かれると、じわっと大量の愛液が溢れてソファーを濡らした。臀部がひやりと冷たくなるほどのおびただしい蜜の量に、消えいりたいほど恥ずかしくなる。

「やっ、やだ……」

「ん？」

　とろとろと溢れだす愛蜜は、下肢に力を入れても止められるものではなく、あまりのはしたなさに頭に血が上り、目に涙が滲む。

「ひ、う……っ」

　どうしよう。こんなに淫らになるなんて悠大に嫌われるかもしれない。そんな考えが頭に浮かんで、涙が止まらなくなってしまった。

「どうした？」

「ち、ちが……私……っ」

　こんな漏らしてしまったみたいになるなんて思わなかった。自分の身体が自分のものじゃないみたいだった。こんなの私じゃない。今まではこんな風にならなかった。自分が恥ずかしげもなく喘いでいたことが信じられない。

　意識を失えたらまだマシだったかもしれないが、陶然としながらも発した言葉を一字一句覚えている。徐々に平静さが戻ってくると、途端に自分の痴態を思い出し消えてなくなりたいほどだ。

　彼から隠れるように両腕で顔を隠す。が、私の様子を心配した悠大に両腕を外され、顔を覗き込まれた。

「泣くほど嫌だったか？」

「ち、違うの……そうじゃなくて……私、あんなに……乱れて」

　切なげな声で問われて、誤解させてしまったことに慌てて首を横に振った。

　ぼそぼそと理由を説明すると、悠大の心配げな顔つきが一転して嬉しそうなものへと変わる。

「あぁ、嬉しかったよ」

　汗ばんだ髪を撫でられ、額に口づけられる。

「嬉しい？　嫌いに……ならない？」

「なんで。なるわけないだろ」

　彼は憮然とした顔でため息をついた。

　私が「本当に？」と窺うような視線を向けると、ますます彼の呆れを含んだ色が濃くなる。

「俺が……ずっとこんな風にしたかったって言ったら、嫌いになるか？」

「なっ、なるわけないよ！」

　本当はずっとこんな風に私に触れたかった？

　私が嫌がるかもしれないと思って、遠慮していたのだろうか。

　私が悠大を嫌いになることなんて絶対にないのに。

　たしかに恥ずかしかったけれど、悠大に触れられるのは嫌じゃない。むしろ嬉しい。ただ自分の淫らさを知られて嫌われたらと怖かった。引かれるのではないかと言えなかった。

「俺も。お前がどれだけ乱れても、嫌いになんかならない」

「うん」

「だから今日は……なにも考えないで。キスだけでイケるくらい、気持ちよくなってくれればいい」

　悠大は自分のワイシャツのボタンを外し、私の腰を撫で上げてくる。ぞくぞくとした甘い痺れが駆け巡って、私の口からは熱い吐息が漏れる。彼の首筋から香ってくる汗の匂いにすら興奮してめまいがした。

　スーツを着ているとすらりとして見えるが、脱げば細いながらも鍛えられているとわかる腕や腹筋だ。私は思わずこくりと喉を鳴らした。引き締まった彼の身体を見るのは初めてではない。それなのに、何度だって魅了されてしまう。

「はぁ……」

　肌を撫でられるだけで中心が熱を帯びる。

　だが、気持ちいいのと同じくらい達した後の気怠さはあって、目を瞑れば眠ってしまいそうだ。

「まだ、寝かせないよ」

　口元を緩めた悠大が、私の太ももに手を添えて持ち上げてくる。先ほどまで散々指で弄られていたところを、明るい場所でまじまじと見られる体勢に、私の眠気が吹き飛んだ。

「やっ、だ……見えちゃ」

「いつも見てるだろ」

「いつもは、暗くしてるじゃない」

「目が慣れれば間接照明だって十分見えるよ」

　ふっと敏感なところに息が吹きかけられて、ひやりと冷たい感覚に身震いが起きる。その直後、ねっとりとした舌の感触がして陰唇に沿って舐められた。

「……っ、はっ、ん」

　赤く腫れた花芽を尖らせた舌先で舐られると、狂おしいほどの強い快感が下肢から湧き上がってくる。

　小さな花芽を熱い口の中に含まれて、くちゅくちゅと音を立てながら舌で転がされる。ひくつく蜜口から流れでた愛液は、すべて舐め取られてしまう。

「あっ、あぁあぁっ、やっ……待って、それ、んん、あぁ……っ」

　こうして舐められるのが初めてなわけじゃない。ただ、達した直後だからだろうか、切なく苦しい快感が波のようにやってくる。堰を切って溢れるように、舌が行き来するたびに腰を震わせ何度も達してしまう。

「それっ、あ、やらっ、はぁっ、はっ」

　これほどまでに感じたことは今までになく、あまりの驚愕に慄き、呼吸の仕方さえ忘れてしまったかのように甲高い声が上がる。

　何度も何度も達して、意識を失いそうになると、さらに強い悦楽を与えられ引き戻される。過ぎる快感は苦しいのだ。

　割れ目を辿るように彼の舌がぬるぬると上下に動かされ、我を忘れるほどの凄まじい快感が次から次へとやってくる。つい身を捩らせ逃れようとするが、悠大の手にしっかりと太ももを掴まれていて逃れることはできそうにない。

（なんで……こんなの、知らない）

　触れられるだけで肌が粟立つほどに敏感になっているのに、執拗に淫芽を舐められて、その度に足の先がぴんと強張る。終わりのない快感を与えられて、もう限界だと思うのに達してはまた戻されて頭がおかしくなりそうだ。

「ダメなの、やぁっ……また、イッちゃ」

「いいよ。いっぱいイッて」

「やぁっ、息かけなっ……ん、あぁっ」

　びくんと全身が跳ね、彼の顔に膣部を押しつけるように腰が浮き上がる。

　ほんの少しの刺激で達してしまう。開いた膝はがくがくと震えて、太ももの裏を撫でられるだけで、おびただしい量の愛液が弾け飛ぶ。

　足の間に顔を埋める悠大と目が合うと、私に見せつけるように赤い舌が動いた。

　だめと訴えながら、悠大の髪の毛をくしゃくしゃにかき回す。硬く尖らせた舌の動きが激しさを増し、ますます淫音がひどくなる。

「舌、いやぁっ、あぁあっ、ひぁあぁっ、だめぇっ」

　開けっぱなしの口からは引っ切りなしに喘ぎ声が漏れる。

　悠大はいいと言ったけれど、本能のままに喘ぎ悶える姿は決して美しくはないはずだ。

　幻滅されたくない。できたら見ないでほしい。涙を浮かべながら足の間へと視線を向けると、息を荒げ興奮しきった様子の彼と目が合う。その瞳は狂おしげで、切実に私が欲しいと訴えかけている。

「桃子……っ」

「は、あぁんっ……だめ、強く吸っちゃ、やぁっ」

　淫靡な音を立てて蜜口ごとしゃぶられ、腰が波打つ。

　花弁を舐る舌先が時折、蜜口の浅いところをかき回してくる。ぬるぬるとした舌が中で動くと、頭が陶然として気持ちのいいことしか考えられなくなる。情欲の赴くままに流されてしまいたい。

「なぁ。いや、じゃなくて、気持ちいいって言って」

　彼はそう言って私の太ももに口づけてくる。

　自分では嫌だなんて言っていた自覚はなく、私はぼんやりとしたまま頷き返した。

「桃子、ここされるの、気持ちいい？」

　舌先が花芯の周りをくるくると動く。私は頭を振り乱しながら問いかけに頷く。

　すると彼は違うとばかりに濡れた淫芽に吸いついてきた。

「あぁっ、い、いっ……気持ちいい、からっ」

　私の答えが正解だったのかはわからない。ただ、ふっと笑みを深めた彼が、いい子だとでもいうように膝を撫でてきた。

　何度目かの絶頂が近づいてきて、きゅっと下肢に力がこもる。太ももの裏やふくらはぎ、足の指先を手のひらが這う。どこに触られても心地よくて、ぞくぞくと甘い愉悦が全身に広がる。

「お前が気持ちいいって言ってくれたら、嬉しい」

　そうなんだ、嬉しいんだ。

「ゆ、っだい……あぁ、気持ちいっ、ん、それ、いい、好きっ」

　言葉にすると、ますます気持ちは昂っていく。自分で自分が止められない。

　理性ががたがたと崩れ、本能のままに腰を揺らしてしまう。

「……っ、はっ……桃子、いい？」

　悠大の荒々しい息遣いにますます煽られて、ぬるぬると蠢く舌に合わせて腰が動く。私はどうしてしまったのだろう。こんな風に我を忘れて淫らな行為に溺れきっているなんて。

　敏感な淫芽に歯が当たり、またもや絶頂に達してしまう。

　全身が痙攣を起こしたようにびくびくと震えて、切なく収縮する媚肉から新たな愛液が噴きだしてくる。泡立つ愛液ごとむしゃぶるように啜り上げられて、狂おしいほどの喜悦に息ができなくなる。

「ひっ、んん、あぁんっ……もっ、またイク、イクっ」

　何度も執拗に追い詰められて、このままではよがり狂ってしまいそうだ。

　彼の唇が押し当てられているところから、引っ切りなしにくちゅくちゅっと卑猥な音がする。ざらざらとした舌の感触が鋭敏な膣壁に伝わり、重苦しい愉悦に脳裏が痺れる。

　けれど達きたいのに達けない。何度も何度も達し続けているからだろうか。

　ちゅるちゅると小さい淫芽を唇で吸われて、舌先で突かれる。唇で扱かれると気持ちよくて堪らないのに、空っぽの陰道が満たされないもどかしさばかりが募る。

「イキたいの……っ、あ、はぁ……ん、もうっ、お願い」

　腰を揺らし自分のいい場所に当てても、達することができない。せめて先ほどみたいに指で愛撫してくれたら。懇願するように悠大を見つめるが、言葉にはならない。

「はぁっ、あぁぁっあっ、も、やぁ！」

　涙が頬を伝いソファーを濡らす。全身から汗が噴きだしてきて、苦しくて悲鳴じみた声ばかりが口を衝いて出る。

「すごいな、ここ……ぐちゃぐちゃだ」

　尖った淫芽を歯で甘噛みされて、全身が蕩けてしまいそうな強烈な喜悦に頭が真っ白になる。くりくりと上と下の歯で挟まれて先端を舌で刮げるように舐られる。甘やかな快感とは程遠い狂おしい強烈な快感がやってきて、理性をかなぐり捨てて身悶えるほかない。

「やぁっ、あ、あぁっ、あ……いいっ、も、だめぇっ」

　ぬぷっと音を立てて指が中へと入ってくると、あまりに凄まじい喜悦に身震いが起きる。指で淫芽の裏側を擦り上げられ、愛液が泡立つほどにぐちゅぐちゅとかき混ぜられると、知らず知らずのうちに指を強く締めつけてしまう。

　さらには舌先で花芽をこねくり回されて、表と裏、両方を同時に責められ、意識が朦朧としてくる。

「────っ!!」

　私は声にならない声を上げて、ようやく待ち侘びた絶頂へと昇り詰めた。

　達した瞬間、大量の愛液が悠大の手のひらを濡らし、冷たい感触が臀部まで伝わってくる。羞恥心を抱く余裕すらなく、凄まじいまでの喜悦に全身が一気に弛緩する。くらくらとめまいがして目を瞑ると、頭の中にまでうるさく心臓の鼓動が鳴り響いた。

　心地いいのに、身体が火照ったように熱い。まだもどかしさが治らない。

　どうして今日に限ってこんなにも身体が疼くのだろう。何度達しても、また不埒な思いが湧き上がってくる。身体は重く疲れている。もう指の一本すら動かせない。それでもまだ足りない。欲しくて欲しくて、だめだとわかっているのに我慢できなくなりそうだ。

　膝が震えて足を閉じることさえできず、ソファーに身を沈ませたままうっすらと目を開けて悠大に視線を向けた。すると、身体を起こした彼が手の甲で口元を拭っていた。その頬は赤らんでいて、私を見つめる彼の目は欲情しどこか獣じみてすらいた。

「……っ」

　あぁ、食べられてしまいそう。食べてほしい。そんな思いが私の中にぐるぐると渦巻く。

　喉が鳴り、私は申し訳なさから目を逸らした。

　今日は挿れられない。だめだ。我慢してもらうしかない。それはわかっているが、彼の目をそのまま真っ直ぐに受けてしまえば、私は「お願いだから挿れて」と口に出していただろう。

　悠大はそんな私に気づいているのかいないのか、汗ばみ額に貼りついた前髪を払いながら立ち上がった。

「先に寝てろ。シャワーは明日入ればいい」

　すぐに離れていってしまうのは寂しくて、私はつい彼に手を伸ばし、袖を掴んでしまう。

「どこ、行くの？」

　すると悠大は苦笑しながら私の頬に触れてきた。

「風呂。水でも浴びなきゃ治りそうにないんだ。大丈夫、自分でしないよ。その代わり、明日も明後日も触らせて。早く俺ので気持ちよくさせてやりたい」

　情欲を伴わない軽いキスが贈られる。けれど、唇が触れるだけで下腹部の奥の方にぽっと火が灯るのだ。

　もっとと悠大のシャツを引き寄せようとしたところで、あっさりと彼の唇が離れていきそっと私の手が外された。

「だめ。これ以上すると、抑えられない」

　俺も我慢するから、お前も我慢して──そう言って彼は額におままごとのようなキスをした。







第三章








		
　ついに、明日だ。

　私は排卵検査薬を手にして、悠大にどう切りだそうかそればかり考えていた。今月の排卵日は自分の予測通り日曜日。一回よりも二回、三回の方が妊娠の確率は上がるはずだ。

（明日排卵日だから、いっぱいしよう……なんて言えない！）

　想像しただけで顔が熱くなる。

　なんだか、ここ数日の触れあいが頭に浮かんできて落ち着かない。あれから私たちは今までのあっさりとしたセックスが嘘だったように何度も濃厚な夜を過ごした。けれど約束通り、彼は私を気持ちよくするばかりで、挿れてもいないし達してもいない。

　申し訳ない思いもあるが、それよりも私自身の抑え難い性欲が日を追うごとに強くなっているような気がして問題だ。明日悠大に抱かれることを考えるだけで、身体が熱を持ち昂りそうになる。

「はぁ……」

　思わず艶めかしげなため息が漏れる。

　お腹の奥の方がきゅうっと締めつけられるような感覚に、暑くもないのに汗がじわりと滲んだ。

　朝食を作り終えてテーブルに並べていると、寝室のドアが開き悠大が起きてきた。

「おはよう」

「お、はよ」

　昨夜だって何度も達した。頭が真っ白になって、もう無理だと思うほど絶頂へと昇らされた。それなのに、悠大を見るとなにかのスイッチが入ってしまったかのように、また身体が反応してしまう。

（朝っぱらからなに考えてるの……っ、私）

　私は悠大から目を逸らしてオーブントースターに入れておいたパンを焼いた。手を動かしている間はおかしなことを考えずに済む。

「桃子、顔赤い。熱でもある？」

　洗面所で顔を洗い終えた悠大がキッチンにいる私のところへとやってくる。

　思いのほか近くで顔を覗き込まれると、いてもたってもいられなくなる。

「な、ないよっ」

「そうか？　ならいいけど」

　確かめるように悠大の指先が首元に触れ、するりと耳の下を撫でられた。

「んっ」

　肌を撫でられて、思わず甘やかな声が漏れでてしまい私は唇を噛み締める。顔が紅潮したように熱い。悠大は熱がないことに納得したのか、すぐに手は離れていった。

　朝食を摂り終えた後、片付けは悠大がしてくれた。私はその間に二人分のコーヒーを入れてダイニングテーブルへと運んだ。話すなら今だと口に出す。

「あのね……」

　ダイニングテーブルの向かい側に座った悠大はマグカップを手に、顔だけをこちらに向けて続きを促してくる。

「明日、排卵日みたい」

「そっか。わかった」

　悠大は素っ気なくそう返してくる。私は彼が喜んでくれるとばかり思っていた。決して嫌そうな顔をされたわけではないが、窺うように見た限りでは嬉しそうでもなかった。

　言い方が義務的だったのだろうか。もう少し可愛く「明日、したいの」とか言った方がよかったのかもしれない。

　私はこの日を待ち望んでいたが、悠大はどうなのだろう。そもそも毎日出さずに我慢しているのだから、楽しみというよりやっとか、という思いが強いのかもしれない。それとも我慢しすぎて嫌になってしまったのだろうか。

　自分だけが彼に抱かれることをものすごく楽しみにしているような気がして、あまりの温度差に目の奥が熱くなってくる。

「……っ」

「桃子？　どうかしたか？」

「う、ううんっ！　なんでもない」

　イク練習してみようなんて言われた日から、身体がおかしくなってしまったみたいだ。毎日のように何度も達かされて、気を失うように眠る毎日だった。

　今までは日中は仕事のことを考えていられたが、それがなくなり家に一人でいると悠大のことしか考えられなくなる。だから、こんな風に涙腺が緩くなってしまったのかもしれない。

（はぁ～私、一人で悶々としすぎなのかも）

　顔を覆いたくなるほど恥ずかしい。

　彼に見つめられるだけで、おかしくなってしまいそうだなんて、ここ数日で私はどれだけ淫乱になってしまったのだろう。

「今日どこか行きたい？」

「え、あ……うーん。雨降ってるし、家でまったりしてもいいんじゃない？」

「仕事辞めてからあまり外行かないから、出かけたいって言うと思ってた」

「雨、降ってなかったら……出かけたいな、って思ってたんだけど……」

　二人でどこか行きたい気持ちもある。だが、それよりも──。

　ただただ身体が疼いて仕方がないなんて、口には出せない。

「じゃあ、今日は家で溜まった録画でも観ようか。それともゲームでもやるか？」

「うん、そうだね。ゲームも楽しそう」

「前まで土日は二人で家事に忙殺されてたけど、今は桃子のおかげでゆっくりできるな」

「朝から一週間分の洗濯物とか掃除とか、大変だったもんね」

　キッチンでマグカップを洗っていると、悠大が隣に立った。

「拭くよ、貸して。っと、悪い」

　濡れたマグカップを取った際、手が滑ったのか彼の指先が私の胸に触れた。少し指先があたっただけなのに、びくりと肩が震え、おかしな声が上がりそうになる。

「……っ」

（やっぱり私、変だよ。朝から……そればっかり……っ）

　悠大に抱いてほしくて堪らないのだ。早く彼の大きいもので貫かれたくて仕方がない。まだあと一日あるのに耐えがたくてどうしようもない。

　きっと今日もたくさん達かされるのだと考えるだけで、隘路がきゅうっと切なく疼き足の間が濡れてしまう。

（夜まで、我慢できるの？　私）

　以前は二、三週間空くことだって珍しくはなかった。仕事が忙しく帰る時間は遅い。それに出張だってあったし、なかなか二人でゆっくりする時間は取れなかったのだ。今だって悠大の忙しさは以前と変わりはない。それなのに今は、二日と空けずにセックスしたくてしょうがないなんて。悠大はいつもと同じなのに、自分の身体の変化に戸惑うばかりだ。

「昼はデリバリーでも頼む？」

　洗い物を終えてリビングに行くと、彼は溜まっている録画リストを見ながらそう言ってくる。

「え、私作るよ？　材料あるし」

「いや、今日と明日は桃子も休みな。たまには俺が家事やるよ。って言いながらさっきコーヒー淹れさせてたな、ありがとう」

「あんなの大した手間じゃないから」

「昼なににする？　たまにはピザとか食いたくない？」

　悠大の腕がソファーに座った私の背中に回り、するりと腰を撫でられる。

「……っ」

「桃子？」

「な、なんでもないっ。ピザ食べたい！」

　どくどくと心臓が壊れんばかりに激しい音を奏でる。回されたままの悠大の手ばかりを意識してしまって、少し動かされるだけで甘やかな声が漏れそうになる。朝からこんなことでは明日どころか夜まで持ちそうにない。

「桃子、髪の毛食べてる」

　くすっと笑った悠大の息がかかる。

　腰に回されていた手と反対側の手が私の口元を掠めて、指で髪の毛を払われる。耳のすぐ近くで声を立てて笑うから、私は紅潮した頬と荒くなりそうな息遣いがバレないかと必死だ。

　録ったドラマを観ながらも、ドラマの内容がちっとも頭に入ってこない。

　隣に座る悠大のことばかり考えてしまい、時間はたっぷりあるんだから昼間から触れてくれないかな、と気づけばちらちらと隣ばかり見てしまう。

　一時間ほど経っただろうか。コマーシャルに入ったところで、スキップをするのかと思いきや悠大がゆっくりと顔を近づけてきた。なんの脈略もなく口づけられて、私の期待は一気に高まる。

「ん……っ」

　くちっと音を立てて唇が食まれる。しかしそれだけで、コマーシャルが終わるとまた彼の視線は画面に移ってしまった。

　昼食が届いて二人で食べながらドラマの続きを観る。早く終わればいい、夜になったらきっと昨夜のように触れてくれる、私はそんなことばかり考えていた。

　長かったドラマが終わり、二人でゲームをして、やっと夜になった。風呂に入り寝る準備が整うと、期待でうるさいくらいに心臓が激しく音を鳴らす。

「もう、寝ようかな」

「そう？」

　まだ寝るにはだいぶ早い時間だ。でももう火照った身体をどうしていいかわからなかった。

　一人寝室のベッドに入っていると、ほどなくしてリビングの電気を消した悠大も寝室にやってきた。もし彼が来てくれなかったらどうしようかと不安だった。

「ここのところ毎日無理させてたから疲れたんだろ。今日はゆっくりおやすみ」

　隣に横になる彼が私の唇に触れてくる。軽い口づけだけが贈られて、身体を引き寄せられた。無理なんてしていない、私が望んだことだ。赤ちゃんがほしいと思ったのも、できれば男の子がいいと思ったのも。

　だが、彼は私を抱きしめるだけで、それ以上のことはしてこなかった。身体に回った手は私の髪を撫で下ろし背中に触れてはいるが、彼はすでに目を瞑り眠る体勢に入っている。

（今日もして、なんて言えないよ……っ。これ以上我慢してなんて）

　彼が毎日どれだけ耐えていたかを知っている。私だけが気持ちよくなるとわかっているのに、これ以上我慢を強いることなどできない。

　男性の生理現象はよくはわからないが、興奮状態にあって達しないのは苦痛だろう。排卵日まで出さないで、我慢してと頼んだのは私だ。だから私だって同じように我慢しなきゃ。

　それに、今まで私は何度も悠大の誘いを断っていた。彼だって仕事で疲れている、したくないと思う時だってあるだろう。自分ばかりじゃだめだ。

　背中を撫でる悠大の手は、予想した通り昨夜のように淫らな動きにはならなかった。私は彼の匂いに包まれながらぎゅっと目を瞑る。明日にはできる。そう思い耐えようとするが、火照った身体はどうあっても収まりがつきそうにない。

（寝ちゃえばいい）

　そう思うのに、彼の匂いに包まれているだけで息が上がってくる。背中を撫でる手はやらしさのかけらもない動きだ。それなのにもう足の間に湿った感触がして、私は彼の下肢に押しつけ腰を揺らしてしまっていた。

（我慢、できない……っ）

「はぁ……っ」

　彼のパジャマに顔を埋めながら、荒くなる息が止められない。早く悠大が寝てくれれば、自分で慰めることもできるだろう。でも、規則正しい寝息は聞こえてくるものの、まだ寝入ったばかりでいつ起きるかもわからない。もう少し、もう少しと私は息を殺していた。

　そしてそろそろとパジャマのズボンの中に手を伸ばす。ショーツのクロッチに触れただけで、くちゅっと音が立つほどに私の膣部は濡れてしまっていた。

　秘裂に沿って指を上下に動かすと、ぬるぬると指が滑る。悠大が起きてしまわないように慎重に指だけを動かすが、もどかしさに腰が揺れてしまう。

びくびくと腰が震えて声が漏れそうになる。枕に顔を押しつけて声を押し殺しても、荒くなっていく息遣いは隠しようがなかった。

「ふぅ……っ、う、んっ」

　閉じた陰唇が開き、花芽が尖ってくる。指の腹で軽く押しつぶすように動かすと、重苦しい快感が脳裏を突き抜けて、腰をくねらせるのを止められない。

　指を滑らせるたびにくちゅくちゅと濡れた水音が響いているのに、いやらしいことで頭がいっぱいで隣で眠る彼を気にする余裕はなかった。

　徐々に指の動きは激しさを増し、腰の揺れも大胆になっていく。もう達しない限り治まらない。

「あっ、あ」

　私は指戯に夢中になるあまり、いつのまにか悠大の寝息が聞こえなくなっていることにも気がつかなかった。

「俺としたくて、我慢、できなかった？」

　頭上から聞こえた声に気づき、全身を震わせる。涙が滲んで顔を上げられない。

　私は悠大の胸に顔を埋めながらなんとか頷いた。悠大は私との約束を守って、自分でだってしてないはずだ。それなのに、私は──。

「今日朝からずっと、やらしい顔してたよな。我慢するの大変だった」

「なんで……」

　朝から気づいていたのなら、どうして悠大は気づかないふりなんてしていたのだろう。

　私は赤らんだ顔を上げて悠大を見る。彼は、苦笑しながら私の頬を撫でてきた。

「俺が毎日、どれだけ触りたいって思ってるか、わかった？」

（悠大も毎日、こんな風に、我慢してくれてた……？）

　働いていた頃は、彼に誘われても疲れているからと断ったこともあった。寝室で待っていると言いながら、先に寝てしまうことも。彼も同じように、耐えがたい焦燥感を抱えていたのかもしれない。

　触りたい、抱きたい。そんな思いがあっても、今まで彼は疲れているだろうからと私を気遣ってくれていたのだ。

「うん」

　宥めるように額に、頬に口づけられる。

　そうして気づいた。下肢に当たる彼の欲望が雄々しく上を向いていることを。

「たった数日で感じやすくなってるの。嬉しかったよ」

　悠大は私の耳朶をくすぐってくる。ぴくっと肩が震えて、熱い吐息が漏れた。

「……っ、ん……私、自分がおかしくなったのかって」

　背中や腰に触れられただけで喘ぐような声が出てしまって、自分がとてつもない淫乱になってしまったような気さえした。

「おかしくない。ここ、首のとことか、胸とか腰とか……俺が触るたびに声我慢してて、可愛かった」

　昼間に触れられた耳の下を指で撫でてくる。耳や腰なんて自分で触れてもなんとも思わないのに、悠大に触れられるとたちまち性感帯へと変わり、ぞわっと肌が粟立つような快感が走った。

「わざとだったの？」

　私は拗ねた心地で聞いた。

「あぁ、まぁそうだな」

　そういえば、今日はやたらと身体を撫でられた気がする。朝からずっと手に触れてきたりさりげなく背中に触れたり。その手つきにいやらしさは感じなかったから、自分がおかしいとばかり思っていたが。

　どうしてそんなことをしたのか。悠大にばかり我慢をさせている私への意趣返しだろうか。

「意地悪、したの？」

「するわけないだろ。桃子に自分から『したい』って言ってほしかったってのもあるけど、迷ってた。今日触ったら、俺が我慢できそうになくて。でも、お前に触らずにはいられなくて。もう寝てしまえば朝早くから襲えるかって」

「明日……排卵日、だから？」

　私の言葉に悠大が頷いた。いつだって彼は私の希望通りにしてくれていた。私が抱いてと誘ったなら、そうしてくれたはず。私がもう寝ると言ったから、彼も我慢して寝ることにしたのだ。

「私が、したいって言ったら嬉しい？」

「嬉しいに決まってる。俺が桃子を欲しいと思うのと同じくらい俺を欲しがれよ。どれだけ乱れたっていいって言っただろ」

　私は思わず喉を鳴らした。じりじりと焼きつくような焦燥感が下腹部から湧き上がってくる。耐えられない。我慢できない。

　せっかく私の希望に沿って我慢してくれている彼の思いを無駄にするのか。でも、悠大は男の子でも女の子でもどちらでもいいと言っていた、そもそもすぐに妊娠するかなんてわからない。そんなことをぐるぐる、ぐるぐる考える。

　唇が重なって、ぬるりと彼の舌が差し入れられる。ぞくぞくと甘い痺れが腰から迫り上がってきて、私は知らず知らずのうちに太ももを擦りあわせていた。

「もう、我慢できない。今日、これ、挿れていい？」

　昂った欲望が腰に押し当てられて、パジャマの上から擦られる。

「あっ、んん」

　妊娠するしないに関係なく、ただ悠大に触れられたいし触れたい。今まで、これほどに彼を求めたことがあっただろうか。

「感じまくってる桃子を毎日見てるのに、挿れられないのキツかった。やっぱり、ちょっとは意地悪してたのかも。ごめんな」

　額に唇が触れる。私はパジャマのボタンを外して彼の腕に触れた。

「したい。私も我慢できないから……今日は……悠大もいっぱい気持ちよくなって」

　性急な手つきでパジャマが剥ぎ取られる。ショーツの中に悠大の手が入ってきて、陰唇に沿って指先が動かされた。

「自分でして、こんなに濡れたのか？」

「あっん、も、脱がして。汚れちゃう……っ、ん、触っちゃ、あぁぁっ」

　すでに勃ち上がりつつある花芯を、愛液を塗りたくりながら転がすように弄られる。くちゅんくちゅんと淫らな水音が立ち、私は耐えきれず腰をくねらせた。

　朝から昂っていた身体は、すぐに限界を迎えた。指の腹できゅっと淫芽を扱かれると、あっという間に絶頂がやってくる。

「──っ!!」

「ここ、びくびくしてる。もうイッた？」

　痙攣し震える蜜口の周りを指で撫で回されて、ショーツに湿った感覚が広がった。

　そしてまた花芯を爪弾かれると、腰が波打ち凄絶な快感から無意識に身体が逃げようとする。

「やっ、だめなの……っ、あぁっ、んんっ……それ、また、イッちゃ」

「前より……っ、感じやすくなったな……は、っ」

　滾った欲望はずっと太ももで擦られていて、熱に浮かされた悠大の息遣いはすでに荒い。

「悪い、ちょっと……我慢できない」

　濡れたショーツを脱がされて、悠大がパジャマのズボンを押し下げる。何日も禁欲生活をしていたせいか、天を向いた怒張からは陰茎を濡らすほどの先走りが流れ落ちていた。

　普段の泰然とした彼には似つかわしくないほど、いきり勃つ肉塊は興奮ではち切れんばかりに膨らんでいる。その赤黒さは臓器を見ているみたいに生々しいのに、なぜか彼のものだと美しいとさえ思う。

　私はこくりと息を呑んで彼の昂りを見つめる。この先を想像してしまい、きゅうっと痛いほどに蜜襞が疼く。よほど物欲しそうな顔をしていたのか、悠大が苦笑する。

「もう少しだけ、セックスに積極的になってくれると嬉しいとは思ってたけど、予想以上だよ。俺に抱かれたくて堪らないって顔してるの、可愛い」

「悠大が……そうしたんじゃない」

「あぁ、そうだな。ここ、傷つけたくないから、少しだけ拡げておこうか」

　我慢できない、と言いながらも悠大はどこまでも私の身体を気遣ってくれる。

　ひくつく蜜口に悠大の人差し指がゆっくりと差し挿れられると、中から愛液が溢れてくる。長い指でぬるぬると柔襞を擦られ抜き差しされる感覚に、背筋が総毛立つ。

「あ、あ……中、だめ」

　溢れてくる蜜をこぼさないように、指をギリギリのところまで引き抜かれて、また押し込められる。

「解さなくてもいいくらい、もう、こんなにとろとろだ」

「ん、あ、あぁっ」

　指を二本に増やされて、媚肉を刮げるように中を押し拡げられる。

　ずちゅっと耳を塞ぎたくなるような淫らな水音が響き、彼にしてはいささか性急な手技で私を追い立てていく。

「あっ、あ、あっ、や、んん……すぐ、イッちゃうから、も……っ、挿れて」

　狭い膣口の中で指がバラバラに動かされる。ぬるぬると柔襞を擦られる感覚にすぐさま昇り詰めそうだ。

　激しい抽送に彼のものを受け入れているような擬似的な感覚が押し寄せてきて、無意識に指を締めつけてしまう。もっと奥を突いてほしい、中を目一杯埋め尽くしてほしい。そんな欲求に支配されそうになる。

「だめっ、だめ……っ、もう、あぁぁっ！」

　我慢することなど到底できず、びくびくと腰を震わせながら絶頂に達すると、愛液が膣口から溢れでてくる。

「あ、ん、出ちゃうっ……あ、はぁっ、やっ、今、挿れちゃ、だめぇっ」

　すると、両足を抱え上げられて、流れでる愛液を塞ぐように性器の先端が蜜口に押し当てられる。そのまま一気に最奥まで突き挿れられた。

「ひぁぁぁっ！」

　息が止まるほどの衝撃に肌が戦慄き、私はふたたび達してしまう。

　強烈な快感に、全身が痺れて意識さえなくなりそうだ。何度も絶頂に押し上げられているせいか、四肢の感覚も曖昧になり目の前がチカチカする。それでも悠大は待ってはくれず、容赦なく熱り勃った楔を打ち込んでくる。

「ふ、あぁっ、ま、待って、動いちゃっ、あ、あっ」

　陰茎が動かされるたびに、滲んだ愛液が混ざり合いぬぷぬぷと卑猥な音を立てた。

「無理っ、止められるかよ」

　あまりに深い絶頂は苦痛でしかない。目に涙が浮かび息をするのも苦しく、悠大の腕を力任せに掴んでしまう。

　ばくばくと心臓が跳ねる音が頭の中で響く。だが、それが過ぎ去ってしまえば、また下腹部から燃え立つような感覚が生まれてくるのだと知っている。

「あぁっ、うっ、ん、ん」

「……っ、すごい締めつけだ。そんなに、欲しかった？」

　私の声の中に甘さが混じり始めると、一応は手加減していたのか彼の腰を打ちつけるスピードがますます速まる。互いの下生えが擦られるほど奥深くまで穿たれ、肌と肌がぶつかり合う。

　彼の荒くなった息遣いはまるで獣のようで、その姿にさえうっとりと魅入られる。抱きあうのは初めてではないのに、私はこの人のことが好きで好きでどうしようもないのだと今さらながらに実感した。

「はぁっ、ん……好き、それ好きなのっ、欲しっ、もっと……」

「あぁ、今夜はいっぱいあげる」

　腰を抱え直されて、より下肢が密着する。

　ぬらぬらと透明な液体にまみれた屹立がずるりと引き抜かれ、また押し込まれる。血管が浮きでて、はち切れそうなほど太く猛々しい性器が抜き差しされる様は、いやらしく羞恥に耐えない。

　それなのに彼の一部だと思うと愛おしく、どれだけ恥ずかしくともそれでいいと思えるのだから不思議だ。

「ん、あっ、あ、あぁ……奥、擦るの……いっ、んん」

　ふいに悠大が身体を傾けてきて、唇が塞がれた。舌を絡められ唾液を注ぎ込まれる。息をするのも苦しいくらい、激しく食らいつくようなキスに陶然としてなにも考えられなくなる。私は離れがたくて、汗ばんだ彼の背中に腕を回し、足を絡めた。

「ふっ、んん、ん──っ」

　その間も、子宮口まで届きそうなほどの勢いで、長い陰茎が押し込まれ、角度を変えながら叩きつけてくる。悲鳴じみた私の嬌声は悠大の口に呑み込まれた。

「好きなのは奥だけ？」

「はぁっ、あ、そこ、あぁっ……それも、好き、ん、ん」

　今度は感じやすい花芽の裏側あたりをごりごりと擦られて、また唇が塞がれる。声を出せない分、感覚がより鋭敏になっているのか、彼のものが動くたびに濡れた柔襞が蠢いているのが自分でもはっきりとわかる。

「ひっ、あ」

　下腹部が痛いくらいに疼いて、解放の時を待っていた。

　すると悠大のしなやかで長い指が私の胸の突起を捉え、爪弾いた。思わず唇を離して首を仰け反らせると、喉元に悠大の唇が触れて噛みつくように強く吸われる。

「ん、んぁっ」

「ほら……ここを弄られるのも好きだよな」

　キャミソール  を捲り上げられて、直に胸を包まれた。

　彼の胸板で擦られて赤く腫れた乳首を抓み、引っ張られる。ほんの何日か前までは強い快感は苦手だったはずなのに、すでに痛いくらいの刺激にさえ昂った身体は反応を示し、甘やかな快感が突き抜ける。

「あぁっ、ん、引っ張るの、気持ち、いい」

「じゃあ、こっちは？」

　乳房を柔らかく揉み解されて、くすぐるように乳首を撫でられた。親指と人差し指で上下に優しく扱かれると、それはまた違った快感となりずんと腰を重くする。

「はぁっ、あ……それ、も……好きぃ、気持ちい」

　乳首を弄られるたびに繋がった下肢がじんじんと疼き、彼のものを締めつける。それがわかったのか、悠大は口元を緩めて息を吐くように笑った。

「どこを触っても、気持ちよさそうだな。感じやすくて可愛くて、最高だ」

　悠大はそう言いながら、捻り込むようにして腰を落としてくる。彼の声はどこか余裕がなく、真上にある表情は苦しそうだ。私を欲する悠大が愛おしくて頬に手を伸ばす。

「悠大……好き、大好き」

　私の言葉に悠大が目を丸くする。

　彼が驚いたのは、結婚してから愛情を言葉にして伝えたのが初めてだったからだろう。「愛してる」とか「好き」という言葉は今さら過ぎて、互いに伝えなくなっていた。

　仕事をしている時はそれこそ毎日、朝から晩まで一緒にいた。「愛してるよ」なんて言った後に、二人で出勤するのは気恥ずかしいことこの上ない。

　でも、今なら言えるような気がしたのだ。熱に浮かされているからかもしれないが。

「あぁ、俺も……好きだよ。愛してる」

　悠大は苦しげな呼吸で眉を寄せてはいるが、それでも嬉しそうに返してくれる。ふふっと照れ笑いを浮かべていると、中で彼のものが脈動し「悪い」と低い声が耳のすぐそばで聞こえた。

「え？　あ……あぁぁっ、あ、はげ、っし」

「これでも、抑えてるっ」

　がつがつと最奥を抉るように先端を押し込まれて、私は開いた膝を震わせた。彼が動くたびに身体が上下に揺さぶられて、息をつく間もないほど激しい抽送を繰り返される。

　子宮口のすぐ近くを笠の開いた先端で抉られて、身体がどろどろに蕩けてしまいそうなほど心地いい喜悦が絶え間なくやってくる。

「はぁ……いいっ、すぐ、出そう……っ」

　悠大の吐息まじりの気持ち良さげな声が耳に響く。硬さを増した肉塊が、私の中で大きく脈動し膨れ上がる。がむしゃらに腰を打ちつけているかに思えた彼が、荒々しい腰の動きで私の弱い部分を擦ってくる。

「はぁっ、あぁぁっ、あっ、そこ、ごりごりしちゃっ」

　抽送の度に、隘路の中で愛液がぐちゃぐちゃに攪拌される。ぐちゅんとはしたない淫音が立ち結合部から飛沫が上がった。柔襞を削り取るように硬い先端を動かされて、全身が燃え立つように熱くなっていく。

　脳が痺れるほどの愉悦に、私は頭を振り乱し、よがり声を上げるしかない。

「はぁっ、ん、あっ、あぁぁあっ」

「一回、出していいか……っ？」

「ん、出して……っ、ここ、いっぱいに、してっ」

　下腹部に手を当てて悠大を見つめると、彼が息を呑んだのがわかる。

「ああ……っ、俺の全部、受けとめて」

　飢えた隘路がみっちりと埋め尽くされる充足感に興奮が止められない。畝る柔襞を容赦のないスピードで穿たれる。

　膣襞を削り取るようにずるりと滾った欲望を引き摺り出され、次の瞬間、子宮口のすぐ近くまで一気に先端を叩きつけられる。

「あぁあっ、あっ、はぁっ、私、も……もうっ」

　ぞくぞくと肌が粟立つような喜悦が走り、背中が弓なりにしなる。汗ばんだ手に乳房を鷲掴みにされて、上下に揺らされる。悠大の手のひらで柔らかい乳嘴が擦られる感覚に腰が震え、彼のものをいっそう強く締めつけてしまう。

「あっ、あぁ、すごい、いっ……」

「はぁっ……も、出る……っ」

　悠大が私を強く抱きしめてきた。全身をぶるっと震わせた彼は、今までにないほど強く最奥を穿ち動きを止める。

　脈動する肉塊が、きゅうきゅうと収縮する陰道の中で大きく膨らんだ。

「あぁ──っ!!」

　背中を波打たせながら私が達すると、彼もまた飛沫を弾かせる。下腹部がじわっと温かくなり、結合部から溢れでるほどの大量の精が注がれた。白濁は熱い奔流となって子宮口まで届きそうなほどの勢いで下肢に広がる。緩い動きで飛沫を奥へと押し込まれて、中が痙攣するように震える。

　悠大は最後の一滴まで搾り取るように、緩く腰を打ちつけてくる。やや硬さのなくなった性器が動かされる感覚にさえ、敏感になった膣襞はひくひくといやらしく震えてしまう。

「んっ……」

　達したはずなのに、まだ欲しいと身体が訴えている。

　快感を与えられることが当たり前になってしまったせいか、とても一回では満たされない。そんな身体に変えられてしまったことを恐ろしいとは思うが、以前よりも格段に彼の心に触れているような心地もする。

　手を伸ばして激しく上下に動く彼の胸元に触れる。悠大は繋がったままパジャマを脱ぎ捨て、私に覆い被さってきた。

「もっと、して」

「いいのか？」

「だって……赤ちゃん、欲しいから」

　自分から誘うのは恥ずかしく言い訳のように言うと、片眉を上げた悠大が「赤ちゃんが欲しいだけ？」と聞いてくる。

「したいの。いっぱい、私のこと気持ちよくして」

　私の言葉に反応してか、彼の喉仏が生々しい音を鳴らす。それが嬉しくて、悠大の首に腕を回し肌を密着させる。

　悠大の汗ばんだ素肌に触れてすんと鼻から息を吸い込むと、私の大好きな匂いがする。鼻で首筋をくすぐるようにして何度も匂いを嗅いでしまう。

「こら、くすぐったい」

「だって」

　私が肌を合わせてぴたりとくっついていると、身を捩らせた悠大が唇を重ねてきた。唇の上を舌が這い、私の荒い呼吸ごと貪るようにすぐさまキスは深くなる。

「ん、んっ」

　悠大の唇を受け止めながら、汗ばんだ背中に手を回し夢中でキスをする。

　差し込まれた舌が縦横無尽に動き回り、私の口蓋や頬裏を舐め尽くす。ぴちゃぴちゃと舌を絡ませる水音が響き、繋がったままの下肢がきゅっと切なく収縮した。

「中、俺のと、桃子のでぬるぬるしてる」

「あっ……それ……気持ちい」

　軽く腰を揺らされるだけでくちゅっといやらしい音が響く。

　荒々しい彼の呼吸が私の口腔内へと消えていく。彼の口の中に呑み込まれた舌が唾液ごと啜られて、口の周りがべっとりと濡れる。呑み込みきれなかった唾液が口元から溢れ、顎を伝いシーツを湿らせた。

「はぁっ……キス、好き」

「俺も」

　甘い口づけに夢中になっていると、私の中で彼のものがまた大きく膨らんでいく。悠大の舌が触れていないところなどもはやないくらいに、口の中をかき回される。同時に大きな手のひらでやわやわと乳房を揉みしだかれ、ふたたび気分が高揚してくる。

「あぁっ、は、んっ」

　精を吐きだしたため余裕が生まれたのだろうか。角度を変えながら、焦らすように蜜口を先端で突かれる。くちゅくちゅと浅い部分ばかりをかき回されて、物欲しげに腰が浮き上がってしまう。

　私の中を埋め尽くす怒張を奥へ奥へと引き込むように、膣壁が蠕動する。腰をくねらせ陰茎を目一杯締めつけながら、私はねだるような声で言葉を紡ぐ。

「ん、ふぅっ……あ、もう……っ、我慢、できないのっ、お願い」

　早く動いて──私が懇願するように見上げると、彼からは悪戯めいた視線が返される。

「朝まで時間はたっぷりある。いっぱい、気持ちよくなりたいんだよな？」

「あっ、あ、はぁん……やっ……」

　子宮口まで一気に突き上げて、私の気持ちのいいところを擦ってほしい。けれど、そんな私の懇願は聞き入れてもらえなかった。

　彼はギリギリまで引き抜いた屹立をゆっくりと差し挿れてくる。

「はぁ、やっ……もっと、ちゃんと……して」

　心地よさはあるものの決定的な快感は得られず、私はいやいやとかぶりを振った。

　疼いた隘路が、さらなる愉悦を求めて痛いほどに収縮する。

「ちゃんとって？」

「はぁ……意地悪、しな……っで」

「じゃあ、気持ちいいところ、俺に教えて？」

「私より、知ってるくせに……っ」

　いつも訳がわからなくなるくらい、私を気持ちよくしてしまうくせに。

　私が恨めしい視線を向けると、彼はことさら楽しそうに目を細めた。

「そうだな。お前よりよく知ってる、ここ、だろ？」

「あぁぁっ！」

　ぐりっと硬く張った亀頭でひときわ大きく腰を穿たれる。

　しかしすぐにまた焦らすように入口を擦られて、物足りなさにすすり泣くような声を漏らしてしまう。

「ひ、やぁ……も、奥、して」

「もっと気持ちよくなって」

「えっ……や、あっ」

　弾力のある乳房を鷲掴まれて、ゆさゆさと揺らされる。柔らかい乳首がだんだんと硬く凝っていく。乳首の周りをくるくるとなぞられ、乳輪ごと引っ張り上げられる。

「ここだけでイケる？」

「そ、んなの……無理っ」

「そうか？」

　きゅっと乳首を抓まれて、指の腹で転がされる。くにくにと弄られていると、なぜか膣がきゅんと痛いほどに蠢く。

　おかしい。胸だけで達するなんて絶対に無理だと思っていたのに、じんと痺れるような快感が下肢から湧き起こり、屹立を包み込む媚肉が悦び収縮してくる。

「はぁっ、はっ、あぁっ、ん」

　悠大の髪がさらりと流れ落ち鎖骨に触れるたびに、くすぐったさが生まれ肌が粟立つ。はっと短く息を吐きながら首を仰け反らせると、しゃぶりつくように乳輪ごと口の中に含まれた。

「ひぁっ」

　気持ちがいいのに苦しい。自分ではどこがいいかなんてわからないが、激しく腰を打ちつけて、中をぐちゃぐちゃにかき回して欲しくて、焦燥感が抑えられない。じりじりと耐えがたいもどかしさが募っていく。

「あぁぁっ、ん……やっ、も……動いて、おねが」

「指より舌の方が好きだよな。ほら、こっちも……」

　口の中で、尖った乳首を転がすように舐め回される。両手で胸元を中央に寄せられて、交互にくちゅくちゅと唾液を絡まされながらしゃぶられると、無理だと思っていたのに絶頂の波がすぐそこまでやってきているような心地になる。

「やらぁっ、そこ、ばっか……っ」

「しっかり感じてるだろ。桃子は、痛いギリギリのところが好きだよな。挿れたままだから、中、痙攣してわかりやすい。もう、イきそう？」

「んっ、あ、だって……そこ、弄るからっ」

　胸だけで達することなんてできない。そう思うのに、歯を当てられて乳頭ごと強く吸われると、ぴりっとした刺激に腰が震える。

　このままでは悠大の言う通りになりそうだ。

　下肢がきゅうきゅうと収縮を繰り返し、ぬるつく襞が彼の欲望を引き込もうとする。気づけば自分から激しく腰を揺らしていた。恥ずかしいのに止めようと思っても止められない。

「そんなに締めつけるな……っ、俺も、持っていかれそうになる」

「わ、かんな……あぁぁっ。やぁ、動かしちゃ」

「はっ……くっそ、動いてるのは、お前だろ」

　悠大は焦ったような声を上げて、勃ち上がった乳首を指の腹で上下に扱いてくる。

　くいくいと持ち上げて舌先で転がされると、下腹部が燃え上がるように熱くなり脈動する肉塊が大きさを増した。巧みに指を動かされ、繋がった下肢から蜜が溢れてくる。

　じゅうっと強く啜られた瞬間、腰が震え背中が大きく波打った。

「あっ、だめぇ……う、そっ、やぁっ……イッちゃうの、イッちゃう！　もうっ、あぁぁっ」

　信じられない。胸だけで達するなんて。

　愕然とした思いで、身体を強張らせる。私は狂おしげな声を上げながら、身体を弓なりにしならせ絶頂を迎えた。

「はっ、はぁ、はぁっ……」

　凄絶な快感に頭が真っ白になる。苦しげな呼吸を吐きながら、弛緩した身体をシーツに沈ませる。目を瞑ったらすぐにでも眠ってしまえる。だが、畝る隘路で存在を主張する欲望が、まだ眠るのは早いと私に訴えかけてくる。

　私もまたそれを期待していた。

　絶頂の余韻が落ち着いてくると、隘路がひくつき誘うように蠕動する。もう飢えて飢えてどうしようもない。自分ではどうにもならない。私をこんな身体にしたのは悠大なのだからなんとかしてほしい。

　私は彼に訴えかけるように下腹部に力を入れてぎゅっと締めつける。すると、柔襞の中で動きを止めていた陰茎がいっそう大きく膨らんだ。

「あぁっ、あっ、おっきく……っ、しないで」

「……っ、はっ、この状態で、無茶言うなよ」

　身をくねらせると、思いがけず硬い先端が濡れた隘路を擦る。頭の芯さえ蕩けてしまいそうな喜悦がふたたび下肢から湧き上がってくる。すると、愛蜜のぬめりがひどくなり、少しの動きでぐちゅんと淫猥な音が立った。

　私はぶるっと身を震わせた。もっと奥をごりごりと擦られたい。身体が本能のままに彼を求めている。

　腰を上下に揺らすと、私の動きに合わせて愛液と白濁が泡立ち結合部から溢れだす。私の真上から感に耐えないといった艶めかしげな声が聞こえてきた。

「いいよ……それ。はぁ……すげぇいい。なぁ、自分の気持ちいいところに当ててみて」

　熱に浮かされ、気持ちよさげな悠大に惹きつけられる。もっと私で気持ちよくなってほしい。彼の欲情した顔をもっと見たい。それだけだった。

　私は自ら腰を揺らした。動くたびに下肢からはくちゅっと淫らな水音が立つ。気持ちのいいところを探し当て、そこに擦りつけるようにして膝を立てたまま淫らに腰を振ると、新たな愛液が滲みだしじわっと中が濡れていく。

「ん、んっ……あぁ、もっと」

「桃子っ、そこ、いい……はっ、あ……」

　先ほどよりも深い場所に硬く張りだした部分が当たる。濡れ襞を刮げるように腰を振り、口からはみだりがましい喘ぎ声が漏れる。

「気持ち、いっ……ぐりぐり、してぇっ」

　夢中になって腰を振り乱す自分の姿を客観的に見ることができれば、まるで自慰をしているようだと気づいただろう。私の姿を、獰猛な肉食獣のような目をして彼が見ていることも。

「淫らで……綺麗だな」

　じゅうっと激しくしゃぶりつくように乳輪ごと貪られる。尖った乳嘴を甘噛みされて、先端を舌先でちろちろと舐られる。なにも出るはずがないのに、乳首を強く吸われると先端がじんと熱くなりなにかが漏れそうになる。

「はぁ、あぁあっ、いい……それ、好きっ」

　いつの間にか私の動きに合わせて、彼も腰を揺らしていた。太い陰茎が媚肉を抉り取るように突き進んでいく。待ち侘びた快感に、私の頭が真っ白に染まっていった。

　舐めていない方の乳首を指で捏ねられ、ひりつくほどに強く抓られる。同時にぐっと腰を落とされ最奥まで一気に叩きつけられる。血管の浮きでた陰茎がずぶずぶと呑み込まれていき、やっと得られた充足感に包まれた。

「ひ、あぁぁっ！」

　重苦しいほどの愉悦が頭の先まで突き抜けて、私は喉を仰け反らせ、悲鳴じみた声を上げながら達してしまう。もう何度も絶頂に押し上げられ、頭の中は蕩けきってしまっているのに、それでも飢えた隘路は彼を深く呑み込もうとはしたなく収縮した。

「そんなに、これが欲しかった？」

「あぁっ、ん、欲しっ……奥、して、我慢、できな」

「今度は、ここ……自分でしてみろよ」

　手を引っ張られて下肢へと誘われる。彼にされるがまま辿り着いた先で、私の指を操るように包皮の捲れた花芽を擦られる。

「ひっ、あっ、あぁあっ、そこ、だめっ、あぁぁっ」

　彼の指の動きに合わせて、尖った淫芽をこりこりと弄る。どちらのものかわからない体液にまみれてぬるぬると摩擦なく指が滑る。悠大の手が離れていっても、私は自分の下肢に置いた手を退けられなかった。

（だめだよ、だめ……こんなの……っ）

　恥ずかしくて堪らないのに、自分でするなんて嫌なのに。

　首を左右に振り乱しながらもそこを弄り始めると止められない。

「あっ、あ、指……やぁ、だめぇっ」

　勃ち上がった淫芽を優しく指の腹で摩っているだけで、おかしくなってしまいそうなほど感じてしまう。口を閉じることさえできず、はしたない嬌声ばかりが上がる。

「気持ちよさそうだな」

「────っ!!」

　思いがけないタイミングでずんと激しく突き上げられて、目の前に星が舞う。ぐちゅんと飛沫を上げながら最奥を穿たれて、凄まじい愉悦が下肢から迫り上がってきた。そしてずるりと勢いよく屹立を引き抜かれると、逞しい肉塊で膣壁ごと刮げられそうな感覚に驚き全身が戦慄いた。

「あぁあ、あっ、は、んっ」

　指戯が止められない。同時に内側と外側を擦る感覚が気持ちよすぎて、私は恍惚と頭を仰け反らせた。

「はぁ、ふっ……あぁっ」

　淫らに膨らんだ花芽を自らの指でぬるぬると捏ね、腰をくねらせる。開きっぱなしの足はもはや感覚がない。

（ここ……擦るの、気持ちいい……）

　羞恥心すら忘れ、夢中で指戯に耽る。

　包皮の捲れた淫芽は赤く膨らんで指でつまめるほどだ。親指と人差し指でくにくにと転がすようにして、引っ張ってみる。

「ん、あっ……はぁっ、いっ」

　腰の動きが止まっていることにも気づかず、私は頭を振り乱し一人遊びに没頭していた。

　すると突然足首が持ち上げられて、急に変わった体勢に驚いて手を止める。

「やっ……な、に？」

「俺を置いてけぼりにするなよ」

　持ち上げられた足首に悠大に唇が触れて、拗ねたように告げられる。自分がなにをしていたかに思い当たり、はっと我に返る。羞恥に耐えず目を逸らすと、彼の唇が私のふくらはぎを舐め上げた。

「やぁっ……そんなとこ、舐めないでっ……くすぐったいっ」

　びくびくと膝が震える。下肢から手を離し彼の肘を叩いてやめてと訴えるが、足を掴んでいる手は離してはもらえない。

「はぁ、あっ」

　そしてふくらはぎを舐めていた舌が膝の裏側に辿り着くと、私の口からは艶めかしげな声が漏れて蠢く隘路が彼の欲望を締めつけた。

「舐められるの気持ちいいんだ？　わかりやすいよな。一人でここ弄ってる時、ずっと中びくびくしてた」

　ここと言いながら、悠大の指が私の花芽を爪弾く。

「ひゃぁっ」

「お前の一人エッチ見てるのもいいんだけど、やっぱり俺が気持ちよくしてやりたい」

「あっん、一緒、にしちゃ……っ、あ！」

　くりくりと花芽と乳嘴を同時に指で擦られた。さらに勢いよく腰を打ちつけられて、がくがくと全身が揺さぶられる。

　肌がぶつかるたびにどちらのものかわからない粘ついた体液が混ぜあわさり、ぐちゅんぐちゅんと淫らな音を立てる。自分の手よりもずっと気持ちよくて、深い喜悦に頭の芯が焼き切れそうだ。はしたないほどに愛蜜が弾け、太ももや臀部を濡らした。

　羞恥心を抱く余裕はすでになく、太い陰茎がずるずると自分の中に呑み込まれ満たされる愉悦に、ただ甘く喘ぐことしかできない。

「ん、あぁあっ、いいっ、も、あぁぁっ、それ、好き、気持ちいいっ」

　身体が激しく揺さぶられ、切羽詰まった声が途切れがちになる。

「はぁっ……中、ぎゅうぎゅう、締めつけてくる」

　悠大の興奮しきった声に煽られ、畝る媚肉がさらに彼のものを搾り取ろうとする。ぐちゅぐちゅと愛液をかき混ぜる音が引っ切りなしに響いた。

　脳裏が痺れて、熱く狂おしいほどの波がやってくる。もう頭の中まで焼き切れそうだ。

「あぁっ、も……おかしく、なるっ、や、待って、もう──っ！」

　粘膜を刮げるようにずんずんと縦横無尽に腰を落とされて、尖った淫芽を捏ねられる。そのあまりに凄絶な喜悦に幾度となく絶頂が訪れた。長く深い愉悦に腰が波打ち、鼓動が速まる。

　達したばかりなのに、すぐにまた欲しくなる。終わりが来るのだろうかと恐ろしくなるほど耐えがたい快感が、次から次へとやってくる。

「俺も、も……っ、イク」

　ラストスパートとばかりに激しく腰を叩きつけられる。

「はぁっ、ひ、あ、強いっ、あっ、も、ごつごつ、やぁ、イッちゃ」

　淫芽を擦られて、肌を叩きつけるような抽送が続く。逼迫した喘ぎ声はすすり泣きに近く、もはや自分でもなにを言っているのかわからない。

　意識が遠のき目の前が真っ白になって、びくびくと全身が痙攣する。

「あっ、イッてる、の、今、ダメ！　なんか……変っ……でちゃ、あぁぁっ、だめ……なんか、漏れちゃうっ」

　もう苦しいのか気持ちいいのかすらわからなくなって、異様な感覚が訪れる。

　太い陰茎が押し込まれ、引き出されるたびに下腹部からなにかが湧き上がってきて弾けてしまいそうになる。もっと深い場所に落ちていきそうな、恐ろしいほどの快感に息を詰まらせることしかできない。

「ん────っ!!」

　下肢から力が抜けて、なにかが溢れる感覚にぎゅっと太ももを締めつける。が、どれだけ力を入れようとしても無駄だった。恥部からはぴしゃぴしゃとなにかが漏れて、シーツを濡らした。

　次の瞬間、腰を震わせた悠大が奥へ叩きつけるように飛沫を弾かせた。

「はぁ、はぁ、はっ……」

　息をするのも苦しい。絶頂の余韻で震えが止まらず、自分ではなにが起こったのか理解できない。ただ、下腹部が彼の吐精で温かくなったのを感じて、ようやく終わったのかと目を瞑り四肢から力が抜けていく。

「桃子、大丈夫か？」

　繋がったまま声がかけられた。私は眠たげな目を薄く開いて、彼に向けて微笑んだ。

　今日ずっと感じていた焦燥感はなくなり、今はただ満たされた気持ちだけが残っている。

　だが呼吸が整うと、臀部に触れるクッションの冷たさに驚き我に返る。自分がどれだけ乱れてしまったのかも思い出して、かっと頬が熱くなった。

「あ、わ、私……どうしよう、あの、ごめんなさい」

　もういい歳をした大人なのに、粗相をしてしまった。でもなにかが違うような気もするが、よくわからなくて謝るしかない。

「どれだけ乱れたっていいって言っただろ？　潮噴くくらい感じてくれたんなら、嬉しいよ」

「し、潮噴くって……や、待って、なんで……っ」

　私が真っ赤になって首を振ると、緩く腰を動かされ入ったままの彼の欲望がふたたび熱を取り戻していく。

「もっと感じていい。俺は、まだ足りない」

「あの、ちょ、ちょっとだけ……休憩させて。ね？」

　嘘でしょう──と目を見開くが、彼の顔は本気そのもの。

「だめか？」

　私は苦笑しながら、だめじゃないと首を振った。私の体力も考慮してほしいところだが、明日は休みだ。それに、彼が求めてくれるのはただただ嬉しい。

　啄むように唇を触れさせてくる悠大の背に手を回して、私からも口づけを返す。

　気を失うように何時間か眠って、目を覚ましてからも何度か抱きあった。

　それこそ、妊娠しなかったら不思議だと思うほどに。

　

　

　二週間後、悠大の出社を見送り部屋を掃除しながら、私はふと下腹部に手を当てる。

　周期がずれていなければ、一昨日か昨日が生理予定日だった。けれどまだその兆候はない。妊娠しているかもしれない、という期待は自ずと高まる。

（妊娠……してたらいいな。ううん、きっとしてる……だって、あんなに）

　悠大との艶事を思い浮かべてしまい、かぁっと頬が火照ってくる。

　仕事を辞めてから、彼に抱かれる頻度がかなり多くなった。余すところなく甘く愛されて、悠大に身体を丸ごと作り変えられてしまった。

　キスをされるだけで、頭がぼうっとなって抱かれたくて堪らなくなってくる。

　今までどうしてなにもせずにいられたのかが不思議なくらいだ。

　最近ではそれを恥ずかしいと思うより、嬉しいと思うようになった。

　一人で家にいる時間が長いから、淫らな想像ばかりが頭をもたげてこうして一人で赤面することも珍しくない。

「あ～もうっ！　だめだめ。掃除しよ」

　掃除機をかけたあと、フローリングに雑巾掛けをする。働いていた時は足がパンパンになるほど一日中歩き回ったものだが、仕事を辞めてから運動量が極端に少なくなった。雑巾掛けは腕と足の筋肉を使うしいい運動になるかと思い始めたのだ。

（あ、でも……赤ちゃんいたらやめた方がいいのかな……？）

　私は廊下の真ん中で四つん這い状態になると、そのままぴたりと動きを止めた。

　妊娠は病気じゃない。だから普通の生活をしていても問題ないはずだ。

　けれど万が一、床で滑ってお腹を打ったら──。

　途端に心配になってきて、私は雑巾を手に立ち上がった。

「わりと初期からつわりあるっていうよね……べつに今気持ち悪さはないし。軽い人もいるし重い人もいるっていうけど」

　気になり始めると止まらない。いろいろと調べはしたものの、生活の中でちょっとしたことに神経質になってしまい不安になる。まさかこの不安定さも妊娠のせいではないかとすら感じて、自分自身の考えに苦笑した。

　結局、床は拭き取りシートで拭くことにした。心配しすぎだ、なんてわかっているけれど。

「家事しかしてないからなぁ。太っちゃわないかな」

　あまり太りすぎると妊娠中毒症の危険もあるという。激しい運動はだめでも、マタニティヨガに通ったり、ウォーキングをしたりと妊婦向けの運動方法はいくつかある。

「はぁ……だから、まだわからないんだってば……あぁ、もう、空回りしてる」

　私は気持ちを切り替えようと頬をぱんぱんと叩いた。

　悠大が家にいないと、独り言が多くなる。

　妊活もできるし、悠大を支えることもできるからと仕事を辞めたけれど、こういう時誰とも繋がっていないと、社会から切り離され自分だけが一人で取り残されたような感じがする。

　働いていれば、結婚している先輩や子どもがいる先輩も何人かはいたから、不安に思うことを聞けたかもしれない。

　退職を後悔しているわけではない。退職したことで悠大とのプライベートの時間は以前よりかなり多く取れるようになった。あのまま互いに忙しい生活を続けていたら、何年経っても子どもどころではなかっただろう。

「子どもがいる友達なんて、いないしなぁ」

　それに、まだ妊娠しているかわからないのだ。ただ形のない漠然とした不安を抱えているだけだとわかっている。

　またネットで調べてみよう。今はとりあえず家事を終わらせないと。

　洗濯物を干して夕飯の下拵えをすると、あっという間に昼だ。三十分もかからずに食事を終えて皿を洗っていたところで、スマートフォンに着信があった。キッチンからカウンターに置いたスマートフォンの画面を覗き込むと〝母〟と表示されている。

（あ、お母さんか）

　私は濡れた手をタオルで拭いて、急いで電話に出た。

「はーい、なに？」

『桃子？　仕事辞めて暇してるのかと思って電話したのに忙しいの？』

「ううん、今お昼ご飯食べてお皿洗ってただけ。悠大のおかげで前より落ち着いた生活してるよ」

『悠大くんはお父様の跡を継ぐんだから忙しいでしょう？　あなたがちゃんと支えてあげないとだめよ？　仕事辞めたからって遊んでばっかりいたら……』

　母には仕事を辞めた経緯を話していない。

　だからか、ことあるごとに私が次期社長夫人ということに浮かれて、羽目を外すのではないかと心配している。信用がないというより、母は母なりに戸惑い新しい環境で過ごす私を案じているのだろう。

（気持ちはわかるけどさ……）

　付きあっていた同期が実は大企業の社長の一人息子で、次期社長はほぼ確定なんてとんだシンデレラストーリーだ。母は浮かれたのちに、私が苦労をするのではないかと焦ったのだろう。

　私も結婚する前までは、価値観の違いがたくさんありそうだと深澤家に嫁に入るのを恐ろしく感じたことがある。

　実際、フカザワコーポレーションは大企業だし、悠大の両親の親戚筋にはそれはもうぞろぞろと大企業の重役がいる。それを聞いた時は、深澤の親戚の人たちの知りあいを五人くらい辿れば総理大臣に行き着きそうだな、と思った。

　私が冗談めかして聞いたら、悠大に「あぁ、小さい頃に会ったことあるよ」なんて返されて二の句が継げなくなった。そのため母の気持ちは理解できる。

　だが、悠大も彼の両親も過度な贅沢を好まないため、話していて価値観のズレに思い悩んだことはなかった。それに悠大の父は能力主義で、身内を甘やかすタイプではない。

　だから悠大は社長の身内であることを隠し、自分の実力で営業部主任という肩書きを得たのだ。同期として仕事をしていたから、現在の地位を得た悠大がどれだけ努力をしたのかはわかる。

　超エリート集団である東京本社営業部内においてたった数年で営業成績トップに躍りでて、二十代で主任になるのがどれだけすごいことか。ちなみに私の営業成績は下から数えた方が早かった。彼の隣に並ぶどころじゃない。

　それでも「良くやっている」と矢野先輩からお褒めの言葉をいただいたくらいだ。

『桃子？　聞いてるの？』

「聞いてるよ。だから遊んでないって！　私今妊活してるんだから！　あ……」

　母には妊活のことを言うつもりはなかったのに、べつのことを考えていたらつい口からぽろりと漏れてしまった。

『妊活って！　やっと赤ちゃん考えることにしたのっ？　まさか、もう出来たとか？』

「ちょ、お母さん！」

『お腹冷やしたらだめよ？　栄養あるもの摂って夜更かしせずに寝るのよ』

　こうなるとわかっていたから言っていなかったのだ。もう子どもではないのだから、夜更かしの心配までしなくてもいいのに。

（子どもはいつまで経っても子どもだって言うもんね。お母さんにとっては、私がそうってことか）

　義母は私に対して気を使ってくれるが母はそうはいかない。それも心配してのことだとわかるから、私も強くは言い返せない。

「だから気が早いってば。できたらいいなって思ってるけど、まだわからないから」

『あら、そうなの？』

「そうだ！　ねぇ、お母さん」

『なに？』

「検査薬で陽性が出たら、病院行くんだよね。でも、すぐ病院に行っても赤ちゃんの心臓が見えない場合があるっていうけど……」

　私は母に相談に乗ってもらうことにした。出産経験のある一番身近な存在だ。

　私を産む時にどれくらい時間がかかったのかとか。なにか注意しなければならないことはあるかとか。あらかじめ買っておいた方がいいものとか。聞きたいことは山ほどあった。

『あらあら、なに？　あなたの方がよっぽど気が早いじゃない』

「違うって。できてるかもしれないし……心構えくらいしておきたいじゃない」

『そうね。気が逸る気持ちはわかるけど、期待半分くらいにしておきなさいよ。とりあえず検査薬で陽性が出たら、電話しなさいな。ちゃんといろいろ教えてあげるから。それまではあまり気にせず普通の生活をしてなさい。毎月できてるかどうかって考えてたら疲れちゃうわ』

「そんなこと言われても。ちゃんと排卵日とか考えないと妊娠の確率下がっちゃうし」

　お母さんは、私に妊娠してほしいのか、ほしくないのかどっちだ。さっきまであれほどテンションが高かったのに、今はどこか案じているような口調だ。

『あなたの口ぶりからいうと、まだ検査薬で調べられない時期なんでしょう？　本当に気持ちはわかるんだけどね……まぁいいわ。急がなくったっていいんだから、二人のペースで頑張りなさい。不安になったらすぐに電話すること』

「うん……わかった」

　結局聞きたいことは聞けず、なんとなく釈然としないまま電話を切った。

（まぁいっか）

　私は途中になっていた皿洗いをしながら、ついニヤニヤと口元を綻ばせた。やはり頭の中を占めるのは、妊娠しているかどうかということばかり。

　だって、私と悠大の赤ちゃんだ。想像するだけで、嬉しくて笑ってしまうのはどうしようもない。

（男の子でも女の子でも、元気に生まれてくれればいい……なんて、完全に妊婦気取りだし、お母さんの言うとおり気が早すぎる……っ）

　悠大に似た男の子だったら可愛いしかっこいいのは間違いない。悠大に似た女の子だったらそりゃもう美人に違いない。どちらにしても私はメロメロだ。

「お母さんに聞けなかったから、調べてみよ」

　自分用にお茶を淹れてスマートフォンを手に取った。

　妊娠中の便利グッズなどを調べていると、ついつい脱線してしまう。

「はぁ～生まれたばっかの赤ちゃんってこんなの着るんだ。可愛い～」

　私はついホームページのリンクに飛んで、赤ちゃん用品を見たり、名前の候補を考えたりしてしまう。

　スマートフォンで調べては不安になったり気分が高揚したりする。妊娠中はホルモンバランスが崩れて心身ともに不調をきたしやすい。そのせいだろうか、なんて考えに至る。

　わかっているのだ。期待しすぎは良くないと。それでも私が期待してしまうのは、ありがたいことに今まで生理周期が狂ったことはほとんどなかったからだ。

　二日も生理が遅れているのだから、きっと。ついそう考えてしまう。

「可愛いだろうなぁ～絶対可愛い。赤ちゃん、早くこーい」

　お腹を撫でながら声をかけてみる。

　あれだけ濃厚なセックスをしたのだ。それはもう何度も。妊娠してない可能性の方が低いのではないだろうか。

（あ、そういえば……妊娠中ってしていいのかな……？）

　開いたままのページからさらに検索をかけると、感染症予防のため避妊具はつけた方がいいが問題はないと書いてあった。もし妊娠していたら病院で詳しく聞いてみよう。

　そう考えて、妊娠中も彼との行為を望んでいる自分に驚く。少し前の私なら考えられなかっただろう。

「っていうか、昨日だってあんなにしたじゃない！　悠大がエッチなことばっかりするから……」

　まだ足りないと言わんばかりに身体が疼く。私はどれだけ悠大としたいのだろう。自分のはしたなさに悶絶してしまう。

　何度も何度も達かされて、たった一日でも我慢できなくなってしまった。切なく身体が疼く。でも一人でしたところで満たされないのはわかっている。

　私は何気なくカレンダーを見てため息をついた。忙しい時期だ。悠大が定時に帰るのはかなり難しいだろう。

（忙しくて、身体壊さないといいけど……）

　遅くに帰ってきて毎夜時間をかけて私を抱く悠大は、睡眠不足のはずだ。朝はぎりぎりまで寝てもらうようにしているし、翌日に響かないように本人も調節しているだろうが、なんだかんだとベッドになだれ込むと際限なく抱きあってしまう。

　今週末も出張、来週も出張だ。

　ゆっくりできるのはゴールデンウィークが終わった後になるだろう。

　せめて美味しい食事を摂ってもらって、体調不良を起こさないようにしなければ。

　私はもう一品料理を追加しようと、スマートフォンをテーブルに置いて、キッチンへと行った。










第四章








　お盆休みがようやく終わりに近づいた土曜日の早朝。

　昨夜遅くに出張から帰ってきた悠大は、ベッドに倒れ込むように寝入ってしまった。

　悠大は、お盆休みの期間中、手が足りないからとショールームの助っ人に回っていたのだ。私も経験があるが、入れ替わり立ち替わり訪れる客の対応に追われ、昼食、夕食すら摂る暇がないくらいだ。

　この土日で長期連休は終わり、来週からはおそらく早く帰ってくることができるだろう。私はまだ寝ている悠大を起こさないように、掃除機はかけずフローリングモップで軽く掃除をすると、洗面所で洗濯機を回した。

「はぁ……」

　洗濯を開始する機械的な音が鳴る。べつに疲れているわけでもないのに、私の口からは何十回、何百回目かのため息が漏れる。

　この数ヶ月、何度となく同じことを考えては落ち込んでいた。

　結果を言うならば、いまだに私は妊娠していない。わかっていた……はずだった。排卵日に合わせたからといって、必ず妊娠するわけじゃないと。

　けれど私は、そのうち妊娠するはずだとなんの根拠もない自信を持っていた。今なら『期待半分くらいに思っておきなさい』と言ったお母さんの言葉が身に沁みてわかる。

　妊活をし始めた翌月、三日遅れて生理が来た時はショックを隠せなかった。名前の候補まで考えて、妊娠検査薬まで用意し完全に浮き足立っていたから。

　落ち込む必要なんてない。まだ妊活を始めて五ヶ月。今回の生理も終わり、次の排卵日に向けて気持ちを立て直せばいいだけ。それが簡単にできたらとっくにそうしている。なかなか気持ちを立て直すのが難しいから、ため息ばかりが漏れてしまうのだ。

　ほんの数ヶ月前までは仕事が忙しく、結婚していても妊娠はまるで他人事、いつか自然にくる未来という感覚があった。いつかは妊娠し子どもを産める──それが当然だと思っていた。

　不妊という言葉を知っていても、自分には関係がないと、妊娠できないなんてあり得ない、そう思っていた。

（私、ちゃんと妊娠できるのかな……）

　毎日のように身体を重ねたのに、それでも妊娠しなかった。排卵日に合わせて何度もしたのに。排卵日が狂っていたわけじゃない。排卵日にセックスしてもできなかったのだ。

　そういうこともあるのだと思おうとしても、今月もだめだったら、来月もだめだったらと考えてしまう。悠大の赤ちゃんが欲しい。でも、もしできなかったら──？

　悠大の子を産めなかったら。それでも彼は、私と一緒にいてくれるのだろうか。そんな考えが幾度となく頭を過る。

「桃子、早いな。おはよう」

　私が何度目かわからないため息を漏らしていると、後ろからひょっこりと顔を出した悠大が声をかけてきた。慌てて表情を取り繕い、笑みを浮かべる。

「あ、おはよ。ごめんね、ここ使うよね」

　私は洗面所を拭いたタオルを洗濯機に入れて、悠大に場所を譲った。なにか言いたげな顔をしている悠大の横を通り過ぎ、私はキッチンへと向かう。

「なぁ、今日どこか出かけないか？」

　朝食を摂りながらも無意識にため息が漏れていたらしい。私を案じてくれたのか、悠大がことさら明るい声で外へと誘ってきた。

「出かけるの？　どこに？　でも……」

　正直どこに行っても楽しめる気がせず、行くなら悠大一人で、そう口を開きかけたところで、彼が「たまにはデートをしよう」と誘ってきた。

　仕事をしていた時は、何時間も外にいるのが普通だった。

　今は逆に家にいる時間の方が長く、悠大以外と話をしない日もあるから、気が塞ぎやすくなっているのかもしれない。

（そうだよね……少しは気分転換した方がいいかも）

「買い物して、うまい飯食いに行こう」

「うん。私準備してくるね！」

　外行きの服に着替えて、化粧はいつもより少しだけ濃い目に。髪の毛を整えていると、気分が徐々に上向いてきた。

　悠大の運転する車で向かった先はデパートだ。

　最近、二人とも洋服を買っていない。そろそろ秋物を買い足そうかといろいろ見て回った。

「あ……」

　歩き疲れてレストラン街にあるカフェで休んでいると、たくさんの家族連れがガラス越しに通り過ぎて行くのが見える。

「どうした？」

「う、ううん。なんでもない」

　自分と比べるものじゃない、そうわかっていてもつい目で追ってしまう。私たちも、いつかああいう風になれるのだろうか、と。

「将来のために子ども服でも見にいくか？」

　私が羨望の眼差しで家族連れを見ていたからか、隣に座る悠大が冗談めかしてそう言った。私に元気がないのをわかっていて、慰めてくれているのだ。生理が来てしまい謝る私に「桃子のせいじゃないし、まだ試してみたばかりだろ」いつもそう言ってくれる。

「気が早いよ。今回もだめだったし」

　乾いた笑いを漏らしながらなんとかそう返す。「だめだった」という言葉が、自分の中で重く響いた。

　今回もだめで、次回もだめだったらどうしよう。病院に行って検査を受けて、妊娠できない体質だったら。もしそうなったら、私は彼から離れた方がいいのだろうか。離れることが、できるのだろうか。

　頭の中がぐちゃぐちゃになる。可能性の話だ。今、考えたところでなにができるわけでもない。

　悠大は、さらに私を落ち込ませたとでも思ったのか、せっかく綺麗に整えた髪の毛をくしゃくしゃに撫で回してくる。

「あんまり、気負わなくていい」

　悠大が本心からそう言っているのがわかる。

「わかってるけど……悠大は、赤ちゃん……欲しいよね？」

「……俺は今、お前とこうして二人でいる時間が好きだよ」

　彼は欲しいとも欲しくないとも言わない。どう言葉にしようか悩んだのか、苦笑が返された。

「赤ちゃん、欲しくなかった？」

　もしかして私の独り善がりだったのだろうか。彼が、本当はまだ子どもを考えられなかったとしたら。

「いや、子どもは欲しいよ。できたらたくさん。俺、一人っ子だろ。子どもの頃、兄弟のいる友達が羨ましかったんだよな。昔、兄貴か弟が欲しいって言って、母さんを困らせたことがある」

「わかる……私もある」

　思わず笑ってしまった。

　私も、お母さんに妹か弟が欲しいと言って困らせた思い出があったのだ。

「でも、それは桃子が俺のそばで笑っていてくれることが前提だ。こんな風に浮かない顔をさせたいわけじゃない」

「悠大……ごめんね、私」

　せっかく連れだしてくれた悠大に対して、申し訳なくなってくる。最近は妊娠のことばかり考えて、彼と過ごす毎日を楽しんでいなかったように思う。毎月生理がきた後はとにかく沈みがちで、落ち込んでいる顔ばかり見せていたのではないだろうか。

　仕事を辞めて、これからはもっと彼を支えられると思っていたのに。

「桃子のせいじゃないんだから謝るな。子どもができようができなかろうが、俺たちは変わらないんだから」

　悠大の言葉に驚愕を隠せない。

「赤ちゃんできなくても、一緒にいてくれるの？」

　逆に彼は、私の言葉に驚いているようだった。

「どうして子どもができなかったら一緒にいないってなるんだよ」

「だって、お義母さんだって、早く孫が欲しいって」

「母さんは母さんで、俺は俺だろ。俺は、桃子がずっとそばにいてくれさえすればいい」

　彼との間に子どもができなければ、自分に価値がないような気がしていた。赤ちゃんがほしいと思ったのは、ただ、彼の子を産み家族になりたいとそう思っただけなのに。

「でも、子ども欲しいって私が言った時、けっこう乗り気だったよね。産み分けも……」

　たくさん感じるのがいいと言って散々私に快感を覚えさせた。

　悠大も子どもが欲しいと思っていたからこそ、協力的だったのではないのか。

「妊活に乗り気だったわけじゃないって」

　したり顔で口元を緩めた悠大は、私の耳元に顔を寄せてくる。

「お前がようやくセックスに乗り気になったっていうのに、俺が止めると思うか？」

　いくら隣合って座っているとはいえ、店内は混雑している。誰が聞いているかもわからないのに、彼はなんてことを言うのだろう。私は熱くなった頬を押さえて、悠大を涙目で睨んだ。

「桃子のこと、たくさん愛したかっただけだ」

「もう……っ」

　彼はずっと、私が疲れているからと気遣って我慢をしてくれていた。でも、本当は毎日でも触れたいと思ってくれていたのだ。

　無理強いする人ではないから、私が拒絶をすれば引いてくれていた。申し訳ないと思いながらも彼に甘えきっていたのだ。

　つまり彼は子どもができたら、それはそれで嬉しいと思っていた。ただ単純に私との触れあいを楽しんでいただけ。目的のためにセックスしていたわけではなく、私を抱きたいと思ってくれていたのだろう。

　彼から言われてわかっていたはずなのに。最近は、行為の最中も妊娠するかどうか考えてばかりいて、すっかり忘れていた。目的のためにセックスしていたのは、むしろ私の方だ。

「お前はすぐに一人で悪い方に考え込むから。二人のことなら、ちゃんと俺に相談して。一緒に悩めばいいだろ？」

　確かに、私はまた一人だけであれこれ考え、思い悩んでしまった。新人の頃、悠大に周りに頼れと言われていたのに。

「うん。そうだね」

　いろいろな夫婦の形がある。私たちは私たちなりに、歩んでいけばいいじゃないか。

　目に滲んだ涙を手の甲で拭うと、悠大が立ち上がり手を差し出してくる。私は彼と手を繋いで店を後にした。

　初々しいカップルのようで気恥ずかしい。夫婦になってからは、こうして手を繋いで出かけたことなどなかったから。

「なぁ、桃子」

「なに？」

「デートはまだ終わりじゃないよな？」

「うん……どこに行くの？」

　それには答えてもらえずに、悠大に手を引かれるままついていく。

　向かった先はタクシー乗り場だった。そして、彼が運転手に告げた行き先は、私たちにとって思い出のホテル。

「不安にならないように、俺で頭をいっぱいにしてやる。二人でいる時は、俺のことだけ考えて」

　絡ませた指で手のひらをつっと撫でられる。

「……っ」

　悠大がなにを求めているのかすぐに察せられた。手のひらが震えて、思わず艶めかしげな吐息が私の口から漏れる。

　私は頷く代わりに、繋いだ手のひらを強く握り返した。

　

　

　高層階でエレベーターを降りて部屋に入り、廊下を抜けた先には広いリビングルームがあった。二方向の大きな窓からは、緑豊かな公園や東京のビル群を覗くことができる。

　リビングルームだけでもスタンダードルームほどの広さがあり、クリーム色のカーペットと同色の三人掛け用のソファーに、ガラステーブルが置かれている。

　さらに奥はダイニングルームとなっており、簡易キッチンには様々な種類の酒が並べられたミニバーがあった。

　私は悠大と手を繋いだまま、窓の近くで眼下に広がる高速道路を走る車を眺めていた。

　恋人同士の時にここに来たのは二回だけ。雰囲気が変わることで気分も高揚するのか、ここに泊まった時だけは恥ずかしさが失せていつもより感じていた気がする。悠大に何度も求められ、下手なりに応えていた頃を思い出すと頬が熱くなってくる。

（今は……なんか、もっとすごいことしちゃってるけど）

　ここ最近は生理中であったことと悠大が出張でいなかったことで、一週間以上身体を重ねていない。それまでは二日と空けずに彼に抱かれていたから、悠大の手のひらの体温に自然と私の鼓動が速まっていく。

（うぅ～なんか……やたらとドキドキしてきた）

　隣に立つ悠大を見上げると、悠大も私を見ていたのかばっちりと目が合ってしまう。

「こ、ここに来るの久しぶりだよね！」

「あぁ、プロポーズした時以来だよな」

「今日はなんの記念日でもないけど」

「夫婦になってデートした記念日ってことで」

　意気揚々とした視線を投げかけられて、私は思わず笑ってしまう。

「夫婦になってからもたくさん出かけたじゃない」

「買い物とかは行ってるけど、こうして手を繋いでってのはなかっただろ？　俺、お前と手繋ぐの好き」

　繋いだ手を持ち上げられて、悠大の唇が触れる。もう夫婦になって一年近く経つのに、私は彼にこんなにもドキドキさせられる。

「うん、私も好き」

「汗かいたし、風呂入るか。一緒にな」

「えぇぇ……一緒？」

「洗ってやるから、おいで」

　繋いだままの手を引かれて、ベッドルームの先にある洗面所へと入った。洗面所の床は大理石で造られていて、窓から射し込む光が反射するほどに艶めいている。バスルームは洗面所から続くドアの先にある。

　二つの洗面化粧台の前には大きな鏡がはめ込まれ、悠大から目を逸らしていても服を脱いだ彼の背中が視界に入ってくる。

　悠大と一緒に風呂に入るのだって初めてではない。ただ、服を脱ぐところを見られるのは、どれだけ身体を重ねていても気恥ずかしいのだ。

　さっさと服を脱いで逞しい裸体を晒した悠大を横目に、私も服に手をかける。が、あまりに動きが鈍かったのか、悠大によって服を剥ぎ取られてしまった。

「ひゃぁっ」

「そうやって恥ずかしがるのは、俺を喜ばせるだけなんだけどな」

　そんなことを言われても、恥ずかしいのは恥ずかしい。悠大みたいにどこを見ても完璧な体躯をしていれば堂々としていられるのかもしれないが。比べてしまうと胸だけはそこそこで、ほかは貧相としか言いようがない。

（顔だって、べつに美人ってわけでもないしなぁ……今さらだけど）

　本当に、こんな私のどこを好きになってくれたのだろうと疑問に思う。日々愛されているのを感じるから、余計にそう思うのかもしれない。新人の頃から迷惑ばかりかけていたのに。

「何度も見てるだろ？　明るい場所でも」

「お風呂はなんか違うっていうか……お腹とかぽよんぽよんだし」

　私が身体の前を隠して後ろを向くと、悠大が後ろから抱きしめるようにして壁に手をついてきた。

「そうか？　胸は俺の手にちょうどいいし、ここも柔らかくて触り心地がいい」

　そう言って悠大は、私の胸と臀部を揉みしだいてくる。言っていることはなんだか親父くさいのに、触れてくる悠大の手のひらが汗ばみ熱を持っていて私を欲していることがわかると、それだけで喜びが湧き上がってくるのだから現金なものだ。

　それに、最近では以前にも増して感じやすくなってしまい、肌を撫でられるだけで子宮が疼くような感覚が走る。

「あっ、ん……つ、つめたっ」

　悠大がコックを捻ると、冷たい水が高い場所から降り注いでくる。シャワーの真下にいる私がいけないのだが、館内は空調が利いているため水浴びしたいほど暑くはない。しかし、私以上に水浴び状態になっているのは悠大の方だ。悠大は私に冷たい水がかからないようにと、抱きしめてくれていた。

「寒くないの？」

「ちょっと頭冷やしたかったからちょうどいい」

　すぐにシャワーは温かいお湯へと変わり、私は悠大の言葉に首を傾げながらもホッと息をついた。

「お湯溜める？」

　悠大に背後から抱きしめられているこの状態では身体も洗えない。私が身を捩って聞くと、艶めかしげな声色で囁かれる。

「あとでな。身体、洗ってやるって言っただろ」

　シャワーを止めてボディーソープを手に取った悠大が、手のひらを私の肌に滑らせてくる。ぬるついた手のひらに首から肩を撫でられると、ぞくぞくと肌が震えそうな甘やかな痺れが迫り上がってきて、鼻にかかった声が漏れでてしまう。

「ん……っ」

「まだなにもしてないのに、そんな可愛い声出して」

　悠大に指摘されて、私は恥ずかしさのあまり壁に縋りつくような体勢で顔を隠した。わかってはいても暗に感じやすくなったと言われて、平静でいることなどできるはずもない。

「汗かいたし、ちゃんと洗わないとな」

　肩を洗い終えて、マッサージするように腕を上下に擦られる。そして手のひらに辿り着き、指の一本一本までも丁寧に洗われた。悠大はただ私の身体を洗ってくれているだけ、そう思おうとしても口元を塞いでいなければよがり声が漏れてしまいそうだ。

　もう数え切れないくらい手や口で何度も達かされて、私の身体はどこに触れられても感じるようになってしまった。

「……っ、ん」

　指の谷間を擦られて、ぴくぴくと肩が震える。早く洗い終わって──そう心の中で願うが、彼はじっくりと楽しむように隅々まで身体を洗っていて、私の思いに気づいてはくれない。いや、気づいていて焦らしているのかもしれないが。

　胸には触れられず、脇腹を通り下腹部を撫でられる。丁寧にお腹周りを洗われて、両方の手のひらで臀部を揉むように揺らされた。

　指先で後孔の上を撫でられる。ただ洗っているだけとわかっていても、もはや愛撫とも言える行為に荒い呼吸を抑えることができない。

「はっ、はぁ……はっ」

「足も洗おうな」

　悠大は、ただ自分の仕事をまっとうするように手を動かしている。

　跪いた悠大の膝の上に足を乗せると、太ももを掴むようにして回された手のひらが、するすると足首へと下ろされていく。太ももの内側に触れられた瞬間、隘路がきゅっと蠢いて蜜が溢れてくる。反対側の足も同じようにされて、身体を洗い終える頃には息も絶え絶えだ。

　足の指まで丁寧に洗われてやっと終わるかに思えたが、悠大はおもむろに立ち上がり、背後から手のひらで私の胸元に触れてくる。

「ここ、洗い忘れてたな」

　手のひらで覆うようにして、乳房を揺らされる。

「あぁんっ」

　突然与えられた凄まじい刺激に、私は悲鳴じみた声を抑えることができない。

　ぬめった指で柔らかい両胸の突起を撫で上げ、抓まれる。乳嘴を二本の指で捏ねられると、隘路から溢れた愛液が太ももから流れ落ち足先まで濡らしていく。

　悠大は楽しそうに手のひらを滑らせながら、乳房を上下に揺らしてくる。その度に痺れるような快感が脳裏を突き抜けて、身体が燃え上がるように熱くなる。

「洗うだけ、って」

「洗ってるだけだろ。いっぱい舐めるところだから、よく洗わないとな」

　平然と言われて、沸騰したように顔が熱くなる。こんなの洗っているだけとは言わない、そう言い返そうとしても口を開けば艶めかしい吐息ばかりが漏れる。

「はぁ……っ」

　ほかの部分を洗っている時とはまったく違ういやらしい手つきで、くりくりと尖った実を引っ張り上げられる。手が滑るせいかもどかしく感じて、私は足を擦りあわせながら身悶えた。

「ああ、ここ、もう尖ってきたな」

「だって……触る、からっ」

「こんな風にちょっと触るだけで、すぐに硬くして、いやらしいな」

「や、言わないで……っ」

　自分がいやらしいことなんてわかっている。が、私をそんな風にしたのは、ほかでもない悠大だ。

「なんで？　俺の手で感じてる桃子は見せびらかしたいくらい可愛いのに。まぁ、誰にも見せるつもりはないけど」

「当たり前……でしょ……あっ」

　きゅっと乳首を強く引っ張られて、腰が震える。

　膣部からはとろとろと蜜がとめどなく溢れてきて、どうにかしてと背後にいる彼を見つめる。よほど物欲しそうな顔をしていたのか、ちゅっと唇を触れあわせてきた悠大が、私の耳元で囁いた。

「もっと、弄ってほしい？」

　私は堪え切れずに小さく頷く。

「ん、あ、あぁあっ」

　次の瞬間、くるくると乳輪の周りを指で撫でられる。乳首が形を変えてつんと尖ってくると、二本の指で挟まれ引っ張り上げられる。のぼせたわけでもないのに、頭が霞みがかったみたいにぼんやりして気持ちのいいことしか考えられなくなる。

「あっ、はぁ……もっと、強く、して……気持ちいい」

　壁に顔をくっつけながら背中を仰け反らせて身悶えると、突きだした臀部に彼の昂りが押し当てられた。そのまま閉じた足の間に挟み込むようにして腰を動かされる。ボディーソープの滑りのせいか、摩擦なく屹立が擦られて足の間を行き来する。

　挿れられているわけではないのに、擬似的なその行為の心地よさに腰が震える。隘路からは絶え間なく蜜が溢れ滴り落ちてくる。

「や、んっ、擦っちゃ……あ、あっ、入っちゃう」

　硬く張った先端で閉じた陰唇を擦られると、内側に隠れた淫芽が徐々に勃ち上がってくる。敏感な芽に雁首を押し当てるようにしてごりごりと擦られて、あまりの快感につい太ももをきつく締めてしまう。

「はぁ、はぁっ……あぁ、そこ、いいっ」

　泡立った愛液がボディーソープと混ざり腰を突き上げられるたびに、くちゅくちゅと淫猥な音が響いた。

「すっかり感じやすくなったな」

　悠大は熱に浮かされた吐息を漏らしながら、私の耳を食んでくる。耳たぶや耳の穴をねっとりと舐められて、息が吹きかけられる。ボディーソープのぬめりと愛液のぬめりで、陰茎は摩擦なく私の足の間を行き来する。気持ちよくて、頭がぼうっとしてしまう。

「あ、あっ、あ」

　彼の腰の動きに合わせて、よがり声が上がる。

　絶え間なく駆け巡る愉悦に脳裏が焼き切れそうなほど熱くなり、気づけば自ら腰を振っていた。乳房を上下に揺らされながら指の腹で乳嘴を捏ねられるのが、溜まらなく気持ちいい。

「ひっ、あぁっ」

「まるで、挿れてる、みたいだ……っ」

　頭がくらくらしてきて、目を瞑ったらそのまま倒れ込みそうだ。引っ切りなしに上がる甲高い声はとても止められず、私は背中を仰け反らせながら浴室の壁に爪を立てた。

「あぁぁっ」

　乳首を指の腹で転がされ、秘裂を笠の張った屹立が何度も行き来する。空っぽの濡れ襞が、彼のもので埋め尽くされるのを待ち侘び、痛いほどに疼く。腰が蕩けてしまいそうなほどの喜悦が下肢から広がって、自分で自分が抑えられない。

「お、ねが……っ、も、挿れて……」

「もう欲しくなったのか？　欲張りだな」

「悠大だって、我慢できないくせに」

　私が後ろに手を回し腰に当てられた怒張に触れると、その先端はすでにおびただしい量の先走りで濡れていた。

「……っ、ずいぶん、余裕がありそうだ」

　悠大は一瞬息を詰まらせると、シャワーのコックを捻り身体についた泡を洗い流した。泡を綺麗に落としシャワーヘッドを戻した悠大は、私の首筋に噛みつくように口づけてくる。

「んっ……ゆう、だい？」

「俺が今どれだけお前に飢えてるかわかってるか？　一週間以上、触ってないんだ」

　背中に触れる悠大の肌は熱を持ったように火照っていた。私は口の中に溜まった唾を嚥下し、期待に身体を震わせる。

「私だって……したかった」

「いっぱい、しような」

　腰をがっちりと抑えられ、滾った怒張が差し入れられる。そして、隙間なく閉じた太ももの間を勢いよく擦り上げられた。渇求し震えていた蜜襞はもどかしさに悲鳴を上げる。

「それ、やぁぁっ、な……っで」

「お前のこと、気持ちよくしてから挿れたい」

「もう、いいからぁっ、挿れて、お願いっ……はぁっ、も、あっ、擦らないで」

「一回、イケるだろ。ほら……っ、お前のここも、もうぬるぬるになってる」

　ひくつく隘路から流れ落ちた愛液のぬめりが、腰を打ちつけられるたびにぐちゃぐちゃと卑猥な音を立てる。太ももの狭間で脈動する怒張が膨れ上がり、硬くなった淫芽をさらに激しく擦られる。

「はぁ、はっ、あぁぁっ、ごりごり、しないでぇっ」

　無意識に腰が揺れてしまう。

　膣口に昂りが触れるたびに、彼のものを呑み込もうと入り口がぱっくりと開くのがわかる。腰を振るのを止められない。気づけば、背後にいる彼は少しも動いていなかった。私は、自分の欲望のままに腰を動かし、腫れた淫芽をぬるぬると擦る。

「桃子……っ」

　背後から聞こえる悠大の声からは余裕が消えていた。

　はっはっと短く吐く彼の息遣いに煽られて、私の口からも逼迫した声ばかりが上がる。

「はぁっ……あぁっ、もう、中、くるしっ……」　

　花芽への刺激は堪らなく心地いい。けれど、物足りなさはどうしようもない。中をごりごりと擦って、最奥を突き上げてほしい。そんな淫らな想像で達しそうになる。

「あぁっ、もう……もっ、イッちゃう……ひ、あぁっ！」

　飢えた密襞が痙攣し、新たな愛液を弾かせる。

　私は背中を仰け反らせながら感じ入った声を上げた。びくびくと腰を震わせて高みへと昇り詰める。耳のすぐそばで悠大の荒々しい息遣いが聞こえて、その声にすらじんとした疼きが広がる。

「──っ！」

　絶頂の最中で気怠い身体を壁に預けていると、痙攣しひくつく蜜口に昂りを押し当てられた。私がまさかと背後を窺う間もなく、膣壁を拡げるようにして屹立の先端が入ってくる。

　下腹部が痛いほどに収縮して、ひゅっと息が詰まる。焦らすような動きで亀頭を沈められて、私は狂おしいほどの愉悦に全身を強張らせた。

「ひっ、あぁぁぁっ！　今、挿れちゃ、やぁっ、」

　こんなのおかしくなってしまう。

　苦しいくらいの強烈な刺激に酔いしれて、めまいがしてくる。ひくつく入り口に先走りを擦りつけるようにぬるぬると動かされると、最奥が痛いほどに疼く。息が止まりそうな衝撃になんとか耐え、戦慄く全身を抑え込む。

「く、るしっ……変に、なる」

「すぐ、気持ちよくなる」

　悠大の言った通り、何度か抽送を繰り返されるとふたたびじんと痺れるような喜悦が下腹部から湧き起こる。

　気持ちよさともどかしさが同時にやってきて、呼吸の中に甘ったるさが混じりだす。しかし彼は、私の腰を支え浅い部分ばかりを擦ってくる。自ら腰をくねらせようとしても、彼に腰を押さえられていて叶わない。

　そしてゆっくりと奥へ腰を沈められて、屹立に絡みつく蜜襞ごと引き摺りだされる。しかし、最奥には届かない。浅瀬ばかりをぬちゃぬちゃとかき混ぜられる。

「はぁ、あぁっ……お願い、もっと……奥、して」

「……っ、傷つけたくない。もう少し、慣らしてからな」

　私を思ってのことだとわかってはいるが、これ以上焦らされたらおかしくなってしまう。痛くてもいいから、中をみっちりと満たされたい。彼の太いもので、痙攣する肉襞を突き上げてほしい。

「や、あ……奥、じんじん……っする」

　切なくて、苦しくて、啜り泣くような声が漏れる。腰を突きだして気持ちのいいところに当てようとするが、自分ではうまくできない。耐えがたい焦燥感に襲われ、揺らいだ目からはぽろぽろと涙がこぼれ落ちてくる。

「あぁぅっ、やぁ……奥、してぇっ」

　自ら腰を振りたくる、あまりに淫らな行為にさえ恥じらいがなくなる。それでも、耐えがたいもどかしさはなくならず、抜けでる屹立を引き留めようと無意識にいきんでしまう。

「……っ、締めすぎだ」

　背後から呻くような声が聞こえた瞬間、きつく閉じていた襞をかき分けるようにして太い陰茎がずぶずぶと私の中へと入ってくる。

「はぁっ、んんっ」

　私は眉根を寄せて背中を仰け反らせる。

　慣らされていない隘路は狭く、少し腰を動かされるだけでぴりっとした痛みを感じた。だがそれも一瞬のことで、ゆるゆると陰道を拡げるように腰を揺らされていると、新たに滲んだ愛液のおかげか痛みはすぐになくなった。

「あっ、あ……すごい、おっきいの」

　陰道を埋め尽くされるあまりの心地よさに震え、恍惚とした表情で吐息を漏らす。

　すると突如、引きだされた怒張を勢いよく最奥目がけて叩きつけられる。彼の下生えが臀部に当たるほど深く、隘路を削り取るように突き上げられた。

「ひぁぁ、あぁんっ」

　目の前がチカチカして、思わず悲鳴じみた嬌声が漏れる。

　腰を上下に揺さぶられて、媚肉ごと引き摺りだされる。悠大の下肢と私の臀部が触れあうたびに、肌を打ちつける音と愛液をかき混ぜられる音が響く。

　結合部からは愛液が弾け飛び、太ももを伝い流れ落ちた。

　奥まで満たされ、凄然とした快感に全身が震える。意識が根こそぎ持っていかれそうだ。

「桃子……っ、悪い、平気？」

　痛くないか、と気遣うように声をかけられる。

　何度抱かれたと思っているのか。もうキスだけで濡れてしまう私の身体は、たとえ慣らされていなくとも彼を受け入れられる。そうしたのは悠大だ。

「ん、はぁ……っ、大丈夫だから……はぁ、んっ、動いて」

　ずるりと滾った怒張が抜けでる感覚に肌が戦慄く。彼のもので埋め尽くされる凄まじいまでの快感は、なににも代えがたいほど心地いい。

「あぁっ、はっ、あぁあぁ……いいっ、すごい」

「いいよ……俺も、気持ちいい」

　腰を打ちつけるスピードが徐々に速くなっていく。ずるっと膣壁ごと引き摺りだされそうな勢いで抜かれると、今度は柔襞を削り取るように突き挿れられる。感じやすい部分を先端でごりごりと擦られて、全身が昂り汗が噴きだす。

　狂おしいほどの喜悦に頭の芯が痺れてくる。がくがくと膝が震え、壁に手をついていなければ立っていることもままならない。

「はぁ、あぁぁっ……な、か、気持ちいいっ、すごい……いっぱいになってる」

　自分の下腹部に悠大の脈動を感じる。うっとりとお腹を撫でていると、中にある彼のものがいっそう大きく膨らみ、最奥を抉るような突き上げになる。

「……ん？　俺にいっぱいにされて、嬉しい？」

「あぁんっ、あ、あっ……嬉しいっ、そこ、好き……いいっ」

　私はこくこくと頷きながら甘く喘ぐ。首元に噛みつかれて、ねっとりと熱い舌が肌の上を這う。肌が戦慄くほどの快感が押し寄せてくる。畝る蜜襞が、中を埋め尽くす陰茎を離すまいとして絡みつく。

「一週間分……っ、中に全部出していい？」

　腰を打ちつけながら切羽詰まった声で彼が言った。排卵日前というわけではないのに、どうやら出張中も禁欲してくれていたらしい。私としたかったと言われているみたいで、幸福感に満たされる。

　私が首を縦に振ると、余裕がないのか前に回した手で花芽を転がし、私をすぐさま絶頂へと押し上げてくる。

「出して、いっぱいっ……あぁぁっ、そこ、触っちゃ……すぐ、イクからぁっ」

「はっ……も、俺も出る……っ」

　呆気なく二度目の絶頂へと達すると、彼もまた腰を震わせ私の中で大量の精を吐きだした。

　本当に一週間禁欲生活をしていたのか、膣口からこぼれそうになるほどの勢いで飛沫を浴びせられる。なかなか終わらない吐精に彼の方が苦笑していた。

　陰道から屹立が抜けでる感覚に肌が震え、ふたたび声を上げそうになる。肩口に顔を置いた悠大が、背後から私を抱きしめながら申し訳なさそうな声を出す。

「あまりに良すぎて、やばい。すぐ勃たないかも……」

　まさか悠大がそんなことを言うなんて思ってもみなかった。思わず私が笑うと、彼はバツが悪そうな顔をする。

　いつもは私を気持ちよくしてばかりなのだから、たまには私が彼を気持ちよくしてもいいかもしれない。

　久しぶりのホテルでのデートに浮かれているせいか、昂った感情はなかなか治らない。熱に浮かされている今なら、普段絶対に言えないようなことも口に出せる。

「今度は、私が洗ってもいい？」

「ん？　ああ、いいよ」

　私はボディーソープを手に取り、悠大の首に手のひらを滑らせる。彼の逞しい胸元や腕に触れているだけで、胸が高鳴り抱かれたくて堪らなくなってくる。彼が私と同じように感じてくれていたら嬉しい。

「……っ」

　胸元から下へと手を滑らせて、へその周りや臀部に触れる。すぐ勃たない、なんて言っていたのに、彼の陰茎は私が手を動かすたびに力を取り戻しているように見える。

　あっという間に元通りの状態になった屹立に悦びが込み上げてくる。

「触ってみても、いい？」

　私は愛しさが堪えきれず、手のひらにあまる彼の性器を握り込んだ。

「あぁ」

　彼の唾液を嚥下する音がやたらと大きく浴室内に響く。彼が期待してくれると思うと、いつも自分がしてもらっている以上に気持ちよくしてあげたくなる。

「はぁ……っ」

　張り詰めた陰茎を手のひらで握り、上下に擦る。彼の口からは艶めかしい吐息が漏れて、目には欲情の炎が灯っていた。そんな彼が愛おしくて目を細めると、貪るように唇が塞がれて腰を引き寄せられる。

「っ、ん」

　臀部を鷲掴みにされ、痛いくらいに揉みしだかれる。気持ちいいと思ってくれているのかもしれない。手つきから彼の興奮が伝わってくるようで、私はますます彼のものを扱く手に力を入れる。

「はぁ……っん、んん」

　口腔内を熱を持った舌でかき回される。じゅっと唾液が啜られて互いの唇がべたつくほどに長くキスが続く。舌を絡ませるたびに、下腹部が重くなり泡立った愛液が隘路から溢れだしてくる。

　浴室内には、引っ切りなしにボディーソープと先走りが混ざりあう卑猥な音が立つ。

　どこをどうしたらもっと気持ちよくさせてあげられるだろう。彼の反応を見つつ手を動かしていると、臀部を掴んだ彼の指先が後ろから秘裂を撫で上げてくる。

「やぁっ、あっ、ん……今、そこ、だめっ」

　突然与えられた刺激に、私は思わず唇を離し、声を上げた。

　悠大に触られたら、またすぐに感じてしまう。私ばかりが翻弄されているのは少し悔しい。

　握り込む手に力を入れると、ますます秘裂をなぞる指が激しさを増した。ぬちぬちと響く淫音がどちらのものなのかすでにわからない。ぐちゅっと卑猥な水音を立てて、悠大のしなやかな指が中へと挿れられる。

「あぁっ、ゆ、び……かき回しちゃ、あぁあぁっ」

　指の根本まで呑み込ませているのか、彼は奥深くを突き上げるように動かしてくる。彼に快感を与えるどころではない。狂おしいほどの愛撫を与えられて感情が昂る。

「はぁ、はっ、あぁっ、もうっイクからっ、指、離して……っ、お願い」

「いいよ、イッて」

　がくがくと膝が震える。悠大に腰を支えてもらわなければ、足元から崩れ落ちそうだ。頭の中が真っ白になって、達したくて堪らない。

　手のひらで脈動する灼熱の塊は、とろとろと蜜を垂れ流している。私は朦朧とする意識の中、喘ぎながらも必死に手を動かし続けた。

「あぁぁぁっ、いっ、く、あっ……！」

　力の入らない身体でくったりともたれかかり、腰を震わせる。息が詰まり呼吸が苦しくなるほど凄絶な絶頂がやってきて、私の意識を根こそぎ奪おうとする。

　肩で息をしながら蕩けた目を向けると、射抜くように劣情のこもった瞳で見つめられて私は息を呑んだ。

　真上からシャワーが降り注ぐ。互いの身体についた泡が洗い流されていく。

　悠大の手のひらが私の頬に触れ、唇の上をなぞった。彼の指はいまだ二人分の体液にまみれている。わずかに口を開けると、濡れた彼の指が口腔内へと強引に差し込まれた。

「ふっ、む……んん」

「舐めて」

　ちゅぷちゅぷと口腔をかき混ぜるように指が動かされる。

　青臭さが鼻腔に広がり、口元からは飲み込みきれない唾液がこぼれ落ちる。指で口の中を弄られているだけなのに、ぞくぞくとした甘やかな喜悦が下肢から湧き上がってきて、落ち着かない気分になってしまう。

「はぁっ……はぅ、ふっ」

　私は必死に悠大の指に舌を這わせた。指の間を舐めて、指先や関節までしゃぶりつくす。これでいいのと窺うような視線を悠大に向けると、彼は、一心不乱に指をしゃぶる私を食い入るように見つめていた。

「ここに、俺の挿れてもいいか？」

　口腔をかき混ぜていた悠大がぽつりとこぼす。一瞬なにを言われたのかわからず、ぼうっとする頭で彼の言葉を反芻していく。なんとなく察して私が頷くと、さらに「本当に？　無理してないか？」と窺うような視線を送られた。

　悠大は私の意に反することは決してしない。いつだって私を気遣うばかりだ。セックスにしたって、私は彼がずっと我慢していたことを知らなかった。

　セックスに積極的になれなかった私に無理をさせたくない、という気持ちだったのはもうわかっている。仕事で疲れていて睡眠欲が優先になってしまったことを理解してくれていたのも。そうやって気遣ってくれるのはすごく嬉しい……でも。

　彼が私を愛してくれるように、私だってそれに報いたい。悠大を気持ちよくさせたいのだ。もっと望みを言ってほしい。

　私は悠大の指から口を離し、床に膝立ちになる。私の中途半端で拙い手技では達することができなかったのだろう。彼の昂りは雄々しく反り返ったままだ。

「桃子……」

　悠大の瞳が「本当にいいのか？」と告げてくる。私はそれに頷き返すと、床にしゃがみ込み彼の屹立に手を添えて顔を寄せていった。

「ふ……」

　先端を舌で舐めてみる。先ほど感じた青臭さと同様の味が口の中に広がり、手のひらで支えている陰茎がより硬くなった。

　口を大きく開けないと先端部分すら入らない。顎が痛いし、正直、彼にこんな顔を見られるのは嫌だが、気持ちよくなってほしい一心で亀頭をぱくりと咥え込んだ。

「は……っ」

　頭上からくぐもった悠大の声が聞こえて、私の髪に手が差し入れられる。気持ちいいと言わんばかりに髪の毛を撫でられて、私は喉奥まで彼のものを呑み込んでいった。

「……っ、舌、で……そこ、舐めて」

　そう言われても、口の中が彼のもので埋め尽くされていてなかなか難しい。どうすればいいかと思案して、仕方なく舌に触れる裏筋だけを舐めてみると、口腔内で脈動する怒張がひときわ大きく膨れ上がった。

　こんなに大きなものがいつも私を気持ちよくしてるんだ。そう考えると、触れられてもいないのに下肢がきゅうっと疼いて蜜が溢れだす。私は思わず太ももをぴたりと閉じたが、苦しさとはまたべつの感覚で、息が上がっていってしまうのはどうしようもない。

「はぁ、む……っ、ん、ん」

「う……っ、あぁ……それいい。なぁ、ちょっとだけ、動いても、いいか？」

　悠大と目が合って、愛おしげに頬を撫でられる。

　彼の好きなようにしてほしい。自分ではどうしたらいいかわからないから。

　私が頷く代わりに瞬きを一つすると、ゆっくりと彼が腰を引いていく。血管が浮きでるほどに硬くなった肉塊がずるりと引き抜かれ、開きっ放しだった口元が少し緩む。けれどまた喉奥まで押し込まれて、私は思わず苦しさに眉を寄せた。

「ん──っ」

「悪い……っ、苦しいよな」

　大丈夫だからと視線だけで訴える。彼は私の髪を撫でて、喉の奥にまで入らないように腰を進めてきた。先ほどよりもずっと楽だ。

　屹立が口の中いっぱいに差し込まれるたびに、私は血管が浮きでた裏筋に舌を這わせた。ちゅっと先端に吸いついてみると、口腔内で滾った怒張がびくびくと震える。

「はぁっ、ももっ……すごく、いい」

　余裕のない悠大の声が真上から聞こえる。彼が感じてくれるのが嬉しい。私は唾液が口の端からこぼれるのも構わずに、必死に舌を動かし続ける。じゅぶじゅぶと私の動きに合わせて淫音が響く。

「ん、んんっ……はぁっ」

　髪に差し入れられた指先が動くたびに、私の呼吸も荒くなっていく。子宮がずしんと重くなって蜜口からは愛液が滴り落ちる。彼の艶めかしい声に煽られるように、私ももどかしげに腰をくねらせてしまう。

　これを私の中に挿れたらどれほど気持ちがいいだろう。先端から溢れる先走りを啜り、音を立てて飲み込む。

「なぁ……っ、桃子の中で、イキたい」

　彼が腰を動かし、私の口から欲望が引き抜かれる。

　悠大を見上げると、汗を滴らせながら迫りくる劣情を抑え込むような視線を向けられる。

私は彼を見つめ返し微笑んだ。悠大は愛おしいと言わんばかりに私の頬を指で撫でてくる。

「首に腕を回して、掴まって」

　私は腕を引かれ立ち上がると、言われるがまま悠大にしがみつく。片足を抱えられるという不安定な体勢ではあったが、危なげない彼の腕の中はむしろ安心できた。

　先走りと唾液で濡れた先端をあてがわれて、くちゅくちゅと浅い部分を突かれる。入ってくるかと期待すると、今度は亀頭を上下に動かし秘裂を擦られた。

「あぁん、あっ、早く、欲しいの……もう、焦らさないで」

　私は彼の首元に腕を回して、甘えた声で懇願する。

「俺を欲しがってるお前が、見たいんだよ」

　悠大の声もまた熱を孕んでいる。隆起した先端でぐりぐりと花芽をなぞられる。時折、浅い部分に挿れられ、ひくつく蜜口をかき回される。

「はぁっ、や、もうっ」

「ここ……もうびっしょりだ。さっきのが出てきたわけじゃないよな？」

　二人分の荒々しい呼吸が響く。ちゅっちゅっと何度も啄むようにキスをしながら、浅瀬をなぞる屹立が深く入り込んでいく。

「はぁっ、あっ、もっと……我慢、できなっ、奥……ぐりぐりしてぇっ」

　ぐっと腰を押し込まれて、ようやく蠢く蜜襞が満たされていくのを感じる。最奥まで辿り着いた瞬間、彼が胴震いし白濁が弾けた。中でドクドクと吐きだされる彼のものが、とろりと膣口から溢れだす。

「やっ、こぼれちゃ……っ、あぁぁっ」

　悠大は、達した直後にもかかわらず白濁をかき混ぜるように激しく腰を打ちつけてくる。ぐちゃぐちゃと愛液と飛沫が混ざりあい結合部から弾け飛ぶ。

　角度を変えながら感じる部分を探るようにして突き上げられる。硬く張りだした先端でひときわ弱い部分を擦られると、恐ろしいほどに感じ入ってしまう。私は激しい揺さぶりに悲鳴じみた声を漏らしながら身悶えた。

「あぁぁっ、あ、あっ、あぁあっ」

　欲望を抜けるぎりぎりまで引き出されると、結合部から愛液が溢れぴしゃぴしゃと床に飛び散る。

　触れあった肌が熱を持ち、のぼせてしまいそうなほど頭がくらくらしてくる。

　ずるりと柔襞ごと刮げられそうな勢いで屹立が引き抜かれ、それを押し戻すように突き挿れられる。その度に隘路がきゅうきゅうと収縮し、彼のものを締めつける。

「はぁっはっ、あぁっ……いいっ、それ、もうっイク、イッちゃう！」

　腰を震わせて達するが、彼は待ってはくれず容赦なく腰を打ちつけてくる。長く深い絶頂に達しているような狂おしい快感に、私は頭を振り乱して声を上げるしかない。

「あぁあっ……はあぁっ、待って、今、擦っちゃ……変になるからぁっ」

　短く荒い息を吐く彼に縋りつきながら訴えるも、理性をかなぐり捨てたような動きで抽送を繰り返される。

「中、畝って……すごいな」

　すぐそばにいるはずの悠大の声が遠くの方で聞こえる。意識を失いそうになりまた引き戻されるような感覚の中、耳の奥でどくんどくんと心臓の音が鳴り響く。

「ひっ、あ──っ」

「また、中……っ、痙攣してきた……あぁ、気持ちい」

　脳裏に閃光が瞬き、怖いくらいの喜悦が押し寄せてくる。じゅぶじゅぶと粘膜を擦り上げられ、感じるところをばかりを狙ったように突かれて全身を震わせた。

　耐えがたいくらいに昂り気が変になりそうだ。このまま身を任せていると、また以前のように深く達してしまう予感がする。羞恥すらなくなり本能のままによがり狂う。それが怖くて堪らない。

「また……っ、あれ、来ちゃうのっ、やだぁっ……怖いっ」

「いっぱい、感じてくれるんだろ？　俺に、深イキしてるところ見せて」

　腰を力一杯引き寄せられた瞬間、最奥目がけてずんずんと突き上げられる。

　濡れ襞が畝り、彼のものを搾り取るかのごとく締めつける。漲る怒張をより奥へと呑み込もうとすると、私の中を埋め尽くす屹立が大きく膨れ上がり激しく脈動した。

　彼もまた絶頂が近いのかもしれない。

　これ以上は怖くて嫌なのに、悠大が私で感じてくれていることを知ると、恐怖すら悦びに変わっていく。

「あぁっ、もう、イク──っ、ひぁぁぁっ!!」

「う……っ、く」

　力強く揺さぶられて、私の中で欲望がひときわ大きく震える。収縮する隘路がじわっと濡れて、足の間に大量の蜜が飛び散った。

　みだりがましい声を上げながら身体を強張らせた瞬間、彼もまた胴震いし動きを止めた。

　脳裏が真っ白になり、なにも考えられない。羞恥も理性もなくなり、金魚のように口をパクパクと開けたまま、深いところへと堕ちていく。

「あぁぁんっ」

　ずるりと力をなくした私の中から性器が引き抜かれる。その動きにすら感じてしまい、ぴしゃぴしゃとおびただしい量の蜜が足の間から噴きだしてくる。

「はぁ────あ、あっ」

　自分でも驚くほどに声は掠れていた。喘ぎ過ぎたせいか喉もひりついている。身体は熱いけれど、頭がくらくらして立っていることもままならない。もしかしたら逆上せたのかもしれない。

「悪い。まだ……全然足りない」

　悠大は興奮した目を向けて、私の臀部を揉みしだいてくる。荒々しい手つきで太ももを撫でられ臀部を揺らされる。いつもなら「いいか？」と私の体力を考慮しそう聞いてくるのに、悠大はいささか強引な手つきで力を持ち直した屹立を差し込もうとしてくる。

　それが少しも嫌ではなかった。彼が自分の欲求を押し通そうとするのが嬉しかった。

「悠大……ベッド、連れてって」

　私は悠大の首に腕を回し彼の胸元へと擦り寄る。すると軽々と持ち上げられてバスルームの外に出た。

　正直、もう一歩も歩けないくらい疲れている。眠くて怠くて仕方がないのだ。

　以前の私なら「疲れてるから」そう断っていた。そして悠大もまた、そんな私に無理強いしてこなかった。

　いつも私を案じてばかりで、付きあっていた頃も結婚してからも、彼がこのように強引に身体をねだったことは一度もない。

　おそらく抑えがたい欲求を抱えながらも、耐えてくれていたのだろう。なかなか時間も合わず難しかったが、欲望のままに私を抱くこともできたはずなのに。いつだって私の気持ちを一番大事にしてくれた。

（この人と結婚して、よかったなぁ）

　あぁ、好きだなぁ。愛おしさに胸が詰まる。

　彼に愛されていることが、泣きそうなほど幸せだ。

　濡れた身体のまま悠大に抱きつき、額や頬に口づける。愛しているという想いを込めてキスを贈ると、彼も同じようにして私の顔中にキスを降らせてきた。もう無理だと思っていたのに、下腹部がまた重く疼き始める。際限ないな、なんて心の中で考え笑ってしまう。

「んんっ、ん……ふ、ぁ」

　口づけが深まると、眠気など吹き飛ぶくらい物足りなくなっていた。

　とめどなく溢れてくる劣情にどうしていいかわからない。

　きっと今日もまた、気を失うようにして眠るまで悠大に満たされるのだろう。

　悠大との子どもが欲しい。男の子が欲しい。それももちろん本心だ。でも私は、彼にこうして抱かれることを心のどこかで望んでいたような気がする。

「悠大の、したいこと……していいよ」

　私がかけた言葉に、悠大が破顔した。

　濡れた身体を簡単に拭いて、横抱きにされたままベッドへと連れていかれる。片足だけ上げた体勢でいたから、節々が痛みとても自分で動かせる状態ではなかった。

「悠大……足、けっこう痛いかも」

「じゃあうつ伏せで寝てろ。これなら辛くないだろ？」

　枕に顔を押しつけるような体勢で、腰だけを持ち上げられる。猫のように背中を逸らしたポーズを取らされて、彼の前に臀部を晒している格好だ。自分でもまじまじと見ることのない部分を見られていると思うと、さすがに羞恥心が込み上げてくる。

「う……これはちょっと、恥ずかしいんですけど」

「今さらだ。お前の身体で見てないところなんかないよ」

　ふっと笑われて臀部に口づけられる。涙目で背後を睨んでも、彼は意に返してもいない。それどころか挑戦的な目を向けられて、双丘に舌を這わせてきた。

「ひゃっ、あ、ちょっと……そこは、やっ」

　後孔を舌の先端で舐められると、思いがけない刺激にきゅっと臀部に力がこもる。いくら風呂に入ったとはいえ、そんなところを見られることも、舐められることも予測していない。

　羞恥に身悶えながら腰を捩るが、体力的に限界で抵抗は叶わない。それに腰をしっかりと押さえられてしまっては動けるはずもなかった。

「あっ、あ、んんっ、そんなとこ……舐めないでっ」

「ここ、擦り過ぎて傷ついてたら大変だろ。ちゃんと濡らしておかないと」

「だって、そこ違うっ」

「そうか？　可愛い窄みを舐めるとこっちもひくひくしてるけど。それに、しっかり感じてるだろ？」

　秘裂を指で撫でられると、たしかにぬるっと滑る感覚がある。後孔を舐められても感じてしまう自分がいたたまれなくて、私は枕に顔を埋めた。

「言わなかったか？　恥ずかしがっても可愛いだけだって」

「……お尻、舐められて感じちゃうのに？」

「俺のしたいことしていいんだろ？　桃子が感じてるとこ、もっと見たいんだよ」

　悠大はすでに蕩けきった膣口にそっと指を差し挿れてくる。先ほどまでの行為で濡れているとはいえ、何度も彼を受け入れたせいか少しひりついていた。中を傷つけないようにしてくれているのだろう。彼はゆっくり指を抜き差ししてくる。

「ん、あっ、あ……」

　指が動かされ、同時にきゅっと窄まる蕾に舌が這う。舌が中に入ってくる異様な感覚に、後孔が収縮し本能的に吐きだそうとする。痛みはないが、気持ちよくもない。

「あぁっ、それ、なんか……やっ」

　始めは違和感があるだけだったのに、指で柔襞を擦られる心地よさに引きずられているのか、不思議と後孔からも熱い疼きが生まれてくる。

　窄まりを舌で抜き差しされ、皮一枚隔てた裏側を指で擦り上げられると、なんともいえない心地よさが湧き上がる。

　にちゃにちゃと音を立てて後孔の襞を舐めしゃぶられる。気持ちよくなるはずがないのに、後孔に感じる刺激により指で弄られている膣孔までもが収縮してくる。

「はぁ、はっ、あぁんっ」

　徐々に後ろの窄みを舐められるという行為に羞恥心すら感じなくなっていく。私の感じ入った声に気づいたのか、悠大がさらに奥へと指を沈めてきた。ごりごりと指で襞一枚を隔てた後孔の近くを擦られる。

「あぁぁっ」

「俺の舌、美味しそうにしゃぶってるな」

　さらに蕾を拡げながら舌先が入れられて抜き差しされる。唾液を絡めながら舌を動かされているからか、襞が柔らかく解れ抽送がスムーズになっていく。

　膣部からはポタポタと愛液が流れ落ち、指が動くたびに室内に響く音がよりいっそう淫らになる。熱い疼きが下肢から迫り上がってきて、私は無意識のうちに腰を揺らしていた。

「あぁっ、あっ、き、もちい……っ、んん、もっと」

　先ほどまでの行為を考えて、私の身体に負担にならないようにと労ってくれているのだろう。けれど、蠢く媚肉を傷つけないようにゆるゆると動かされる指は、気持ちいいがもどかしい。次から次へと湧き上がってくる焦燥感で全身の血液が沸騰しそうに熱い。

　早く雄々しい彼の昂りに貫かれたい。指では届かない最奥を擦ってほしい。

　そんな自分の想像に煽られて、私はぶるりと腰を震わせる。

「あぁ、もうどろどろだ」

　指が引き抜かれて、猛々しい昂りが押し当てられる。ぐりぐりと秘裂をなぞられると、膣口は待ち侘びたと言わんばかりにひくつき愛液が太ももを濡らす。

「焦らさないで……っ、挿れて」

　悠大はずんっと勢いをつけて腰を突き上げてくる。目の前で火花が散るほどの重苦しい快感に、私は声を出すこともできずに背中を仰け反らせた。

「──っ!!」

　正面から抱きあっている時より深くに彼の脈動を感じる。ずるりと引きだされた陰茎をまた別の角度で差し挿れられる。幾度となく抜き差しされて深いところを穿たれると、悲鳴じみた嬌声が止められない。

「はぁっ、ひっ、あ、あっ」

　ぐちゅんぐちゅんと粘膜が擦り上げられ、舌を失った後孔がひくつくのがわかる。恥ずかしくて嫌なのに、彼のものが動くたびに誘うようにそこが震えてしまうのだ。

「あぁ、こっちも欲しいのか」

　悠大は私の秘裂を指でなぞると、愛液を指に絡ませた。そしてひくつく窄まりへと塗りたくり指を突き挿れてくる。

「あ、あぁぁぁっ……！　は、んんっ!?」

　舌で拡げられていた後孔は易々と悠大の指を呑み込んだ。腰を突き上げられるたびに、彼のしなやかな指が奥まで挿れられる。舌よりも深い場所を指でぐりぐりと探られて、下肢が痛いほどに収縮する。

「そこ、弄っちゃ、やぁ……あ、すぐ、イッちゃう、あぁっ！」

　頭が真っ白になって、もう訳がわからない。達しても達しても止められない。開きっ放しの口からこぼれた唾液が枕に吸い込まれていくのも構わずに、狂ったようによがり声を上げながら自ら腰を振りたくる。

　指をぐりぐりと回され、怒張を最奥に突き立てられ、前も後ろもかき回される。恐ろしいまでの快感が下肢から広がり、羞恥心すら忘れて感じ入る。

「あぁあぁんっ……はぁっ……はっ」

　長く深い絶頂がずっと続く。辛くて苦しいのにやめてほしくない。タガが外れてしまったかのように身悶えていると、悲しくもないのに涙がポロポロと流れてくる。

「いやらしくて、最高だ……っ」

「ひっ、やぁぁっ！」

　もうこれ以上深くは入らないと思っていたのに、さらに奥へと欲望が捻じ込まれて、腰がびくびくと跳ね上がる。

　滾った怒張が抜き差しされるたびに、愛液がかき混ぜられて泡立った音が立ち、ぴしゃぴしゃとシーツの上に飛び散った。

「こんなに噴きだして。お前……っ、本当に可愛いな」

　悠大は感に耐えない声でそう言うと、ぐりぐりと腰を回しながら怒張を突き挿れてくる。

「あぁあぁぁっ！　もっ、あ、おかしくなっちゃうっ！」

　こんなの終わりがない。幾度達してもまだ足りないとばかりに猛々しい肉塊を締めつけてしまう。みだりがましい嬌声は止められず、このままでは気が狂いそうだ。

　膝にも力が入らず、ずるずると身体がシーツに沈む。それでも激しい抽送は続き、上から叩きつけるような角度で穿たれる。

　指が抜かれてようやく終わりが見えたかと思えば、覆い被さってきた悠大が私の乳房を揉みしだいてくる。

「はぁ、ひ、あっ……はぁ、あぁん、あっ」

　発する声は風邪を引いたかのように掠れ切っている。すすり泣くように喘いでいると、きゅっと乳嘴を引っ張り上げられる。

　意識が朦朧としてきて、目を瞑ったらもう起きられない。

「ひぁっ、あぁっあっ」

　ポタポタと背中に落ちる悠大の汗にすら感じ入った声が上がる。悠大もまた熱に浮かされたような声を上げながら、私を後ろから抱きしめてくる。

「桃子……はぁっ、気持ちいい」

　乳房を痛いほどに揉みしだかれ、乳首を転がされる。強すぎる快感にもかかわらず、私の身体は気持ちがいいと反応を示す。

「もっと、もっと、乳首、ぐりぐりしてぇっ」

　自分がなにを言っているのかさえ、もはやわかってはいなかった。

　長い陰茎がずるりと最奥まで入り込み、引き抜かれる。同時に鷲掴みにされた乳房を上下に揺らされ、手のひらで乳嘴が擦られた。

　もう幾度となく達したのに、また快感の淵に引っ張られる。際限なく高められ気が狂いそうなほどの愉悦に呑み込まれていく。

「あぁ、んんっ……好き、それ、いいっ……もっとして」

　弱い部分を硬い先端で突かれて、私は腰を震わせる。そこをもっと擦って、もっと気持ちよくしてと思うままにねだる。

「……っ、ここ？」

「んっ、あぁっ、そこ、そこっ……気持ちいい」

　疲れ切っていて身体を持ち上げることさえできないのに、いいところに押し当てられると彼の太い欲望をしゃぶり尽くすような動きで蜜襞が収縮する。

　するとさらに速い動きで粘膜を擦り上げられる。絶頂の中から抜けだせないまま、痙攣するように腰が跳ねた。

「はぁっ、ああぁぁっ、中、熱いの……すごいっ、も、きちゃう」

「いいよ、桃子……すごく、いいっ」

　半開きにした口からは唾液がこぼれ落ち、シーツに染み込んでいく。羞恥心などもはやなく、ただただ凄絶な喜悦に酔いしれるしかない。

　彼の腰の動きに合わせて淫らな蜜が攪拌され、ぐちゅんぐちゅんとはしたない音が立つ。私の中はまるで悠大の屹立に形取られてしまったかのようだ。隙間なく彼のものにぴったりと吸いつき、離すまいと締めつける。

「あぁあぁぁっ、ん、あぁっ！」

　中がじわっと濡れて、新たな愛液が噴きだした。達してもなお収まりのつかない身体は、貪欲に肉塊を引き込もうとする。

「あぁほら、また……イケるだろ」

「あ、あ、あぁっ、強く、しちゃ……また、すぐいっちゃうからっ」

　容赦のない律動でぐりぐりと濡れ襞をかき回され、これ以上ないほど深く腰を叩き落とされる。

「俺も、もう……出るっ。全部、中で、呑み込んで」

「はぁぁっ、いく、いく……っ、もう」

　たがが外れてしまったかのように、引っ切りなしに悲鳴じみた声が上がる。結合部から流れでる愛液を止めるすべはない。ラストスパートとばかりにさらに腰を捻りながら最奥を穿たれて、強張った足先がぴんと張る。

「あぁっ、も……あぁぁあぁぁっ！」

　私はひときわ高い声を上げて、背中を震わせながら絶頂へと駆け上がった。激しい絶頂に全身ががくがくと震える。頭の中が真っ白になりなにも考えられない。私は惚けたようにぼんやりと前を見ながら、全身を弛緩させた。

　同時に、ぐっと腰を捻り込んできた悠大が最奥で飛沫を迸らせた。

「は……っ」

　彼の吐精が広がり下腹部が温かくなる。最後の一滴まで注ぎ込まんとばかりに腰をゆるゆると動かされても、もう声すら上げられない。

　頭の芯まで痺れて、悲しくもないのに目の前が涙で滲んだ。

　彼のものが私の中から出ていき、膣襞からは呑み込みきれなかった精が溢れてシーツを濡らしてしまう。けれどもう私には恥ずかしがる余裕もない。四肢には力が入らず、シーツに身を沈ませることしかできなかった。

「おやすみ、桃子」

　目を開けていられない。疲れと幸福感に包まれてまぶたを下ろすと、私を抱きしめる彼の匂いがより濃く感じられる。

　私は意識を深く沈ませながら、ぼんやりと考える。

　これから先、望み通りに子どもができなかったとしても、きっと彼は変わらずに私を愛で包んでくれるだろう。

　それでもいいや、と今なら思えた。

　一生二人だったとしても、彼となら楽しいのではないか。それはそれで素敵なんじゃないか。

　大好きな人と一緒なら、どんなことでも乗り越えていける。そんな気がした。

　髪を撫でられた感覚がして私はどうにかうっすらと目を開け、ふわりと笑みを返す。疲れきっていて「おやすみ」とは返せなかった。

　すると、悠大はなぜか困ったように「際限ないな」とこぼした。

　私と同じことを考える悠大がおかしくて言葉を発したようとしたが、体力はすでに限界で気づけば眠りに落ちてしまっていた。

　

　翌日の早朝。

　服を着込んで帰り支度をする際は、二人で顔を見合わせて照れたように笑った。

　昨日からいっさい見ていなかったスマートフォンのチェックをすると、仲の良かった同期の女の子からのメッセージが届いていた。同期の山本くんが結婚したらしく関東メンバーでお祝いを送らないかという内容だった。

「あ、ねぇ……埼玉支店に行った山本くん、結婚したみたいだよ。知ってた？」

　私は一度も話したことがないのだが、たしか悠大は新人研修の頃から彼と仲が良かったように思う。もちろん本人から聞いているだろうと話を振ったが、悠大から返ってきたのは微妙な反応だった。

「山本？　埼玉……あぁ、なんか聞いたな」

「本人から聞いてないの？　仲良かったよね？」

　結婚してからは彼の口から山本くんの名前を聞いたことはなかったが、それは埼玉と東京で離れてしまったからだとばかり思っていた。今でも連絡を取りあっているのではと考えていたのだが。

「いや、べつにそこまでじゃないな」

「そうだったっけ？」

「新人研修の時だけだぞ、話してたのは。山本の結婚は本社にいるほかの奴に聞いた」

「昔、山本くん、悠大のこと自慢げに話してたから仲いいんだって思ってた。国立大出だとか、同期全員の名前覚えてるとか」

「そういやそんなことあったな。でも同期の名前は知識として頭に入れてただけで、顔が一致しない奴もかなりいるけど」

　悠大はさすがに百人全員の顔は覚えられなかった、と言った。どうやら山本くんのことも、結婚報告を聞くまですっかり忘れていたらしい。

「え、でもさ。あの頃ほとんど話さなかった私の顔と名前、覚えてたじゃない」

「いや、それは……あの頃からお前のこと好きだったからだろ」

「う、嘘っ!?」

　あまりに驚いて手に持っていたスマートフォンを落としそうになってしまう。

　恋人になってからも、結婚してからもそんな話は聞いたことがない。新人研修の頃なんて、ほとんど話をしてさえいないのに。

「嘘なわけないだろ。研修中に桃子にばっかり話しかけてたら勘繰られるって思ったから、誰とでも話すようにしてただけだ。覚えてないかもしれないけど、お前にかなり個人的なことばっかり聞いただろ？」

「どこに住んでるの、とかでしょ？」

　悠大が頷いた。

　それは覚えている。東京出身者は本人がほかの地を望まない限り、本社もしくは関東圏内に配属される。そのため研修中は同じ地に配属される可能性のある同期と話すことが多い。だから出身地を聞くのは、そう個人的なことというわけではないのだ。

　悠大に話しかけられた時も、ほかの同期と同じような会話だったとしか覚えていない。それよりも噂通り、本当に同期全員の顔と名前を覚えているのだと驚いた。

「誕生日はいつかとか。最寄り駅はどこかとか」

「そうだっけ」

　自分の記憶がないのが恨めしい。でも覚えていたとしても、彼の恋慕には気がつかなかっただろう。

（ほんとに、いっぱいいっぱいだったもんなぁ）

　思い返すと苦笑しか出ない。

「配属先が決まって同じ場所で働けるって浮かれてたら、お前の鞄の中に異動願いが入ってるのを見たんだよ。本気で焦った」

「見られてたんだ……」

　あの頃の私は仕事にまったくついていけなくて、自信を失くしていた。

　懐かしい思い出だ。悠大がいなかったら、私は会社をとっくに辞めていたかもしれない。

「研修中、ショールームの見学の時にさ。お前、キラッキラした顔で家具を見てた。最初に気になったのはその時か。おどおどしてて聞きたいのに聞けないって顔してること多かったから、勝手に応援してたんだよ。ほら、今なら話しかけられるぞって」

「はは……」

　何年も前の話を蒸し返されるのはいたたまれない。しかも、そんなところまで見られていたとは。

「悠大から告白された時、そんなこと一言も言ってなかった」

「あれは……っ、一応俺なりに緊張してたんだ。嫌われてはないって知ってたけど、恋愛はべつだろ？」

　驚きの連続だ。告白された時私も頭が真っ白になったが、それ以上に悠大が緊張していたなんて思わなかった。

「なにより楽しかったんだよな」

「なにが？」

「お前と働くの。プライベートでも一緒にいたいって思うようになって、それがいつのまにか、この人と結婚したいになった」

「私も、悠大と一緒に働くの好きだったよ。でも……今が一番幸せ。どうして私の旦那さん、こんなにかっこいいんだろう」

　思わず前に立っていた悠大の胸にこつんと額を押し当てる。

　ぎゅっと強く抱きしめられて、彼の匂いを鼻いっぱいに吸い込んだ。

　そばにいるだけで、こんなにも胸が高鳴る。

　失せることのない私の想いは、きっと一生続くのだろう。

　

＊＊＊

　

　それから一年が経ち、私たちの間には待望の赤ちゃんが生まれた。

　愛らしい男の子と女の子、なんと双子の赤ちゃんだ。

　本当に貪りつきたくなるくらいに可愛い。

　驚くことに、落ち込んでいた私をホテルに連れていってくれたあの日にできた、と思われる。排卵日ではなかったはずだが、おそらく周期がずれたのだろう。

　精神が身体にもたらす変化は大きい。妊娠してもしなくてもどちらでもいいと考えた途端に赤ちゃんができた、なんて話もよく聞くから、たまたま自分たち夫婦はそうだったのかもしれない。

　結局、産み分けが成功したのかどうなのかはよくわからない。いつからか互いに性別は気にしなくなっていたが、激しく睦みあっていたのはたしかだ。

　今日は久しぶりに二人きりの休日だ。

　いつもは子どもたちの声で静まることのないリビングは、かちゃかちゃと食器の音だけが響いていた。

　私はふと食事の手を止めて、悠大を見つめる。

「ねぇ、子どもたちは大丈夫かな？　泣いてないかな？」

　たまには孫二人とゆっくり過ごしたいからとお義母さんが双子を預かってくれたのだ。私が、一日中家に篭りきりの双子育児に限界を感じていたことに気づいた悠大が、桃子を少し休ませたいから預かってくれと連絡したらしい。

（甘やかされてるなぁ……悠大だって私と同じくらい疲れてるのに）

　可愛さはもちろんあるが、一人が泣くともう一人も泣くというスパイラルでの睡眠不足、翌日仕事がある悠大にはちゃんと寝てほしかったのだが、私一人ではどうにもならなかった。寝不足を解消するために、毎日二人揃って夜の九時にはベッドに入ってしまう。

　朝一で双子を実家に連れて行った私たちは、数時間昼寝をした後、ゆっくりと昼食を摂った。最近ではキッチンに立ったまま食事を摂るような毎日が当たり前になりつつあったから、落ち着いてご飯が食べられるだけで泣きたいくらい幸せだ。

　しかし、食事をしていても、やはり頭のどこかで双子のことが気にかかっていた。

「大丈夫だろ。母さんには何度も会ってるし。電話もかかってきてない」

「そうだよね」

　悠大の言葉で一旦は落ち着いたものの、私は食事を終えた後リビングをうろうろと落ち着きなく歩いてしまう。

　もちろん義母には何度も会わせているが、私たちがいない場に置いてきたのは初めてのことだ。ママとパパが恋しくて泣いているかもしれない。なるべく早く迎えに行った方がいいかもしれない、と不安が頭をもたげてくる。

「少し離れた方がいいって母さんが言ってたけど……離れたら離れたで心配なんだな」

「悠大は心配じゃないの？」

　平然としている悠大をつい睨んでしまう。

 「父さんと母さんも、子どもたちも喜んでたから心配してないよ。それより……」

　悠大が私の頬に口づけてくる。私はうっとりと目を細め、喉を鳴らした。

　彼がなにを求めているかを知って、胸が甘くときめく。

「もう一回、昼寝しようか」

「昼寝って……ふふ」

　悠大が本当に昼寝をするつもりでないことくらいわかる。私は思わず嬉しさを隠しきれずに声を立てて笑ってしまった。

　熱のこもった視線で見つめられて、私の身体は次第に汗ばんでいく。女性として見てもらえる、そんな当たり前のことが嬉しい。

「お義母さんから、連絡あるかも」

「前にさ、二人でいる時は俺のことだけ考えてって言わなかったか？」

「まだ、そう思ってくれるの？」

「当たり前だろ」

　ベッドに押し倒されて悠大が覆い被さってきた。

　彼の重みを感じるのは久しぶりだ。

　目を閉じると、唇にぬくもりが触れて、すぐさま身体が熱くなっていく。

　逞しい背中に手を回す頃には、もう、頭の中は彼のことでいっぱいだ。
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　本作を手に取っていただき、ありがとうございます。本ほん郷ごうアキと申します。

　濃蜜ラブルージュ様では初めて執筆させていただきました。いかがでしたでしょうか。ほぼ（八割方？）官能シーンという、レーベルの色を濃く出せた作品になったのではないかと自分では思っておりますが、楽しんでいただけたら嬉しいです。

　今作はテーマが妊活、ということで、だいぶ悩みました。

　プロットはわりとサクッと提出→ＯＫをいただき、さぁ取りかかろう！　と書き出してから「妊娠って、女性にとってかなり重いテーマだよなぁ」なんてことに気づきまして（遅いですね……）。ラブコメ風に書こうと思っていたのですが無理でした。

なるべく重すぎず、悠大のような旦那様がいたら救われるだろうな、と感じていただけるように書いたつもりです。私の作品にしては珍しく、当て馬も嫌な女も出てこないですし。ひたすら愛されて甘やかされる溺愛ものになったかな？

　ヒロインの桃子は「頑張ろう頑張ろう！」って思うあまり空回りするタイプ。そして悠大はなんでもそつなくこなす器用なタイプ。

　夫が同期でどれだけ仕事ができるかを知っているから、桃子は「私も仕事を頑張ろう」と。そしてさらに家事までやってくれてるから「私が家事をもっとやらなきゃ」なんて。

　結局できなくて、自分の不甲斐なさにいろいろと悩みまくる……。さらに妊活中もどうしてなかなか赤ちゃんができないんだろう、とまた悩む。桃子は、基本一つのことに邁進するタイプなので「いろいろ頑張る」は難しいんです。うまく手を抜くことができない。そういう人いますよね。まぁ、悠大はそういう桃子のことをめちゃくちゃ可愛いと思っているので、バカップル万歳です。お互い、自分と正反対の人を好きになってるので、二人は相性抜群なんでしょうね。

　さて、ちょうどこのあとがきを書いている頃、表紙ラフをいただきました！

　かなりセクシーです。えっちーです。最高です！　悠大がめちゃくちゃかっこいい！　桃子も可愛い！

　読者様より早く表紙絵を見ることができるのは、作家の特権ですね。小こ島じまきいち先生、ありがとうございました。

　最後になりますが、この作品を読んでくださった読者様に最大級の感謝を。

　そして、担当編集様、イラストレーター様を始め、今作の出版にお力添えくださったすべての皆様、ありがとうございました。






本郷アキ










【著者紹介】

関東在住。２０１６年頃からオリジナル小説を書き始めＷｅｂに投稿。少女漫画と恋愛小説が大好物。







濃蜜ラブルージュ

新しん婚こん夫ふう婦ふの授さずかりエロス

〜御おん曹ぞう司しは愛あいの証あかしのために妻つまを淫みだらにする〜



2021年4月 ＥＰＵＢ版発行



■著　　者　本郷アキ

■イラスト　小島きいち

■企画編集　エースクリエイター

■デザイン　BELL'S GRAPHICS



発行者　久保田裕

発行所　株式会社パラダイム

〒166-0004

東京都杉並区阿佐谷南1-36-4 三幸ビル４A

TEL 03-5306-6921



©Aki Hongo ©kojima kiichi









この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。









[image: ]













[image: ]








item/navigation-documents.xhtml






目次





		目次



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章













Guide





		表紙



		本編



		目次











item/image/cover.jpg
:IEODI:@:

GIES:A))





item/image/p1-cg.jpg
PBRBO®RP Y IO A
~HERNIBOTD-DICEEZESHICTH~

A7+






item/image/ad01.jpg
N AT

Vil

N BN

Y <~
J

L P55
i : 7 h—F7%

\ i
721l 630 [+ ¢ /
3

e R LIV
i ;g
&l 630 F






item/image/ad02.jpg





